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「次世代に引き継ぐための地域の体制づくり」
有田 昭一郎 氏  島根県中山間地域研究センター・研究企画監
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和歌山県PRキャラクター「きいちゃん」



【八島氏】
ご紹介ありがとうございます。改めて八島です。よろしくお願いしま
す。本日は、関係人口の承継ということで、第2分科会が集落空間の継
承っていうこの反対になっているんですけれども、この承継と継承っ
ていうのは、ちょっと私が管理会計とかビジネスの方が専門なので、
そちらで使う際のことをちょっと意識して使ったものです。承継って
いう中に実は目に見えないものを含んでいるっていうところなんで
すね。形だけではなくて、棚田をこう続けていくっていう中に気持ち
もちゃんと受け継いでいくっていうことなどの意味を込めまして、こ
ういう承継とさせていただいております。今日の中身については、最
初に棚田学会で、もともと和歌山県内の棚田サミットで前の全国棚田
サミットなどにも関わられた大浦先生に少し解題というような形で、
各パネラーの位置づけといったことも含めてご紹介いただく形にし
たいと思っています。その後に松木さんですね。今日の最初の事例発
表のあった外山さん。外山麻子さんからの事例発表にも出てまいりま
した松木さんに生の松木さんの声を聞いていただければと思います。
続きまして、小阪に移住されている千葉さんに松木さんも含めて小阪
の棚田と暮らしっていうようなところなんかをお話ししてもらいま
す。その後、中西さんに。あと大浦先生の紹介にも係わるんですけれど
も、実際には紀美野町役場の職員でもありながら、和歌山大学の観光
学研究科博士後期課程の大学院生でもあるので、そういったところか
ら研究という部分からもと実務の部分からお話をいただくと。あとは
藤本君になるんですけど、彼も外山さんの事例に声で出てきましたけ
れども、生の声を今日はご紹介できればと思います。実は私のゼミの
ゼミ生です。そういう係わりもありまして、今日はパネラーをお願い
しております。では、早速ですけれども、大浦先生よろしくお願いいた
します。つなぐ間にちょっと資料の確認をしておきたいと思います。
この色川マップっていうのが藤本君の活動の中で出来てきているも
のなので、これ後ほど紹介していきます。あと、この色川未来アイデア
ブック2023。これは千葉さんのところで紹介いただけると思います
ので、その際にご覧ください。あとパワーポイントの4枚刷りの資料。
これは中西さんの資料になっておりますので、その時にご参照いただ
ければと思います。
【大浦氏】
はい。それでは改めまして、みなさんこんにちは。ありがとうございま
す。和歌山大学観光学部の大浦と申します。本日は、本当に遠い中、よ
うこそ和歌山県、そして那智勝浦町においでいただきました。私は観
光学部でもともとは森林林業あたりがですね。専門の観光なのに何
でって話があるかもしれませんけども、その辺が実は専門の研究者な
んですけれども、この和歌山に和歌山大学に来たことが縁となりまし
て、前回ですね。10年前です。ちょうど10年前になりますけども、第
19回の棚田サミット。有田川町で受け入れましたけども、その時にそ
の準備段階から学生と一緒に関わるようになりました。なので、今日
は那智勝浦なんですけども、ここにあらぎ島と沼の棚田という有田川
町の写真を掲げておりますのは、私のルーツを示しております。そこ
から棚田の保全活動というものに学生と共に関わるようになりまし
て以来ですね。和歌山県内の棚田地域のそういった色々な取り組みで
すとか、あるいは後でご紹介いたしますけども、中西さんと一緒に全
国のその棚田保全の今の現況やそこで取り組まれている中間支援機
能のようなことを一緒に調査したりというふうなことをしておりま
す。今日は、ちょっと最初に今回のこの分科会の解題という形で、どの
ような各それぞれの皆さんがどのような位置づけになっているか。そ
れから今、どういう背景があるかっていうふうなことを簡単にご紹介
したいと思います。こんな形で和歌山だけではありませんけども棚田

は90年代に再注目をされまして、特に景観面で再発見ということで、
こういった連絡協議会が設立されたり、それから、棚田百選という形
で顕彰事業が始められたりということで、その保全活動が開始されて
まいりました。和歌山でもこのあらぎ島が、棚田百選に選定されたり、
その色川でも2000年代の初めからそういう保全活動に取り組むなど
というふうなことで、全国と軌を一にして取り組まれてまいりまし
た。2010年代からは、先程申しましたように、和歌山で全国棚田サ
ミットを受け入れるということもございまして、この2013年の取り
組みに向けてさまざまな活動の活性化をいろいろと、県を中心に取り
組んでまいりました。そういう中でこの棚田サミットの後、2013年
2014年からは実は県版サミットという形で、全国棚田サミットを受
け入れたそのレガシーをよりこう横展開して和歌山県の中でも、その
棚田を振興し、棚田を保全するという機運をつくっていこうというふ
うなことで、5年間そういう県版サミットっていうふうな取り組みも
行ってまいりました。その県版サミットでは、やっぱり和歌山県内で
はありますけども、さまざまな棚田の地域が普段やっぱりなかなかお
会いする機会がないところを一緒に事例発表を聞いたり、あるいはそ
の懇談する中で、本当にいい意見交換になったという風なことで。5年
でちょっと一回終了した時には、もっと続けてほしいというようなそ
ういう声が沢山出たほどのそういう風な形でずっとやってまいりま
した。このことが、この棚田の取り組みがもう一回、ちょっと活性化し
てきたのが、皆さんも共通して恐らく取り組まれてきたかと思います
けども、この2019年に棚田地域振興法が議員立法という形で成立し
てきたという風なことで、また新たに棚田百選の次の取り組みを目指
して再起動されたという風なことかなという風に思っております。皆
さんにはもう自明のこととは思いますけども、この棚田地域振興法と
申しますのは、やっぱり棚田を国民共有の財産であり、宝であるとい
う風に法律の中で位置づけたという風なこと。それから棚田単体で顕
彰とかを行うのではなくて、棚田が存在する地域の振興を通じて棚田
の保全を図るというふうなことが明記されてきたことがやっぱり一
つ画期的であったかなというふうに思っております。あと、もう一つ
はこの国等の責務というようなところでこの棚田の保全というのは、
こうやって国の責務でもあると、国はこういうことをします、地方公
共団体と一緒にこういう風にやりますという風なことも入ったとい
うことも大きかったかなというふうに思います。もう1点は、こういう
指定棚田地域をまた指定して、そこでは活動計画を立てるという風に
なっておりますけども、この過程でちょっと取り組みがなかなか難し
いよとか、もっとアイデアが欲しいという場合には、こういった棚田
地域振興コンシェルジュのような形で人的な支援を行うということ
です。それから、人材の育成確保に必要な措置なんかも受けられると
いうことが入ったのも大きかったのかなと思います。こうした棚田地
域振興法の中でも、やはりその実現すべき目標として、この都市農村
交流を通じた関係人口の創出拡大による地域振興というのがメ
ニューに入っております。これは、まさにこれまでの棚田保全活動の
多くが棚田オーナー制とかこういう交流活動を取り入れて、何とか棚
田の価値を広く知ってもらって、支援してもらおうという取り組みを
行っていきたいということで。当初から、この関係人口っていうもの
は意識されてその言葉はなかったですけども、意識されて取り組まれ
てきたのではないかなと思います。この関係人口なんですけど、これ
本当に2016年ぐらいから使われるようになってきた新しい言葉であ
ります。それまでは交流人口って言っていたんですね。観光とかで行
き交う人を増やすことで地域の経済の規模を維持して人口減少の代
わりに。人口減少はなかなか解決できないので、その代わりにこの交
流人口を拡大しましょうという風なことをしてきましたけども、もう



ちょっとそれが踏み込んだ形で交流人口と定住人口の間みたいなも
のです。非常にざっくりとした定義で語られることが多いんですけど
も、やっぱりこの関係人口というのは、より足しげくその地域ある地
域に愛着を感じて、そこに通って、そしてその地域のためになること
を一緒に考えていくっていう、そういう特定の地域に継続的に関心を
持って係わっていくよそ者というこんな風な定義が一番ぴったりす
るのかなと思います。よく考えてみると、こういう関係人口に相当す
る方というのはこれまでも出てきていますし、単なるリピーターとは
また違ってリピートのその先というんですかね。もう少しこう地域に
かかわりたいというふうなことが期待されている。そんなような言葉
かなというふうに思います。その関係人口も色んなグラデーションが
あるよねということが最近指摘をされています。これもよく見る図か
と思いますけども、関わりの階段という風な形で、まず、ふるさと納税
みたいな形でものを買って応援しようみたいなようなところから入
り、こういう棚田に実際訪れて一緒に作業をして、そこに継続的に
オーナーになるとか、あるいは毎回作業に支援に訪れるとかっていう
段階に入っていくと。その後、やっぱりそれをもう自分のライフスタ
イルの中にちゃんとこう位置づけたいと。あるいは、そこでもっと自
分が貢献した働きたい。そういうとこで生きていきたいっていう風な
思いを持って、最終的には生活の拠点まで移して定住人口になってい
くこと。このようなことが期待をされているということです。そのた
めには、この階段を登ってもらう。その原動力になるものは、やっぱり
その地域の関わりしろっていうのが確か外山さんもさっき発表の中
で使っていたかと思うんですけども、地域の中で自分がどこに貢献で
きるか、自分がどこだったら関わっていけるのかっていう風なところ
を用意していく。意識的にそういうことも仕掛けていくことがより関
係人口を地域主体へ地域を再生する主体にしていくために非常に重
要だというふうなことが言われています。棚田の取り巻く状況を見て
みますと、これ2019年のデータなのでちょっと古いんですけども、8
割が認知しているけど、身近にいない人が約7割で、それから棚田保全
をするために何かしたいというのはやっぱり7割ぐらいいらっしゃい
ますけども、実際に訪れて何かしたいという人は1割弱っていうこと
で、多くの皆さんがこの棚田に触れるのこの辺に3割ぐらいがちょっ
と関心がないっていう方と、それから結構な方からですね。このあと、
もうあと一歩で関係人口になりますみたいなところにいらっしゃ
るっていう状況かと思います。逆に、この仕事に棚田に係わって、生活
の拠点まで移して、就農もっていう風な方はまだまだやっぱり少ない
です。大体１％とかそれぐらいの数になってしまっているっていうの
が現状かなと思います。もう1点重要なのが関係人口。先程から関係人
口を地域再生の主体にしていくということには、何かしらの取り組み
が必要だっていう話をさせていただきましたけども、それだけじゃな
くて、そのプロセスっていうのは、最初から完璧な関係人口って言う
んですかね。そういう外から来て地域を救ってくれるようなスーパー
マンってのはもちろんいない訳ですよね。最初、色々試行錯誤しなが
ら関わる中で、地域の中でいろんな経験を積んでいく。あるいは、色ん
な人間関係を作っていくという。そして、地域にもっと関わりたいと
いう風に成長していくということが一方で言われていますし、もう一
つ重要なのがそのプロセスで地域の中でも変わっていく。元々地域に
もう既に定住している人、あるいは地域でもちょっと近い地域ちょっ
と隣の町にいる人とか、そういう人たちもそういう関わりの中で、実
はその住民といえる人たちも、このちゃんと棚田に当事者性を持って
関わっていくっていう主体に例えばこうなるかもしれない。お互いに
影響を与えたり、与えあったりしながら地域の地域づくりの主体と
なっていくという考え方が非常に重要だっていう風なことも最近言

われてきています。そういう中で、一方で今日の外山さんの報告を本
当に私もとても印象深くて素晴らしい報告だったなと思うんですけ
ども、そういう関係人口をつくってきたという活動にもかかわらず、
その一方で、やっぱり実際に現場で作業を担う耕作者の減少というの
が非常に問題になっています。交流人口が増えても、関係人口も増え
てもです。実際に日常的にその場所に住んで耕作をしていく人が非常
に危機になっているということが言われています。これは先程色川の
話もございましたけれども、色川だけじゃなくて、全国で実は進んで
いっております。それに、コロナの世界的流行で交流事業がストップ
してしまったということで、大きく影響を受けた地域もあるやに聞い
ています。でも、その一方でこういう例えば近場の観光地というんで
すか。近場の地域の魅力が再発見されたり、あるいは、この生き方を見
直す機運になったりということで、こういう農的関係人口に対して関
心を寄せる層が少し増えるとかそういうある意味ポジティブなんで
す。私たちにとってポジティブな変化も生まれているという状況にあ
ります。それからもう一つ。これも世界的な動きでありますけども、家
族農業ですとか、そういう小規模な農業に対する注目が非常に集まっ
ている。今、実はその家族農業の10年という期間にあるわけなんです
けども、世界的にもそういう非常に工業的な形での農業に頼っている
とやっぱり持続可能性がないということで、世界の農業を支えている
のは、大部分が実は小規模な農家なんだと。家族経営的な農業なんだ
ということで、そういった小規模な農業、ある意味自給的な農業も含
めてですけども、それを支えていこうと地域コミュニティーを支えて
いく農業を支えていこうという動きも機運も国際的な潮流となって
おります。先程の本当はちょっと急遽追加したスライドなんですけれ
ども、外山さんの報告で本当にそもそも何の為に棚田を保全するの
かって、非常にシンプルだけども強い問いが私達にも突き付けられた
なという風に思ったんです。私、この棚田保全の話をする際にたまに
使うこのスライドなんですけども、宇根豊さんという方がこの農の思
想って言うんですかね。百姓という言葉を好んで使われるんですけど
も、そういうところから農を見直すって言うんですかね。農の価値を
見直すっていうところで色々なエッセイを書いておられます。その中
で書かれていたのが棚田保全というのは、農の価値百姓仕事の価値の
深さに気づき、それをいかにして存続させようかという取り組みであ
るべきであるという風なそういうことが書かれている訳なんです。な
ので、結構その棚田保全も機能で語られること、それから景観の美し
さで語られることが多いです。それはそれで確かに重要な点かと思う
んですけども、もう一つが私達の中での食自然への関わり方。非常に
本質的に深い問いが含まれているのではないかと思うわけです。この
自給についても外山さんもおっしゃいましたけども、この農の暮らし
自給の再評価です。食料自給率を上げるということは出来ても、それ
はイコールの農業の自給というものの再生にはならない訳です。もし
食料の自給ってことだけ考えると、やっぱり多くのものが失われてし
まうのではないかっていうのが先程の宇根さんの思想にあります。
やっぱり農業という農という営みはその食料だけでなくその仕事の
価値とか、あるいはそれを取り巻く会話の記憶、愛情の記憶、それから
その思い出とかこういったようなものも生み出しているんだと。これ
が失われてしまうということ。自然に対するさまざまな私達の感情だ
とか、何によって我々は生きているかとか、そういう風なものも失わ
れてしまうのではないかという危機感です。例えば、この自給の見直
しの意味っていうところでささやかな田畑を守るということ。それは
経済的には見合わないということが分かっていても、それをすること
が家族や村の暮らしをこれ以上外部の経済に依存させないという気
概の表れであるとか、その自然との付き合いを土台とする百姓仕事に



こそ、お金になる生産性というんです。これでみんな疲弊しているわ
けですけども、そこを越えていくような希望を見出した人たちの生き
方の表れという風なこともおっしゃっています。つまり、この農業の
あり方を問い直す。それから農の価値を問い直すというこの2つのこ
とがこの自給を見直すっていうことに深く刻まれているんです。それ
が本質的なところで関わっているということなのではないかという
ことなんです。それに対して色川の実践事例発表でもありましたよう
に、共感から遠方だけども支援する。遠方からだけども通ってくるん
ですね。そういう形で色川と関わり続けている人たちもいるって。こ
の点も非常に重要なことなのではないかなと。もちろん経済も大事な
んですけども、こういった点も本当に大事なことかなと思っていま
す。今日の第1分科会の皆さんの見取り図っていうことでちょっと示
してみましたけども、まずは、和歌山の棚田保全の中でもかなり初期
の段階から非常に御熱心に進められてきた棚田での農業。それは、こ
の色川の地域の山村文化の象徴でもありますし、それから交流拠点と
して関係人口の入り口としても非常に機能してきましたし、アイデア
がいろいろ発想される場。それから米作り体験農業のような形で、そ
の地域に入ってきた若い人達がそこで米作りを学んで、その中で人間
関係も作って、そして自立していくという、そういう場にもなってき
たと。だけど、一方で非常に常に存続の危機にあるというふうなお話
がありましたけども、それを松木繁明さんにもう一度この場でご自身
の言葉で色々と今の思いを共有できればと思います。それから続きま
して、千葉智史さんは、この色川にお住まいになって、もう10年くらい
とお聞きしていますけども、その移住してきた千葉さんのお立場か
ら、この小阪の暮らしと棚田の意味価値についてのお話。それから皆
様のお手元にもあると思うんですけれども、色川の未来アイデアブッ
クという色川の今と過去と現在と未来が非常にうまく表現された小
冊子があるんですけども、これも先程の棚田振興法から協議会を作っ
てという形で今後の棚田を考える中で出てきた産物だそうです。村の
中で行ったワークショップなどの経験からその思いについても語っ
ていただけるんじゃないかなと思います。次の中西さんは、紀美野町
の役場職員でありながら、その役場から和歌山大学の大学院の方に社
会人短期履修生として派遣されたことをきっかけにずっと棚田保全
の組織的な観点からの研究を進めてもらっています。その中西さんと
県庁のご支援をいただきまして、全国的な棚田保全活動の現況ですと
か、その中でのいろいろな担い手の創出というふうなところについて
調査を3年間ぐらい続けてきております。その成果から、ここ以外の地
域の事例を御紹介いただければと思っています。最後、藤本さんは、和
歌山大学の観光学部のOBなんですけども、学生から関係人口として
育ってきたんで、その階段を登っている最中の学生であります。その
ことからそのプロセスについて、だから今でも地域に関わり続けてい
るということを。後は、恐らく若者が本当にこういった地域に入って
暮らせる条件みたいなことも、恐らく何か経験からお話ができるん
じゃないかなと思いますので、その辺のお話をいただければというふ
うに思います。今回の分科会は、非常に色川の事例を中心にしてお話
することになります。恐らく共通する悩みとか課題とかも多くの地域
の方がお持ちだと思います。それについて色んな知見を積んでこられ
た方がこの場に集まっているんじゃないかなとも思うわけです。です
ので、後の議論の場面では、是非皆様からその色川地区に対してのそ
ういう経験の共有ですとかアドバイスですとかそういったようなも
のもいただければ幸いです。はい以上で私の報告を終わります。あり
がとうございます。
【八島氏】
はいありがとうございます。それではですね。この後、松木さん、千葉

さん、中西さんの順番で大体15分ぐらいずつでいろいろお話をしてい
ただきます。その後大体3時半ぐらいめどでちょっと超えるかなと思
うんですけれども、10分休憩させていただきまして、その10分休憩後
に20分ぐらい皆さんと議論ができたらなと思っておりますので、休み
時間に色々質問とか考えていただければありがたいかと思っており
ます。後半の1時間ぐらいの間で藤本君の関係人口としての実践みた
いなところを私も指導教員ですし、千葉さんが世話役なんですけれど
も、そういったところから振り返りをやって今どんな感じで関係人口
が彼の活動が進んできたのかをちょっと御紹介できればと思ってお
ります。はい早速ですけれども、では、松木さんから、もうその場で行
かれますかね。千葉さんが色々スライドを準備していただいているの
で、それもちょっと確認しながら松木さんのお話していただければと
思うんですけれども、準備の間に松木さんから実際、棚田を管理され
てきて、これまでの経緯とか御苦労されている点をちょっとお話しい
ただければと思うんですけれども、よろしくお願いいたします。
【松木氏】
小阪の棚田を守ろう会は、去年までは僕会長でやっていたんですけ
ど、もう年齢も年齢なんで、一応今年から峯茂喜さんに会長を任せて、
僕が一応農場長としてどれだけ頑張れるか分からんですけども続け
ていきたいなとは思っているんですけども。まあ、いつまでようやる
かなという。そればかり思っているんですけどね。もうだんだん頭も
禿げてしまって、もう寂しいやってきたんですけどね。棚田を守ろう
会っていうのも初めてのきっかけは、Iターンの大野区で住んでいる
んですけど、原和男さんていう人が代表で若い子を集めてね。荒らし
ている田んぼ草だらけの田んぼをね。草刈りして綺麗にあらけて、ま
た田んぼを作れるようにしてやったんですよ。それで僕はその傍で自
分の田んぼやっとったんですけども、なかなか若い子は集まってよう
やるなと思って、原さん偉いなと思ったんですよ。それで僕も横の田
んぼでやっているんで、ちょっとでも一緒にやろうかいなということ
でやり始めて、それでその時はまだ棚田を守ろう会にはなってなかっ
たんですけども、そしてまたそれからやり出している間に名前をたま
たま守ろう会と付けて、そして、やっぱりその Iターンで来た人に一緒
に何て言うんかな。田んぼのやり方って言うかそういう。こういう風
にするんやでとかいうことをね。教えてくれんかと言われてね。ほい
で一緒にやろうかっていうことで始めたんですけどね。ところがなか
なかね。その最初のうちは、やっぱりやり始めて20人も30人も来てい
たんですけどね。ほいでわいわい言うて、それが僕も楽しみやってい
んけどね。だんだんだんだん年数経つたんびにもうやっぱり Iターン
の人がほとんどだったんですけどね。もうやっぱり色川地区へ住んで
やっぱり我がの生活ってありますんで、まあさっきの外山麻子さんや
ないけども、やっぱり自分が自分らの生活というようなあるんで、
そっちの方でばっかりいっていて、だんだんだんだん棚田守ろう会の
作業をする人がだんだん減ってしもてね。ホンマに。もう15，6年にな
るんですけどね。守ろう会をやりだしてね。そしてまあ棚田作業場っ
て言うんかな。会合とか、そういうのもね。僕はそういうつもり建った
んやないけども。機械作業の機械を入れるっていうことで小屋を建っ
たんですよ。機械入れる小屋としてね。それがね。今、もうそういう会
合とか今回、そのサミットとかいう時に、そこで何かをこさえて。まあ
明日もあるんですけどね。餅つきとか色々やることがあって、それが
もう年に4回あるんですよ。棚田の。そのイベントって言うんかね。最
初田植えしてそうして草取りして稲刈りして。それでそういうしめ縄
作りとかね。ほいで、餅つきとか、そういうのを毎年4回やっているん
ですよ。ほいで結構集まってきているんですけどね。それもそれでい
つまで続けるかなっていうとこなんやけども、それで田んぼ自体4反



40アールで大方80枚あるんですよ。枚数が。狭いんですよ。それがね。
それで機械おおたりするのも大変やし、ほいでやっぱり水が一番大変
なんですよ。雨降った時はどんどん流れ落ちるんですけどね。僕直接
家から見えるんでね。雨降った時にはね。いっぱい流れてね。棚田大丈
夫かなと思う時、いくらでもあるんですよ。ところが、雨の少ない時は
もうほんまに毎日ぐらい田んぼへ見に行かな。どっかこっか漏れてい
るとこもあるっていうことはあるしね。大方毎日行っているんです
よ。ほいで今もう小阪区で住んでいる僕農業長と守ろう会長の峯茂喜
さんとほいで橋爪くんっていうんですけど、その人も奈良の方で居た
んですけど、小阪で昔、その小阪で鉱山あったんですよ。ほいでその鉱
山へおやっさんらが鉱山に勤めよったんで、その橋爪くんっていうの
もそこで育ってきたんだけど、小阪の方でおったんですよ。それで鉱
山が閉鎖になって奈良の方へ移ったんですけどね。それで、たまたま
その小阪で前におったんやから、また小阪に住みたいなていういうこ
とで。ほいで僕の家の隣にあるんですけど、そこへ住んでもらってほ
いで棚田を一緒に今守ってくれているんですけどね。居てくれるんで
ね。うれしいんですよ。大体僕ももう70過ぎたんだけども、同じような
年齢やもんでそういう人もね。まあ、先に奈良の方へ行くんやない
かって思っいてるんですけどね。まあ、いつまでこれ続けていくかっ
ていうのが一番問題なんや。殆どこの3人、麻子さんのも映っていたと
思うんですけども、ほとんど3人が主になって言うんかな。そやもんで
こんだけ続けてかなと思うんですけども、丁度僕の目の前やし、一番
気になるんですけどね。それで僕は僕で個人で、また田んぼも、別に
やっているんですけどね。それもまあ2反近くやっていたんですけど
も、もうだんだんだんだん減らしてもう1反去年ぐらい1反になって、
来年はもう何畝減らしていかなと思っているんですけどね。うん。ど
れがもう一番これから続けてくっちゅうのが一番大変やなと思うん
ですけどね。うん。それでこういう若い人に来てもろて。藤本君みたい
な。いつも作業のときも来てくれるしね。これからどれだけやってい
くかなっていうのが一番心配なんですけどね。
【八島氏】
はい。ありがとうございます。松木さんのところにですね。我々も実は
打ち合わせでお邪魔していて、その小屋っていうのがすごいいい小屋
というか、そこで皆さんバーベキューされていたんです。明日見学に
行かれる方は是非そこで餅つきとかもされるんで見てほしいんです
けれども、そこに棚田の歴史をちゃんとパネルで貼ってあるんですよ
ね。ああいうのが結構演出というか、外から行った時にはすごいいい
なと思っているんですけども、そういう中でいろいろ話している中で
出てきたのは、たしかあれですよね。本音としては弟子が欲しいって
言うんですよね。
【松木氏】
本当にね。まぁ何て言うんかな。もう小阪へ住んでもらって、もう1年
間棚田に関わってもらって、ほいで出来ることを僕は教えたいなと
思っているんですけどね。最初から畦そりからね。色々機械を使うこ
とも。そしてね。機械もその急なとこなんでね。今までも何回かこう僕
もちょっとひっくり返したこともあるしね。堀もあるんですよ。明日
行ってみたらわかるんですけどね。堀に落としたった人もおるんです
よ。ただ、怪我した人ないんでね。あれなんですけどね。そこが僕はね。
やってくれるのはありがたい。僕は慣れとっても恐ろしいっていう時
あるんですよ。結構ね。ああいう田んぼで作業中に怪我とかああいう
人も結構農協とか、そういう人聞いたことあるんですけどね。結構怪
我する人もあるらしいんですよ。そういうもんでね。それが僕はやっ
てもらうと思うんで、それついとかなあかんと思うんやけどね。見よ
らな。うん。怪我でもされたらね。ありがたいもんやけど、どうしても

こう坂で降りる場合とか、隣の田んぼへ入る時にギア入れ替えるで
しょう。車でもそうやけど、この坂やもんでね。そのニュートラルにな
るでしょう。その時にガーっとくることあるんですよ。そういうこと
があるもんでね。何回も今までもええっていう恐ろしいなと思ったこ
とは何回も僕もあるんですけどね。今まで怪我したいとはないんで、
あれなんですけどね。
【八島氏】
はい。ありがとうございます。何かこういう話をしていた時に、私が管
理会計っていうのが企業で製造業の方の専門なんですよね。なんでそ
ういう手伝ってもらうメニューみたいなやつをちょっと作業分解し
てって、ここだったら関係人口の人ができるとか、ここだったらやっ
ぱ技術のある人ができるみたいにちょっと分けていったら面白い
なって思っているんですけれども、そんなやつをマニュアルじゃない
んですけど、作っていくのに是非皆さんにもご協力いただけたらそう
いうモデルみたいになったらいいなと思っていますので。はい。今後
そういうね、弟子が来た時のプログラム作りなんかできたらいいなと
いうことで、この前は私はお酒飲まなかったんですけれども、松木さ
んお酒いっぱい飲まれて楽しく会話してきたので、明日は多分飲まれ
るのですかね。はい皆さんもお楽しみに今晩から行かれるとは思う人
もいると思いますんで、よろしくお願いします。
【松木氏】
明日はまぁ来てもらって、ずっと棚田を上がってもらって、ずーっと
上のこう行ってほいで、また降りてきててっていう感じなんですけ
ど、急やもんでね。明日来られる人はその僕ら傍でおるんですけど、あ
の道がちょっと急なとこ狭いしね。それだけもちょっと気をつけてほ
しいなと。まあ、明日のことなんですけどね。来られる人はそれをよろ
しくお願いしますね。
【八島氏】
はいありがとうございます。それじゃそういう棚田のある暮らしを I
ターンで、移住された千葉さんからご紹介いただけたらなと思います
ので。松木さん。また何か千葉さんの話の中で、ちょっとツッコミが
あったら面白い部分はぜひお願いします。
【千葉氏】
はいじゃあ変わりましてお話しさせていただきます。らくだ舎代表、
千葉智史と言います。なぜ僕がここに立っているかっていうのをまず
ご説明しなきゃと思うんですけど、棚田を守ろう会の一人のメンバー
として一応活動しています。プラス松木さんと同じ小阪区に住んでい
ます。後ほどご説明しますが、この冊子は色川棚田地域振興協議会と
いう会が立ち上がったんですけれども、その会の地域事務局を勝手に
無償でやっております。はいというあたりでこちらに選んでいただい
たのかなと思います。正直、僕より素晴らしい活動をしている人たく
さんいますし、色川に限らずですね。僕が話すことあんまないのかな
と思いますし、さらに言うとここでお話しすると何か自分がすごいっ
て自分で自分を褒めているような感じになるんですけど、それは
ちょっとご容赦いただきたいなと思いつつ、決して自分で自分をすご
いとは思っていませんということだけ先に伝えたいなと思います。見
ていただいいている写真が小阪の棚田です。これ上から見た景色です
ね。先ほど写していたのが、これ下から見た景色です。さきほど松木さ
んから弟子が欲しいという話で、皆さんの頭の中になぜ千葉が弟子に
ならないのかって思っている方もいらっしゃると思うんですけれど
も、見ての通りですね。僕は体が弱くてですね。きつい農作業に適応で
きないというのがありまして、僕ができることをできる限り、頑張り
たいということで事務局みたいなことをやっているわけなんですけ
ど、正直人手が足りていないっていうのももちろんですけど、それは



やっぱり耕作している人だけではなくて、先程基調講演でもありまし
たけれども、その事務局的な立場みたいなところもとても足りてない
と思っているんですね。かつ、そこが足りてないにもかかわらず、何で
充足していかないのかっていうとやっぱり地味だし、日が当たりづら
いし、もっと言うと何をやっているか分からない。しかも、うまくいっ
ているとうまくいってればいっているほどそれが見えなくなるので、
その活動が評価されづらいっていうのが、そこが進まない大きい点と
してあるのかなと思うんですけれども。なので、僕の個人的なこの棚
田サミットの野望はですね。事務局を有償化していくっていうのを色
川でちょっと実現したいなと思って、ここでお話をしています。少し
だけ自己紹介しますともうじき40になるんですが、北海道で生まれて
大学から東京に出て行きまして、計12年ぐらい東京に行ったんですけ
ど、そこから色川に来て今もうじき10年になります。こちらに来た
きっかけは、地域おこし協力隊に呼んでいただいたというか、入らせ
てもらったことがきっかけなんですけど、ちょっとその辺は話してい
ると長くなるので割愛しますが、この協力隊のときに結構とっぷりと
色川の地区を知っていくというか、いろんな方と関係性を持たせてい
ただいた期間ていうのがあって、それが間違いなく、その今やってい
る事務局のこととか、いろんな方との関係性に繋がっていると思って
います。10年じゃむしろ足りないぐらいだなと思っているんですけ
ど、やっぱり時間をかけて関係性を構築していくってことが何より大
事でそこを何か残したまま、さっきね事務局の有償化とか言っていま
すけど、そこだけが走り過ぎてももしかすると仕組みだけ整って中が
回っていかないみたいなことにもなるのかなと思うんですけど。それ
はさておき、この経験から今も色川で住まわせてもらっています。何
して暮らしていんのってことが疑問に思われるかなと思うんですけ
ど、元々東京で編集とかライティングの仕事をしていたので、それが
一つ大きい仕事になっています。いわゆる外貨を稼いで中で回してい
く。プラスその中で回していくことに何をしているかっていうと、喫
茶店を週3日やっているのと、そこに本屋さんもちょっと入れていま
して、個人的にちょっと文化が続いてくためには本屋って必須だなと
思ってやっているんですが、その辺りを地域の人と外の人と不特定多
数の人が出会えるような場所があるといいのかなと思って運営を続
けています。それがあのらくだ舎という名前です。ちなみにらくだ舎
の名前の由来は、僕の顔がラクダに似ているからという非常にシンプ
ルな理由です。本当です。プラス先程の守ろう会のメンバーとか季節
労働とちょっと僕は言ってしまっているんですけれども、地域にはい
ろんな仕事がお金にいなるものもならないものもあるので、その辺を
少しお手伝いさせてもらったりとか、事務局をやったりとか、いろん
なことを掛け合わせながらなんとか暮らしているという感じです。こ
れがあの小阪の区の写真なんですけど、小阪区は色川の中でも比較的
地域行事が残っている地域で、そこにあの個人的にすごい魅力を感じ
ているんですけれども、そのずっとやってきたことが引き続き残って
いるっていうのは、新参者にとってはとても新鮮に感じましたし、そ
こでこう住んでいる方と交流できるっていうのは何より得難い経験
だったかなと思います。ただこれ何年前、5年前ぐらいの写真だと思う
んですけど、この時から比べても繁明さん。何人が半分はいってない
か3分の2ぐらいですかね。
【松木氏】
そうやね。半分もいってないかな。今年もあれやっていんけども、殆ど
はそう半分も行ってないな。少ないね。
【千葉氏】
ぐらいの人数になってしまっていて、10年僕の短い10年の間だけで
もかなり亡くなられてしまったりとか、施設に入られてしまったりと

いうことが続いています。なんで、本当に午前中の話でもありました
とおり、人は確実に減っていて、それをどう継いでいくのかっていう
のをまさに突きつけられている課題だなと思いつつ、個人的には何と
か続いてほしいなと思って日々暮らしています。はい色んな行事があ
ります。和歌山と言えば、餅をほるということらしいので、これも入れ
ておきました。藤本君もそうなんですけど、学生に来てもらった時は
大体こうみんなで食事会をして、この時はちょっと防災のことをやっ
てもらおうと、簡易担架を作ってもらって実演したりとかっていうこ
ともやっていたりして、この辺の何か事務局みたいなことを僕がやっ
ています。色川の特色でよく言われるのが、その移住者が多いってい
う話をよく言われて内心僕はすごい居心地が悪くて、やっぱりこう何
が言いたいかっていうと、それを受け入れてくれている人たちがいる
から、移住者はいるわけなんですよね。なんで、そこがセットになって
褒められるっていうのはすごいありがたいんですけれども、何かその
移住者が多い地域ですねっていうことだけ言われると、すごい居心地
が悪くなるなと思っていて、特色としてはその地域住民と移住者が一
緒になって地域づくりを進めているってことかなと思っています。午
前中の外山さんの話でもありましたが、移住者受け入れの歴史が長い
んですよね。45年ぐらいになるんですけど、やっぱその時も2年ぐら
いかかって、その地元の方と最初に移住してきたグループの方がやり
とりを重ねたと、地元の方もその人達が住んでいた東京に行ったし、
その東京にいる人たちも何度も色川に通ってコミュニケーションを
取ったから、最初が始まったっていう歴史があるんですけど、その何
か細かいところが抜け落ちてしまうと、ちょっとこう説明が不十分か
なと思ったんで、そこは付け加えたいなと思っていて、その2つが両輪
であることが何より重要なのかな。それを特色というのが分からない
んですけども話が出てこなかったんで、ちょっとだけ補足すると色川
の中で牛を飼ってる方がいて、きょう午前中話されていた外山さんも
そうなんですけれども、牛を使って牛耕をちょっと続けるって書いて
しまっているんですけど、これは間違いで牛耕を試みようとしている
方がいます。それは昔やっていたことを何とか元に戻したいという
か、自分達でもやりたいっていうことでトライされている方がいて、
できるだけこう昔ながらの暮らしを何とか風景だけでなく、技術とか
暮らし方を残していけたらいいよねっていう方が多い山里かなと思
います。上下水道は通ってないので、上水道は山の水。下水道は汲み取
りという生活です。上水道に関しては松木さんから幾らでも苦労話が
出てくると思うので、水道係をやってくださっているので、また後で
聞いていただけたらと思います。これは交流のこう色んな人が来てく
れていますねっていう写真です。よくなぜ色川に行ったんですかって
いう話を聞かれるので、自分なりにちょっと考えてみて、どうしても
堅苦しい言葉になってしまうんですけど、やっぱりこう紀南って凄い
どこの都会からも離れているってことが一番大きいと思うんですけ
ど、隣町の新宮とかも含めてチェーン店とか少ないんですよね。地元
のお店とかも多いっていうところは、その都市的生活に対するそうな
らなければならないっていう同調圧力が比較的低いのかなと思いま
す。特に山の中は。常々考えているんですけど、やっぱ何か僕たちって
言うか日本とか世界とかそういうレベルだと思うんですけど、ちょっ
とずつ価値観を変えていかなきゃいけないんだろうなと思っている
んですよね。その人口も減っているし、色んな状況が変わっている中
で、僕らが考えなきゃいけないのは、今までの価値観ではいけないっ
てことなのかなと思っていて、何かそういうことを考えたり、実践す
る場としてはやっぱり山の中とか都市から離れてるいうのはとても
いい環境かなと思うので、そんなこと考えたいなっていう人はいた
ら、恐らくもう皆さん、それぞれのふるさとを持っていらっしゃると



思います。是非色川に遊びに来てください。色川といえばということ
でいうと、お茶という方も一定数いらっしゃるので、ゴールデン
ウィークなんかは茶刈りの風景が結構見られる地域です。はい。
ちょっとらくだ舎の話はもういいです。何か色んなことやっています
と興味ある方いたら、後で声を掛けてください。はい。こんな外観で
す。中は喫茶店になっていて本が今800冊ぐらいかな。新刊の本を置
いています。あんま売れないんですけど、何とか続けたいなと思って
います。ときたま出店なんかもしています。地域の産品も売っている
ので、今日体育文化会館で産品を販売していたりしているのもらくだ
舎から持っていたものなんですが、地域のものを地域の中の人とか、
外の人とかに知ってもらう機会としても運営をしています。はい。編
集という意味では、色んな仕事をしていて、色川のものを外部の人に
届けるためにおいしい手紙っていうのをやっていたり、幾つか雑誌と
かウェブページとかに文章を書かせてもらったり。お茶のパッケージ
のデザインをさせてもらっていたり、これは最近、あの大学の先生と
一緒に3地域の地域特性を一つにまとめたというか、色んな地域を比
較することで見えてくることがあるのかなっていうので、作った冊子
とか自分達で今年1冊本を出したんですけど、本を作ったりなどをし
ています。季節労働と先程言ったのは色んな仕事があるよと。その中
でも一番大変なのは多分草刈りで、草刈りの大変さは僕がちょっと言
えないんですけど、これも松木さんに聞いてください。小阪の殆どの
ところを松木さんが草刈りしていますっていう内側の労働があって
区は成り立っています。すいません。時間があれなんですけど、棚田の
アイデアブックの話を少しして終わろうと思います。これ、先程申し
上げた会で作った体なんですけど、殆ど僕がやりました。ワーク
ショップの企画計4回地域の中でワークショップをやったんですけれ
ども、それが1ページ目に書いてあるんですが、このワークショップの
企画とか、その運営とか含めて僕がやりつつ、この冊子の編集自体は
奥さんが編集一緒にやっているのでやってもらって、デザイナーさん
だけちょっと外の人にお願いしてやってもらっているんですが、これ
で何がやりたかったかっていうと、地域の議論ていうのが色川の中で
も共有されていてないっていう印象があって45年、移住者を受け入れ
てきた中で、色んな人が色んなことやってきたんですけど、それが見
えるようになってないので、同じことをチャレンジして同じように失
敗するみたいなことは僕が見ているだけでも複数例起こっているっ
ていうのがあったんですよね。なので、少なくとも現状を見えるよう
にするっていうのは一番大事かなと思ってこのワークショップを始
めました。プラスじゃ皆さんがこれからどうしていきたいのかってい
うことが分からないと、その色んな法律ができて補助金が下りてき
て、何かやってくださいとかってなるんですけど、結局そのお金あり
きで何か始まって、何の成果も残さずに消えていくみたいなお金の使
われ方をずっとしてきたなという印象があるので、少なくともやって
きたことがどうだったのかっていう検証と議論があった上で、その次
の施策っていうのが行われるべきかなっていうので、一旦これを作ら
せてもらったと。これは本当にスタートで、ここから議論が積み上
がっていくといいなと思っていて、例えばその2ページ目に年表を
載っているんですけど、やっぱりこれを配ると色んな声が聞こえてく
るんですよ。この年表と違うとか、ここはちょっとニュアンスおかし
いとかっていう話が出てくるのがちょっと嫌だなって思う部分もあ
るんですけど、ありがたいなと思っていて、そこで今新しくやっぱり
地域の年表必要だよねっていう動きが今始まっていたりとか、この冊
子をまあ一つの土台にしながら何かを始めてみようみたいな人も少
し現れたりしているので、何にせよ、こう一つ纏まったものがある。し
かも、それが過去をきちんと整理して、今をちゃんと見た上で次どう

していくのかっていうことがわかるっていうことは、まあまあいいも
のができたのかなと手前味噌ながら思いましたし、周りの方が褒めて
くださるので、せっかくなので、ここで配ろうと思って皆さんに配っ
た次第です。恐らくこういうことをやってらっしゃる団体さんもたく
さんあると思いますし、もう既に完了しているってところもあると思
うんですけど、何かこの次のステップとしてはこういうものが色川だ
けじゃなくて、いろんな地域間で共有されたりとか、そこ参考になる
よねみたいなことが起こって1段飛ばして話が進んでいくみたいなこ
とっていうのは起こり得ることですし、大浦先生がおっしゃってた和
歌山版棚田サミットとかの意義かなと思うので、正直、そのセレモ
ニー的なとこはどうでもよくて、そういうそのソフトの部分を実際に
頑張っている人たちが共有し合い励まし合うみたいなことがもう
ちょっとできればいいなと思うし、そこに事務局として何とかちょっ
とでも関われたらなと思って日々生活をしております。僕からは以上
です。
【八島氏】
ありがとうございます。とても松木さんと千葉さんとこう何かリアル
な状況が浮かぶような話だったかと思うんですけれども、やっぱりあ
の研究している立場からいってもですね。やっぱりこういう土台が
あって、いろんな方たちの努力がその上に乗っかって、それで発展し
ていくっていう風に研究も考えるんですね。それで先行研究レビュー
みたいなことを必ずするんですね。そうしないと私たちは今、何の上
に何か新しい価値を付け加えようとしているかっていうのが目に見
えないよねってなるので、やっぱり発展するとか持続可能とかってい
うのは、やっぱりこれまでのことと過去のことをしっかり整理して、
今から何をやろうかっていうビジョンを作って、そこから何か足りな
いものはみたいに考えるのが一応セオリーとしてはあります。はいあ
りがとうございます。では、そういった研究の立場から中西さんに実
際に紀美野町では棚田の業務もされているので、実務と研究と両方さ
れているっていう珍しいパターンなので、是非皆さん楽しみに聞いて
いただければと思います。中西さんの話が終わりましたら、10分休憩
を取りたいと思いますので、もうトイレ行きたいっていう人は遠慮な
く抜けていただいて大丈夫ですので。よろしいでしょうか。はい。では
よろしくお願いします。
【中西氏】
はい皆さんこんにちは。私は和歌山県の紀美野町役場まちづくり課と
いうところで職員をしている中西といいます。目の前に直属の上司が
座っておりまして。ちょっと緊張しています。はい。それではですね。
私からの発表は、先程八島先生からもお話しにあったとおり、実務の
方と調査の2種類の話をしていきたいと思います。ただ、ちょっと時間
の都合上、私の実務の紀美野町の棚田での仕事の方はちょっと短めに
作っておりますので、前に青い法被を着た二人がいますので、詳しく
聞きたい場合はそちらのお二人をつついてください。はい。よろしく
お願いします。では、本日の内容は先ほどからもお話ししております
とおり、当町の活動のご紹介と調査の内容の2つとなっています。ちな
みに、こちらの写真は一応私職員ですので、観光の紹介もしておきた
いと思いますが、もうちょっとそろそろピークも過ぎましたが、有田
川町っていうところと当町の紀美野町にまたがる生石高原というと
ころが近畿でも有名なすすきの高原になっています。よろしかった
ら、また遊びに来てください。はい。それでは当町の棚田の紹介に参り
たいと思います。まず、和歌山県の紀美野町というところがどこにあ
るかっていうことなんですけども、本日皆さんがいらっしゃるのはこ
のちょっと小さいですが、和歌山県の地図の下の方にあります那智勝
浦町なんですが、私の住む紀美野町はもうかなり北部の方で、和歌山



市や海南市に隣接しています。周囲は市に囲まれていて、唯一町でと
ても中山間地域で急峻な山地になっています。大阪市内からは約1時
間半程度なので、車で走ってきて、日帰りで遊びに帰っていったりす
るっていうような方々も多数いらっしゃいます。その中で先ほど紹介
しました。写真にありました。生石高原の麓で中田の棚田っていうと
ころで活動をしています。農地の全体の面積は約9ヘクタールで、その
うち約4分の3が耕作放棄地と言ってもいい状況でした。現在は畑と
田んぼとあと草刈りで約5ヘクタール管理しています。それを管理し
ているのが、2020年に組織されました小川地域棚田振興協議会とい
う組織です。実はこの組織は、棚田地域の例えば耕作者とか地権者の
方々が集まって出来てきた従来の組織とちょっと異なりまして、棚田
地域外の方々が主体となって組織された全国的に見ても珍しい組織
なんじゃないかと思っています。次に棚田が人を繋げる。棚田が時を
繋ぐという活動ビジョンを設けており、活動を通して様々な人が棚田
に集まることによってイノベーションが起き、次世代に引き継いでい
こうという意味を持っています。まず、本当に短いざっとの内容なん
ですが、この4年間の活動の状況は枠内の通りです。2020年に地域お
こし協力隊の2名が来てくれました。この二人が来てくれたことに
よって、先ほどお話にもありました事務局的な業務を多数引き受けて
くれたおかげで、活動のベースが整えられていった状況です。そして、
翌年には棚田サポーターズというのを結成しています。これは登録制
ボランティアです。現在では約100名の方が登録してくれています。
そして、2022年からは一般の方も参加できる田植えのイベントを開
始しました。その時には約3000平米で約1トンのお米を収穫できま
した。お米は全て無農薬無施肥の自然栽培で育てています。今年は大
体4000平米ぐらいで約900キロが取れました。あと、収量としては多
くないという判断になるかと思うんですが、単価としては1キロ
1,000円で販売いたしますので、その辺はその自然栽培とか棚田とか
いうそういう付加価値がそこに乗ってくるということになります。昨
年はちなみに約1トンあったんですけど、全て完売しました。2023年
には色々活動も拡大してきたところで、よりもっとフォーカスして活
動していかないとあっちこっち行ってしまうということで、計画的な
再水田化と人材の確保を目標に、3年間の計画を策定しました。他にも
和歌山大学観光学部のローカルパートナーシップを受け入れたり、小
中学校の体験活動とかイベントなどを随時実施しています。こちらが
再度を復元させた水田棚田とあとは田植えのイベント。それから稲刈
りの様子です。棚田でキャンプ。それからキャンプの下は収穫祭を行
ないます。あと、残りの4枚は棚サポさんとの活動の様子なんですが、
草刈機の使い方を1から教えて戦力になっていただいたり、農業機械
の乗り方なんかも一緒に教えて動かしてもらったり、そういうことを
しています。はい。ではちょっとすごく短いんですが、紀美野町の中田
の棚田の活動の状況というのは、これ終わります。はい、それでは話題
を一転しまして、次は全国調査の結果の一部をご報告し、未来に向け
たお話ができればと思っています。ここにお集まりの皆さんは、もう
とても強く実感されていると思いますが、棚田地域、つまり中山間地
域での農業の継続というのは非常に厳しい状況にあります。そこで、
全国さまざまに都市農村交流の活動が行われてからの参加者を募る
ということが実施されています。しかし、こうした全国的な動向って
いうのは、今まであんまり調査されたことがなくて、現状を把握する
ためにも調査を実施しました。恐らくここにいらっしゃる方に、とて
も枚数の多いアンケート調査に答えていただいた方もいらっしゃる
かと思います。ちょっと上からでございますが、その時はありがとう
ございました。感謝をお伝えいたします。アンケート調査自体はこの
画像にもありますとおり、ＮＰＯ法人棚田ネットワークさんが発行さ

れた全国棚田ガイドという本に載っています。２１２人を対象に行い
ました。ありがたいことに１５０の行政や団体さんから回答いただい
て、そのうち７９の団体では都市農村交流活動を行っているというこ
とがわかりました。大体半分ですので、私個人的な所感としては、もう
ちょっと知っているところが多いのかなと思っていたんですけども、
回答してくれたところでは、半分半分だったっていうのをちょっと驚
きました。でも、次に調査結果をご紹介していきます。先ほどお話しし
た７９を対象に、調査の結果をこれから表示していきます。まずは皆
さん、棚田でどんなことをしているのかという内容です。こちらは複
数回答になっていますが、最も多かったのが棚田オーナー制度で５
１。それから次に多かったのが農業体系の４１でした。ですが、どの地
域も複数の活動を組み合わせて取り組んでいる状況です。それから、
いつから開始していますか、それをやりましたかっていう質問も付け
加えて調査しました。そうすると２０００年から２００４年の間に活
動を開始した棚田地域が最も多いということが分かりました。２０１
５年以降は活動を終了するという地域が出始めているということも
同時に分かりました。次に、活動を始めた理由と、これからも継続して
いく理由は何ですかということを聞きました。グラフの上が開始で下
が継続です。関係人口というテーマなので、人に注目して見ていきた
いと思います。まずは上から３つ目と４つ目なんですけど、耕作者の
高齢化とか後継者の不足に対処していきたいっていう理由がそこに
ありますので、最初の活動開始の時と比べて活動継続をしていく理由
の方の回答が減っているんですね。この2つが減少しているというの
がちょっと興味深い点かなと思います。具体的になぜ減少したかって
いうことは分かりませんが、もしかしたらもう自分たち棚田保全活動
という活動を通して、それは対処することができないのではっていう
ことであんまり回答を選ばなかったのかなっていう風な予測はでき
ますが、現実のところは今の状況ではちょっと分からないですけど一
方で、増えているのは地域の人々の項目で交流人口の増加とか、新し
い住民である移住者を増やしたいとか、あとは後継者になるであろう
新規就農者を確保したいっていうのは回答が増えていました。棚田で
の活動がそういった地域への入り口と捉えていて、後継者の確保を考
える団体が少しですけど増えてきたのかなというふうに見ることが
できます。では、こうした活動の結果をどのように感じているので
しょうか。継続利用が増加していた内容を見ると、交流人口やリピー
ターが増えたという回答が最も多く、棚田に関心を寄せる方が増加し
たということを感じているようです。一方、移住者の方はどうでしょ
うか。下の真ん中辺りから棚田の新規就農者が確保できたと回答した
のは９で、移住者などが棚田を活用した新しいビジネスを開始したと
いうのが７。それからＵターンなどの新しい担い手が確保できたとい
うのが５でした。調査回答してくれたのは７９なので、あんまり多い
とは言えません。勿論、棚田保全活動団体さんなので、移住対策までは
難しいというのが現状なのかもしれませんが、やはりなかなか次世代
を作るっていうのは難しいことじゃないかなということが分かりま
す。次に活動を続けていく為の課題は何ですかという質問です。やは
り皆さん活動団体を継続していくことが難しいという回答が一番多
く挙がりました。その理由は何ですか、その活動を継続していくのが
難しい理由は何ですかってお聞きしたところ、回答は会員が高齢化し
ているというのが９４％になっていました。でも、これは結構、もうま
さにこの理由っていうのが分かるような回答の数かと思います。次点
では、参加者の確保も大変ということなんですけども、私もイベント
の時は心のどこかで人が集まるか心配していますので、そういう意味
ではお気持ちはよく分かるなというところです。先程どなたかも話し
ていましたが、やはり全国で同じような活動が実施されていますの





私はやってきた、関係人口としてこういうことを皆さんに知っていた
だければなというふうに思っております。今日お話しする３点です
と、最初に自己紹介ということで、私は今２４歳になりまして、和歌山
県和歌山市出身で、今も和歌山市に在住しております。現在は一応図
書館の方で働いておりまして、経歴としましては２０１８年に和歌山
大観光学部に入学しまして、色川に通う中で２０２１年に色川クラフ
トビールプロジェクトというのを発足いたしました。そして、１年間
の休学期間とかも含めまして、２０２３年３月に大学を卒業して現在
に至るところです。一応、大学を卒業した後も棚田のイベントに参加
するなどして、色川との関わりは継続しています。私と色川のこれま
での関わりということで、今年で色川の関わり６年目になるんですけ
ど、この６年間どういったことをしてきたのかっていうことを写真と
一緒に紹介できればなというふうに思います。もうざっくりなんで、
気軽に聞いていただければなと思います。最初に訪れたきっかけは、
今、八島先生からお話がありましたように、ＬＩＰ（リップ）、和歌山
大学観光学部のローカルインターンシッププログラムっていう、地域
に行って学ぼうっていうプログラムに参加したことがきっかけでし
た。この写真が初めて行った時に撮った写真なんですけど、第１印象。
やっぱりこの風景が一番感動しました。こんな風景がおんなじ和歌山
県にあるのかっていうところにすごく感動して鳥肌立ったことが今
でも印象に残っております。この感動が関係性を継続していくきっか
けになっているんじゃないかなというふうには思っています。これが
2回目の訪問の時なんですけど、初めて棚田の作業脱穀に参加しまし
た。この時、正直めちゃくちゃきつくて、しんどくて疲れました。でも、
それが棚田のリアルなんだっていうところで認識した機会でもあり
ました。これがその棚田の景観確保のための伐採作業ということで、
木を倒す作業とかにも参加したりとか、これあの色川にある紀伊半島
大水害の爪痕なんですけど、こういったのを目の当たりにして、当時
自分が大学で入っていた防災研究会というのがあるんですけど、そこ
のメンバーを連れて色川にフィールドワークに行ったりもしていま
した。こういったことで色川に魅了されて、そして色川に何度も大学
のプログラムの関係で通うことで、地域住民と関係性を少しずつ構築
していった。そして自分の興味関心のポイント、防災にですね。これを
きっかけに、さらに深く関わるようになってきた。こういったのが１
年目でした。次に２年目に２０１９年度としましてはこの年から棚田
にさらに深く関わるようになりまして、初めて田植えにも参加しまし
た。色川の棚田は、全て手作業ということで、私結構背が高いんですけ
ど、腰痛とか背中が痛くなりながら頑張ったりとかしています。これ
さっき棚田の小屋のお話だったと思うんですけど、これが棚田小屋で
して、ここの中でいつも夜に皆さんと一緒にご飯を食べたり、このよ
うな時がめちゃくちゃ自分も楽しいなというふうに思っています。
さっき話した防災の取り組みに関しては、大学の先生。これが今日、第
三の分科会に出ている此松先生なんですけど、その此松先生を呼んで
地域防災を考えるっていう講演会を主催したり、こういった活動も
行っていました。これはもう大学の関わりとは一切別なんですけど、
色川をみんなに知ってほしいなという風に思って、友人達を誘って色
川の体験ツアーを主催したりとかもしておりました。ということで、
その棚田に関わることになって、人とのつながりが深くなった。そし
て私にとって棚田に関わる理由っていうのが、今までは棚田を手伝い
に行くっていうところでやっていたんですけど、そこからだんだんと
棚田に集まる人に会いに行くっていうところに少しずつシフトして
いった。それが楽しみになってきたなっていう風に思っています。３
年目。２０２０年度、この年何があったか皆さん御存じだと思います。
コロナがありました。この年、私が和歌山市に住んでいて那智勝浦色

川っていうと、本当に田舎なのでコロナを持ち込まないっていう観点
でも、なかなかちょっと現地には行けない時期になってしまいまし
た。でも、そういった中でもやっぱり関わりたいという欲望はすごく
強くて、皆さんに色川を連れていくことはできないけど、色川を知っ
てほしいという思いからオンライン色川キャンプっていうのを主催
したりしていました。あと、この年初めて棚田のオーナーになりまし
て、２つ田んぼを今も継続して持っているんですけど、こういった現
地に行かなくとも色川に関われるポイントになっている。これがその
コロナ禍で現地に行けなくてもうまく関係性を築くことができた大
事なポイントだったんじゃないかなと思っております。４年目。２０
２１年度ということで、コロナ禍で積極的に関わることはできなかっ
たんですけど、稲刈りとかまずイベントごとには継続的に参加しまし
た。この年他にあったこととしては私の肩書き通り色川ビールです
ね。これを発足しました。この発足した理由としましては、元々大学が
きっかけというところもあったんですけど、色川の棚田でのイベント
とかの時に、何か飲めるビールがあったらいいよねみたいなそういっ
た話にふとなりまして、じゃあ、実際にやってみようっていうところ
で地域の方と共同してビールを作ったという経緯でございます。一
応、試験的な取り組みでもあったので、計４回醸造して活動は一旦ス
トップしております。その醸造所を造ったとかではなくて、ＯＥＭで
委託したっていう形でもあります。そして、その色川ビールっていう
のは、酒税法とかの関係で、一般流通で販売せず、取り組みに賛同して
出資した色川地ビールを育てる会っていう会員にのみ配布したとい
う形で行っておりました。そのプロジェクトを運営していたのが地域
住民と関係人口等から形成される色川クラフトビールプロジェク
トっていう風な形でございました。プロジェクトメンバーは最終的に
２０人程集まりまして、その２０人の殆どが現在も色川と何らかの形
で関わりを続けてくださっています。こういった感じで、色川のお茶
とか柚子とか、そういった地域産品を使ったビールをみんなで協力し
て作ったっていう流れでございます。４年目、コロナ禍であったけれ
ど、プロジェクトとかでのオンライン会議とかも活用しながら色川に
訪れなくても関わりを継続することができましたということでした。
５年目になりますと、これがそのプロジェクトメンバーなんですけ
ど、これ田植えの時の写真なんですけど、元々プロジェクトメンバー
はビールが好きでプロジェクトに入ったという人も結構いるんです
けど、更に色川のことを知らなかったという方も結構いるんですけ
ど、こういう田植えとかの機会に初めて色川に入って、この時に初め
て対面するメンバーもいたり、そういった関係で、ビールがきっかけ
で地域を知るっていう流れを作ることができました。この年、私が大
学を卒業した年なんですけど、一応卒業論文も八島先生に指導いただ
きながら地域風土を反映させた関係の創出プロセスっていう感じで、
卒論の方も書かせていただきました。ちょっと内容については長くな
るので、これは省略させていただければと思います。大学生活の締め
くくりとして、色川ビールと色川がテーマの卒業論文執筆に熱中した
1年でした。そして次が今年度６年目となります。大学を卒業して社会
人になった年ってことになるんですけど、大学を卒業しても色川に関
わりたい欲望っていうのは変わらず、現在も引き続き関わりは継続さ
せていただいていまして、オーナーに関しては３年目になります。こ
ういった形で、普段現地に行くことはできないんですけど、色川に自
分の場所、田んぼがあるっていうことが自分にとって凄く大事な要素
になっているんじゃないかなと思っています。ざっくりとこれまでの
関わりについてお話しさせていただきました。最後になぜ私は色川に
関わり続けるのかっていうポイントについてお話しできればと思い
ます。単純にこの3つだなって私は思っていまして、まず一つが色川で



はリフレッシュができるからっていうことでして、色川は山に囲まれ
ている、本当に自然豊かな場所です。私が住んでいるのが、和歌山市っ
ていう和歌山県の県庁所在地なんで、本当にあのビルに囲まれた人ご
みの中でいつも生活しています。そういった日常から離れて自分を休
めることができる環境、それを求めて私は色川に行っているんだなと
いう風に思っています。２つ目が色川では自分なりの関わり方ができ
るからということで、大学の時から防災であったりとか、ビールで
あったりとか、自分のやりたいこと、自分なりの好きなことができる
環境があるから、自分のやりたいことができる関わり方ができるとい
うことが一つの大きなことかなと思っています。もう一つが、何かよ
その地域に関わるとなると、移住ありきで見られることって結構ある
なと思っていまして、私自身、色川はとても素敵だなと思うんですけ
ど、自分のライフスタイルを考えると移住は結構難しいなと思ってい
まして、そういった中である意味関係人口として関わり続けてもいい
よ、歓迎しますっていう感じで、いつも受け入れられているっていう
ところが本当に素敵だなと思っているところです。最後自分の居場所
があるからということで、これも今の話にも繋がるんですけど、色川
に行ったらいつもようこそ、また来てくれたねっていう感じで歓迎し
ていただいたり、棚田のイベントには関係人口の方達同士がいつも集
まっています。そういった人たちとの再会ができる。そういったもろ
もろを含めて、自分の居場所があるなと感じています。この３つが、自
分が継続して色川に関わり続けているポイントになるんじゃないか
なと思いました。ちょっと駆け足になってしまいましたが、私の発表
は以上でございます。ありがとうございます。
【八島氏】
ありがとうございます。そしたら、さっき写真に出てきて、千葉さんも
僕も若い方みたいなことなんですけど、何か彼の成長を見てきていか
がですか。千葉さん、いかがでしょうか。
【千葉氏】
僕はビールプロジェクトは特に何もしてなかったですし、あの初期の
インターンシップだけの受け入れの窓口をやっていたので、藤本君が
どうこうってことじゃないんですけど、やっぱり学生が単年で何回か
通ってくれるっていうのは結構ありがたいなと思っているのと、結構
ハマった人は藤本君みたいに２年３年と学生の頃でも通ってくれる
人がいて、何かそれは先程の僕の話じゃないですけど、時間を積み重
ねるってことは結構大事だなと思っているので、その関係性を築いて
いってくれるっていうのが、やり方としてはありがたいなと思って見
ていました。ただ一方で1個だけ加えると、さっきの事務局地域側に必
要だよねって話に戻っちゃうんですけど、ビールプロジェクト自体も
色川の中の人から見ると、一部の人がやっている。何か分からないっ
ていうような声も何個か聞こえてきていて、地域の中でそれを浸透さ
せる。その情報共有だったり、どういうふうにすれば、例えば報告会を
するみたいな時も知り合いとかプロジェクトのメンバーだけじゃな
くて、もっと広く呼びかけるみたいなこととかができると、よりその
地域の活動として一緒にやれたのかなっていうのは、率直な感想で、
何かその辺をこうね。関係人口できた先の話なんだと思いますけど、
地域側に突き付けられている話なのかなというのも同時に感じてい
ます。
【八島氏】
ありがとうございます。まあ、私の指導する側からすると、積極的に関
わってくれたので、放っておいても育ってくれたなっていうことでは
あります。それを受け入れてくれた地域側が一番大事だったなという
ところです。そういう意味では感謝を申し上げます。本当に。では皆さ
んあと15分ぐらいありますんで、ここから質疑応答だったり、いろい

ろご意見コメントをいただけたりしたらいいかなと思います。まあ、
せっかくの機会なんで発言いただければと思うんですが、いかがで
しょうか。ご所属やお名前もいただければと思います。
【質問者】
私、島根県の益田市から来ました。島根県は東西に長い間で私のとこ
ろが一番西に当たります。すぐ近くが山口県の萩市になっておりま
す。私は一反ほど田んぼを作っていますが、そこが棚田になっている
んですね。どこも同じかと思うんですけど、イノシシ対策で電気柵が
あってイノシシが入らないようにしておりますけど、まず色川地区は
そういう鳥獣対策どのようにされておりますでしょうか。
【松木氏】
守ろう会では前はね、最初の頃は何もしてなかったんですよ。簡単な
網メッシュでぐるぐるだけやっていんけども、僕の家から棚田が見え
るでしょう。そうするとね、夕方になってくるとね、そのイノシシの子
が入ってきてね。３匹ぐらいやったかな。慌てて車で走ってね叩きに
行ったんですよ。ただ、殺せませんでした。最後の１匹だけあれらも
ね。やっぱり慌てていくと、さっとように逃げよんのよね。そのメッ
シュの間から逃げるんですけどね。１匹だけ叩き殺しました。それか
ら電柵もやりました。すると猿も来るしね。猪も、鹿も出ますしね。も
う猿も降りてきてね。僕、自分個人でやっている田んぼにも入られた
ことあるんですよ。お猿なんですけどね。もうそれから補助なんです
けど、電柵は今もやっています。もう絶対にやってないと無理ですね。
野菜作ってもどこでも、そういう感じですね。
【質問者】
はいわかりました。ありがとうございました。ちなみにうちの所に鹿
は出ませんので、いるのは猪だけです。はいどうもすみません。
【八島氏】
はい、ありがとうございます。じゃあ次の方お願いします。お名前とご
所属、来られた場所でもよろしいです。
【質問者】
田辺市本宮町から来ました、地域の企業に勤めているＵと申します。
私は藤本君と一緒に色川ビールプロジェクトも参加させてもらって
いたんですけれども、藤本君がローカルパートナーインターンシップ
での関わりと、地域防災でも関わっていたっておっしゃってたんです
けれども、和歌山大学の後輩の方で継続して参加されている方はおら
れるのかっていうのが一つ知りたいのと、そのＬＩＰ（ローカルパー
トナーインターンシップ）と私が住んでいる本宮町との新たな関わ
り方とか、そんなのは窓口というかそうがあるのかっていうこの2点
を教えてほしいなと思いました。
【藤本氏】
では、２つ目の質問ＬＩＰとそのどう繫げるかというところは、もう
まさに今、観光学部の学部長が隣にいらっしゃるので、大浦先生から
聞いてもらう方がいいかなと思うんですけど、１つ目。私の後輩で色
川に継続して関わっている人がいるかっていうところで言うと、結論
から言うとあんまりほぼいないところかなと思います。まず、どうし
ても皆さん、大学４年間の中でいろんなことをしたい方、それは当た
り前のことかなと思っていて、その中で１年だけ色川の活動に参加し
て、それ以外は他のところで活動するとか、そういった方も多いと
思っています。なので長くて２年３年、多分私みたいな6年社会人に
なっても継続して関わっているっていうのは本当に正直稀なことか
なと思っています。八島先生何か今の近況とかありましたら。
【八島氏】
今日、実は小阪の方で出されていたブースで２名、手伝いに来てくれ
ていたんですが、１年生と２年生です。実際のところいうとコロナで



活動が全然できなかったので、２年ぐらいですかね。その時はちょっ
と千葉さんのスライドにもあったんですけど、オンラインで地域暮ら
しとはどんなことかみたいなのをちょっと勉強してたりとかってい
うことはしていたんですけれども、ようやく今年からですね、色々な
とこに学生が行くようになりました。うまく喋れればよかったですが
宣伝しておきます。
【大浦氏】
はい、この観光学部のローカルパートナーシッププログラムですけど
も、大体１月中旬頃から各地域に何かご要望があればっていうような
形で、そういうテーマを募集をいたしますので、そのタイミングで大
学の方にお問い合わせいただけると、その後、そのプロジェクトをヒ
アリングしてこんな感じだったらできるんじゃないですかっていう
ふうな形に整えて、担当してくれる教員と希望者がいれば実施でき
る。そういう仕組みになっております。あとは教員から直接申請する
タイプもありますので、大学教員の方に先にお話しいただいて、その
教員が何か一緒にやれますかっていう風になれば、それでまた作るこ
ともできます。
【八島氏】
詳しいことはまたこちらに聞いていただければと思います。
【千葉氏】
地域側からと言うか補足なんですけど、インターンシップを始めてか
ら何年になるか忘れちゃいましたけど、もう藤本君みたいに卒業され
て会社員になる方もいらっしゃるんですけど、そこからまた関係性が
始まる場合もあるなと思っていて、要は何が言いたいかっていうと、
大学生に対してそこそこの何かを求めるのではなくて、もしかしたら
１０年後、花開くかもしれない種をまくみたいな感じでやれたらいい
のかなと思っていて、例えばその最初に入ってきた子は今ちょっとど
うなっているか分からないですけど、モンベルに就職していつか熊野
に帰ってきて、熊野で何かしたいっていうようなことを考えている子
だったりするので、いつ、どこで何が起こるか分からないけど、とりあ
えずいろんな若い子に種をまいていくっていう姿勢は結構重要かな
と思うし、特に関係人口みたいな話でいうと、どうしても即効性を求
めてしまうと効果が得られないからもうやめようってなるんですけ
ど、そこではない。長い目で見た効果とか、いわゆる効果ではないんだ
けれども、じわじわ効いてくる何かみたいなものっていうのもあると
思うので、そのあたりもその評価基準というか評価指標にしながら関
われると、お互いにミスマッチが少ないのかなと思ったので、そこだ
け補足させていただきました。
【八島氏】
ありがとうございます。１名大浦先生のゼミ生ですけど、最初の色川
のＬＩＰに関わった子が就農はしております。徳島でみかん作った
り、修業しに行っていましたね。そういう子も実はいたりします。観光
部なんですけど、大浦先生がいたりするので農業関係に進む子もいる
んですね。そういうこともあります。はいじゃ次いかがでしょうか。は
い後の方ですかね。はいお願いします。もう一回手を挙げてもらって
も大丈夫ですか。一番後ろの方からしようか、次前の方にしますんで
ちょっとお待ちください。
【質問者】
はい。ＮＰＯ法人棚田ＬＯＶＥＲＳのＮと申しまして、兵庫県から来
させてもらっております。春に松木さんに祭に来ていただいて、改め
て本当に感謝申し上げます。千葉さんにお伺いしたいんですが、この
素晴らしいワークショップのお話をまとめられていると思うんです
けれども、自然文化経済とこれからの展望は書いてあるんですが、特
に協議会として個人として棚田を守ろう会としてそれぞれあるとは

思うんですけれども、特に力を入れて、今後の夢というかビジョンと
いうか取り組みたいこと等があれば学ばせていただきたいんですけ
ども。
【千葉氏】
個人的には特にないです。というのは、皆さんのやりたいことが何な
のかが一番重要だと思っていて、僕がどうこうしたいっていうのはな
いんですよね。ただ、それをある種の可視化するためにこの分類をし
ただけで、そこからこう住んでいる人たちそれぞれがやっぱりここを
頑張りたいなって思ってくれるといいなと思っています。そういう意
味では、文化なのかもしれないなと今話しながら思いました。
【八島氏】
はいじゃ前の方で手を挙げられていた方がおられたかと思うんです
けど、もう一度上げていただいてよろしいですか。はいお願いします。
【質問者】
高島市の畑の棚田。去年来られた方もおられるかもしれませんけど、
そっちの方から来たＨと申します。よろしくお願いします。元々私
じゃなくて、京都市内に住んでおってまあＩターンみたいな感じで高
島市の方に移住したもんなんです。その時はもちろん農業をやってな
いんで、ただ単に景色がきれいだなという単純な感じで過ごしていた
わけなんですけど、ちょうど４年前、コロナが発生した年にすぐ近く
の田んぼの持ち主さんの棚田オーナー制でずっと２０年間ぐらい
やっていたんですけど、コロナの都合でオーナー制が廃止というか中
止になったんですね。それでその年にもともとオーナーさんの来られ
ていた方が行くとこがなくなったということで、その時に農家さんか
ら田んぼやってみてくれへんかというお話が来たんで、何とかしよう
かと思い、勢いで田んぼをやることになってしまったんですけど、今
まで全く経験がないので、畔塗りから一番困ったのは代搔きですね。
あの辺もやったことのないんで、どうしていいか分からんということ
で、近くの農家さんにお願いして助けてもらったんですけど、その時
にお手伝いをする人を知り合いとか、オーナー制度で行くところがな
くなった人とかたまたま集まってもらってできるようになって、１年
目はなんとか行ったんですけど、一番問題なのは人手の確保を皆さん
のところはどういうふうにして集めておられるのかなと。ただ単にや
るから来てねって誰かに言ったところで集まるわけじゃないんで、そ
ういう情報の発信方法が知りたいなと思います。うちの方は事務局と
かそういうのが全くないんで、情報の発信方法も今のところは何もな
いということで、結構困っているんで、アイデアがあれば共有をお願
いしたいなと思ってお話しさせてもらいました。よろしくお願いしま
す。
【八島氏】
ありがとうございます。何人かから答えれるかなと思うんすけど、現
場からだと中西さんがいいかな。
【中西氏】
私が紀美野町の中田の棚田ではどのようにしているかをお伝えでき
ればと思います。ただ、とても大きく違うのは、中田の棚田には協力隊
が二人いて、役場の私が一人っていうものすごく強力な事務局体制を
敷いているんですね。なので、とても参考になるかどうか私、不安なと
ころではあるんですけれども、まずそのやるから来てねでは集まらな
いっていうようなお言葉があったかと思うのと事務局もないから情
報発信をどうしていいか分からないっていうところなんですが、その
中田の方では先程紹介したとおり、棚田サポーターズっていうのを募
集しているんですけども、これも例えば個々人に来てくれよっていう
ので、最初はもうそれで登録してもらったんです。人づてで近所の人
とか知り合いの人とか登録してもらったんですけど、結局その人と人



の付き合いで登録してくれたんで、大半がなかなか活動には来てくれ
ないっていうこともあって、２，３年たった頃に一斉に整理したんで
す。それで７０ぐらい行ったのが２０ぐらいになって、そっからまた
ＳＮＳ使ったり、そういうのが好きそうな人に声を掛けたり、農家民
泊さんとかで宣伝してもらったり、外から人が来るところにこういっ
ぱい色々置いてもらって、ちょっとずつ増やしていったっていうのが
現状です。今はまあ１００人ぐらいいらっしゃるんですけど、やっぱ
り来る方も都合があって楽しみに来るっていうさっきの藤本君の話
じゃないですけど、楽しみに来るのがメインっていうのも結構あるの
で、普段からじゃあの作業をしに来ようかと言って来てくれる人は本
当にごく少数です。主な戦力となっているのは、やっぱり５人いたら
いいところかなっていうのが、もう関の山かなと思います。ですので、
やっぱり環境が大きく違ったとしても、そんなに１００人も２００人
も強力な戦力が得られているかっていうとそうでもないのかなと思
いました。ただ、やっぱり距離的な問題もあるし、後はどれだけその棚
田に愛着を持っているかっていう点が、その足を運ばせる回数つな
がっているとは思いますので、取り組みの中でそういう仕掛けをいか
に作っていくかっていうところかなと思います。そういう人はやっぱ
りどんな発信をしても必ずキャッチはすると思いますので、ちょっと
全然参考にならないかと思いますけども、紀美野の例でした。
【八島氏】
色川からもいかがですか特にない。
【千葉氏】
強いて言えば事務局の方が学校とかにチラシを撒いてくれているん
ですよね。小学校とか中学校とかその辺とかまあ実際そんなにそうい
う若い子は来ているわけではないんですけれども、チラシを近くの人
たちに配るみたいな地道な作業も結構大事なのかなと思いますし、そ
の事務局の労力に対してすごい頭が下がるなと思って見ているので、
何かこうどこかに発信すると人が集まるというのはなかなか難しい
ような気もするので、一つずつ、ちょっとずつ広げていくっていうの
が一番確実な方法なのかなと個人的には思います。
【八島氏】
ありがとうございます。今２分ぐらい過ぎているんですけども、もう
１方ぐらいと思います。はい、よろしくよろしくお願いします。
【質問者】
私は岐阜県恵那市中野方町坂折棚田があるところから参りました、Ｔ
と申します。今日は大変貴重な意見、色々とお話を聞かせていただき
ましてありがとうございました。ちょっと私は中西さんにお聞きした
いです。先ほど説明の中で、棚田振興協議会は町外の人を中心に組織
されたというお話をされましたが、その理由と今その方達がどんな活
動をされているのかなと思いました。実は私の地域も令和２年にして
指定棚田地域に認定されまして、令和３年にはつなぐ棚田遺産に中野
方町棚田群として認定されておりますが、棚田振興協議会を立ち上げ
ましたがなかなか十分にそこには直接の補助金も入ってきませんし、
活動がなかなかできないんですが、そういう町外の方を入れてどんな
活動されているのか、ちょっと聞きたかったです。よろしくお願いし
ます。
【中西氏】
協議会の方では、その棚田の地権者さんとか耕作者さんじゃなくて、
町内に住んでいる地権者さんでもなく、耕作者さんでもないっていう
方が参加しているんですよ。皆さん、大体がその棚田の耕作者さん
だったり、地権者さんだったりっていう団体さんかと思うんですが、
中田の棚田ではもう既にお一人しかお米作っている人がいなくて、地
権者さんも周囲に３、４人住んでいるぐらいで、残りの方はもう後継

者も息子さんやお娘さんたちがもう近隣の市町村に引っ越してきて、
別にもうお米作る予定もないっていうような方ばかりの状況だった
んです。なので、その人達で何か保全活動をしようっていう気すら起
こらないっていうような状況だったんですね。紀美野町のまちづくり
推進協議会という別組織がありまして、そちらの方で何か紀美野町で
新しく入っていくところないかなというような話し合いをしていた
らしいんですが、その時にちょうど棚田の景色がすごく綺麗なとこが
あるよっていう話になって、みんなで見に行ったらまさかこんなとこ
があったんかっていうことで、あそこを開発していく価値があるって
いう話になって、そのとき最終的に小川地域棚田振興協議会っていう
のができるんです。ですので、従来の耕作者さんたちが地域を守るた
めとか、農業的な部分を守っていかなあかんって言って立ち上がった
のではなく、町内に住んでいる別の地域のその棚田の価値をいかにし
て残すかっていうことで、組織されたっていうような組織になってい
ます。その人達は何をしているかっていうと、自分達がどういう活動
をしたら、それがそういうふうにつながるかっていうアイデアとか計
画を考えるとか、実際にその月に何回か活動日っていうのが設定され
ているんで、その日に農作業もするし、それ以外にも必要な農作業は
参加しているっていうこと。体も動かし、頭も動かしっていうのはか
なり積極的にしてくれておりますので、本日もあの青い法被の人に聞
いてねって、私に言って今そこに二人しかいってないんですけど、そ
の辺の分科会に５、６人来ていますので、また明日ほとんどの人が色
川の棚田の見学会に行きますので、良かったら声かけて色々とお話い
ただけたらと思います。
【八島氏】
ありがとうございます。時間がちょっと過ぎておりますので、最後に
大浦先生に１分２分ぐらいでまとめていただいて終わりたいと思っ
ております。それではお願いします。
【大浦氏】
皆様、本当にありがとうございました。私自身も今日、実はこの４人の
お話を聞くの初めてだったので、非常に学びになりました。やはり今
日でてきたことで非常に印象的だった話で、松木さんのお話にあった
ように、この棚田のお守りをする人をどう確保するかというのが最大
の課題だなと思いました。もちろんこれが最大の課題であることは間
違いないんですけども、もう一つ千葉さんがおっしゃってくださった
活動のお守りをする人ですね。もうこの重要性も本当にすごい発見
だったなと思うわけです。この活動のお守りっていうのは内に対して
もそうですけど外に対してもそうだと思うわけなんです。なので活動
の中を、いろいろとこうアイデアを出したり、まとめていったり、外に
見えるようにしたりというふうなこと。それから外から来られた方を
うまく先程の階段に乗っけて、主体にこう引っ張ってくるというよう
な、そういうことも含めて非常に重要だなと思いました。それから特
に田んぼという農業は、単にこう畑とか、田んぼの土地があればいい
のではなくて、必然的に絶対に共同作業が必要な水を引くというとこ
ろがありますので、そこでやっぱり多くの人と関わることになるわけ
です。そういうことを考えますと、やっぱり多様な人と外から来られ
た人が関係を築いていく場として本当に棚田の保全活動というのは
非常に一つの重要な場になり得るんだということもあります。これを
承継していくことはとても重要かなと思いまして、その中でやっぱり
この見える化の重要性も今日指摘していただいたかなと思います。新
しく地域に入った人には、こういった見える化をしておくことが、こ
の地域がどういう地域であって、どういう誇りを持っていてというそ
ういう歴史がよく分かりますし、恐らくもともとの住民の方も、自分
たちのここまで来た道をですね、もう一度振り返ることによって価値



をさらにこう思いを深くするといいますか、プライドを形成すること
にもなるんだなと思います。そして、あともう一つ印象的だったのは、
耕作者にしていくということはやっぱりこう明確に位置づけてプロ
セスとして戦略的に進めていかないと、なかなか難しいと感じている
地域も多いのかなと思います。私も一緒に中西さんと調査に行かせて
いただいたときに、ちゃんと確保しているところは今日２つの事例で
したけれども、もう一つきちっとそれを自覚して、ここでちゃんとし
てないとまずいなっていうことを先程のような見える化をして自覚
した上で、来る人を見るようになっているんですね。だからここも本
当に大事なことかなと思いました。それから、中西さんの活動継続へ
の課題はっていうグラフがあったかと思うんですけど、この中で実は
地域内での保全活動意識の醸成というところも多くの地域が課題だ
と挙げています。特に今日の田んぼを守りする人たちですね。それか
ら活動を守りする人たち。こういった方々をもう一度改めて、例えば、
那智勝浦町というのは海の那智勝浦と山の那智勝浦がございまして、
必ずしも接点が十分にあるわけではない地域もあったりするんで、そ
ういった中でもっと近くからもしかしたら仲間になってくれる方を
見つけていくとそういう働きかけも非常に重要ではないかと思いま
すし、現にそんな形でで新たな協力者を獲得したような地域もあるよ
うに思います。このようなことも含めて、また、今後考えていければい
いのかな。その辺が、今日私がこの分科会を通じて学んだことかと思
いました。以上です。
【八島氏】
ありがとうございます。では、分科会の方はこれで閉じたいと思いま
すけれども、棚田サミットとしては今晩もありますし、棚田の見学も
ありますし、最後の宣言までありますんで、皆さん、また引き続きいろ
いろ学んでいただていたり、交流していただければと思います。拙い
進行でしたけれども、そこは御勘弁いただければと思います。それで
は、分科会としてはこれで閉じたいと思います。
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第 2 分科会

【佐久間氏】
はい、みなさんよろしくお願いします。第2分科会コーディネーター
を務めます和歌山大学佐久間と申します。第2分科会集落空間の継承
というタイトルにさせていただきました。今日午前中、外山さんと有
田さんの話がありましたけれども、棚田のこれからを考えるにあ
たって、やっぱり担い手不足問題が深刻というようなことで、外山さ
んからもお話があったかと思います。
担い手がいないという時に、まず関係人口ですとか、そういった話が
頭に浮かぶとは思うんですけれども、第1分科会の方でそちらを中心
に扱います。第2分科会の方では、むしろ移住定住といいますか暮ら
しを立てて、その場で暮らしを立てられる方をどうお迎えするのか、
あるいは次の世代の暮らしの場をどう作っていくのかということに
ついて議論したいと思いまして、集落空間の継承ということでテー
マとしました。棚田のことも入り口にしますけれども、特に移住定住
の最初のきっかけになる住まいの話ですかね。空き家の話なんかも
ちょっと取り上げて議論していきたいと思います。ちょっと私の方
で簡単に今日の主題解説というか趣旨説明ということで、少しお時
間をいただいてお話しさせていただければと思います。今日、外山さ
んから棚田の写真いっぱいあったかと思うんですけど、私の方でも、
明日、足を運ばれる方もいらっしゃると思うんですが、地域の状況を
イメージ持っていただければと思いまして、同僚の原先生のドロー
ンの写真をちょっと幾つか持ってまいりましたので、ご紹介すると
ころから、ちょっと皆さんと共有するような雰囲気を作っていきた
いと思います。これ最初のスライドタイトルにしてるのは、小阪の棚
田というところで、棚田を守ろう会の外山さんの紹介の中でもあっ
たかと思います。こんな感じの棚田になってございます。少し山を下
りていくと、円満地公園というのがちょっと下の方に見えますかね。
この辺にありまして、泊まられる方もいらっしゃるんですかね。この
辺だったかと思います。あと田垣内ですとか大野ですとかっていう
のが見えております。少し右に角度を振ると、こちらが大野というと
ころと口色川地区であります。今日は大野の定住世話人ということ
で大東さん、口色川の定住者世話人で新宅さんが今日来ていただい
ています。集落が地区１０でした、９ぐらいですかね。9あるそうです
けども、大野と口色川は人口世帯数が多い地区になっております。大
野を拡大しますと、こういった感じでして、ここに赤い大きな屋根が
見えていますが、これが2016ですかね。5、6年前ですか、6、7年前か
な。ちょっと見切れていますけど、旧中学校と小学校を小中学校とい
う形でまとめて建て替えた小学校があります。こちらが保育園で支
所、出張所がこれですかね。郵便局もちょっとこの先にありまして、
地区の中でいろんな施設が集まっている中心地の一つです。これ私
も改めて、この写真見ながら棚田ではないんですけど、斜面地に少し
でも平場といいますか、建物が建てられるように工夫をしながら、暮
らしの場を作られているなというのをちょっと改めて感じました。
これは同じ大野なんですけど、ちょっと県道のバイパス沿いから見
た朝の景色で、ちょっと朝もやがかってる感じの小学校がこの辺で
すかね。見えていて私、自分で撮った写真ですけど、お気に入りの写
真の一つです。こちら口色川地区のところで会館がちょうど、駐車場
が見えていますけど、昔、あの大きな紀伊半島大水害ですかね。被害
があったところですけども、今はもう砂防ダムができていて、ちょう
どお寺のところから見た風景ですけど、こういう景観、景色になって
います。少し後で御紹介もあるかもしれませんけど、周辺の木を切っ
て少しでも明るく暮らしを立てられるようにといった取り組みもさ
れてございます。今日、司会の方にご紹介いただきましたけれども、
色川地域振興推進委員会、役員の方、ほぼフルキャストって言ってい

いですかね。主要な方に今日はご登壇いただいています。有田さんか
ら地域運営組織の話がありましたけども、地域運営組織という言葉
ができる前から区長さん区長会と連携して地域づくりに取り組んで
おられる。特に移住定住中心となって進めていらした皆さんが今日
ご登壇いただいていますので、そういったお話も伺ってまいりたい
と思っております。こちらが今日の趣旨を1枚でまとめたものでござ
います。棚田に代表される集落空間で担い手の課題を抱えていると
いうことは冒頭お話ししたとおりです。交流人口、関係人口、あるい
は最近ですと子世帯、意外と近くに住んでいたりしますので、そうい
うエリアを拡大して担い手を考えるという議論も進んでおります。
また一方で、やはり移住定住、Uターン、Iターンみたいなことは、も
う20年30年、皆さん関心を持って取り組まれておりますけれども、
今日はこの移住定住のことを切り口に考えていきたいと思っており
ます。といいますのも、ご存じの方も先ほど外山さんからもお話あり
ましたけれども、色川地区70年代から、その移住定住の受け入れを
されてきて、外山さんから本の紹介ありましたけども、あの本でも先
発地域という形で色川のことが紹介されています。あの外山さんか
ら人口ピラミッドの話しがありましたけども、大西さん、事務局でま
とめてくださっている人口の推移のグラフを持ってまいりましたけ
れども、1990年で600人ぐらいが今309ですか。ちょっと、もうさら
に進んでいるのかもしれません。そういった状況に対して Iターンの
人口、後で、大西さんから詳しくお話があると思いますので、2020年
頃で過半を超えて今6割に行くか行かないかぐらいですかね。という
ような状況でございますので、40年50年、移住者、定住者の受け入れ
の取り組みをされてきた色川の今というのを今日は皆さんと共有し
て、今後に向けて課題を共有できたらというふうに思っています。空
き家の話に着目しますということを申し上げました。有田さんの資
料にも出てまいりましたけども、田園回帰、移住定住に対して3つの
ハードルがあると言われていまして、移住希望者はいるんだけども、
住める家がない。住まい、なりわい、コミュニティというんですけど、
家がない。それから移住希望者はいるけども、暮らしを立てる上での
仕事がない、雇用の場がない、なりわいがなかなか難しい。そのなり
わいという課題。それから最後に移住したはいいけれども、なかなか
コミュニティといい関係を作れなくて、短期で転出してしまうって
いうような。最近、SNSとかニュースでいろんな地域の方と移住者の
方のボタンの掛け違いのようなことがよく耳にするようになりまし
たけれども、丁寧に関係を作っていくっていうことが大事かなとい
うふうに思っておりますが、今日はその空き家の話に少し着目して
お話を後半伺っていきたいと思っております。空き家の課題。これ皆
さんも棚田のこと取り組んでおられるのと同時に、空き家のことに
皆さん関心を持たれているかなというふうに思っておりますが、空
き家のなんとなく、これ図で表したもので、住まいの空き家を真ん中
におきまして、当初の住み手の方がこの紫色の丸のイメージです。
ずっと住まわれていたんですけれども、病気であったり、施設に入ら
れたり、残念ながら亡くなったりということで、所有権が子世帯に移
ると、なかなかその空き家との住まいとのかかわりというのが途切
れがちになってしまうということと、こちらの子世帯の空き家所有
者の方というと、もう都市部、あるいは下の町場で暮らしを立ててお
られる場合がほとんどですので、なかなか農山村の空き家を利活用
する理由がないという言い方をよく聞きますけれども、居住の実態
は既にないんだけれども、それをそのまますぐ賃貸物件として貸せ
るかというと、盆暮れに通ってみたりですとか、お墓があったりです
とか、思い出のあるものがたくさん置いてあったりということで、な
かなか移住希望者に渡らないという空いてない空き家の課題という

集落空間の継承 佐久間 康富 氏 和歌山大学システム工学部准教授コーディネーター第 分科会2
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のがよく議論になりつつあります。今日後半、少しお話しいただけれ
ばと思うんですけれども、空き家所有者さんにとっては活用の理由
はないんですけれども、移住を希望されている移住希望者の方だっ
たり、それから、その移住希望者を迎え入れたい地域側としては、そ
の利活用の理由があるので、空き家所有者に対して声かけをすると
いいますか、そろそろ貸してくれんかみたいなことで、声かけをする
ような役割というのが期待されているところであります。色川の皆
さん、そうした取り組みも実はされておりまして、これは行政でやろ
うとすると私有財産への働きかけですので、なかなか難しいんです
けれども、地域の方と昔住まわれていた方との信頼関係の中で働き
かけが行われていくというところが一つポイントになるかなと思っ
てございます。少し自己紹介兼ねてですけれども、大学でちょっとコ
ロナ前後もありましたので、空き家の調査を学生としておりました。
コロナ頃は外からたまに様子、感染状況の低いときにお邪魔してあ
んまり人と触れないように、外から写真を写したりという調査をし
たところと落ちついた時に今日、新宅さんと大西さん真ん中に写っ
ていますけども、その空き家の方の状況のお話を伺うということで、
大学の研究を通じてお世話になっていたというのが、私の色川との
ご縁でもありまして、今日こういうテーマをご用意いたしました。今
日の進行のイメージ、これ最後の私のパートの最後のスライドにな
りますけれども、この後、色川地区の取り組みということで、取り組
みの概要について事務局を務めておられる大西さんからお話しいた
だきたいと思います。話題を大きく前半後半2つに分けまして、前半
の方を移住、定住受け入れの実際ということで原さん、浦さん、大久
保さんからそれぞれのトピックでお話をいただく予定にしておりま
す。後半の方は今お話しいたしました移住定住の受け入れと連携し
た空き家のマネジメントって横文字ですけど、先程申し上げた声か
けであったり、働きかけということで定住世話人をしていただいて
います大東さんと新宅さんに後半をお話しいただく予定にしており
ます。その6人の方のお話を受けて、岸上さんにコメントをいただい
てパネルディスカッションという形で前の登壇者で少し議論をして
まいりたいと思います。少し時間を見ながらです。なるべく皆さんに
そういう機会をと思って進めたいと思ってございますけれども、会
場の皆さんにも質疑の場を用意したいと思っておりますので、その
折にはご協力いただければと思います。4時半閉会を目指してあと2
時間のプログラムでございますけれども進めてまいりたいと思いま
す。今日はよろしくお願いいたします。では、早速、大西さんにバトン
を移したいと思います。大西さんですけれども、2011年ですかね。大
阪から色川に移住されて、集落支援員として位置づけされながら、委
員会の事務局をずっと長く担われております。先ほど研究で入ると
きの写真なんかもご紹介しましたけども、あの地域の方との調整で
すとか、間に立って何から何までお世話になっております。恐らく移
住されて見える方も、最初に連絡をとるのは大西さんで、その後、大
久保さんとか必要な方にというような形で窓口を務めていただいて
おります。はい、じゃあ、大西さんよろしくお願いします。
【大西氏】
大西です。よろしくお願いします。委員会の事務局としてスライドで
映していますが、色川地区の活性化と移住交流の促進の取り組みと
いうことで、まず冒頭説明させていただきますので、お聞きいただけ
ればと思います。よろしくお願いします。色川地区の概要について、
まず説明をさせていただきます。こちらは、明日行っていただくの
で、また現地見られてないんですが、いろいろスライド写真とか午前
中も見ていただいたかと思うので、少しイメージ付いているかなと
は思うんですけど、現在は人口が307人の地区になっています。9つ

の集落から成り立っておりまして、世帯数でいくと182世帯という
ことになっています。うち移住者が174名ですので、59％が移住者と
いう地域になっております。元々は色川村でさらに前に戻りますと、
９つの集落が村であった時代が1000年ぐらいありまして、明治の大
合併の際に色川村で、そして昭和の合併の際に那智勝浦町になった
範囲であります。なので旧の色川村の範囲は現在、色川地区として地
域活性化、移住定住の取り組みをしているという地区になっており
ます。次に人口の推移のグラフですが、かつて人口が一番多かった時
は3000人ほど人口がありました。鉱山が栄えていたのと、林業が栄
えていたところで、人口3000人を超えていましたが、その後、昭和の
30年代後半ごろから鉱山の閉山、林業の衰退っていうのがあいまっ
て、人口が減っていく過疎地になっていったという、全国的にそうい
う時代かなとは思うんですが、色川もグラフにあるとおり、急激に人
口が減っていきました。先ほどもありましたが移住者の受け入れの
先進地とよく言われることがあるんですが、始めの流れのところを
少し説明させていただくと、1975年になるんですが、今からもう48
年、５０年程近く前になるんですが、移住希望する方のグループの訪
問がありました。地域としては、地域社会の崩壊であったりとか、村
の消滅していくんじゃないかっていうような危機感が高まる中であ
りまして、その時に耕人舎と名乗る有機農業の普及を志すご家族で
すね、移住の希望をされる方が色川に訪れたっていうのが始めの
きっかけです。その当時、色川保育所があったんですが、その時で子
供の数が保育所で10人ぐらいを下回ってくる状況だったので、この
まま行けば保育所がなくなり、そのうち小学校、中学校もいずれは消
滅するんじゃないかというところで、そうすると地域、それこそ衰
退、消滅していくような危機感もありまして、その耕人舎の方々の中
にもちょうど保育所世代の子供を抱えてる家族の方がいたようなの
で、それも一つ話し合いを持つきっかけになったとも聞いています
が、そういう時代に75年に耕人舎の方達が来まして、地域の人も何
とか話し合い、対応していこうっていうところで2年間、耕人舎の方
達が関東に住まわれてる、拠点にされている方達だったんですが、お
互いに行き来をする中で信頼関係、相互の信頼関係を築くようなこ
とでの話し合いを重ねまして、1977年に空き家を斡旋するという形
で、1977年に移住者の受け入れが実現し、そこから、いざ受け入れの
歴史が始まったということになっております。その後は耕人舎の人
達が自分達が暮らせば良いというだけではなくて、広く情報発信で
あったりとか、普及っていうところにも力を注がれましたので、耕人
舎が農業実習生を受け入れるという形で、少しずつ耕人舎の情報を
たどって色川に来て農業を始められて、その中から色川に住むって
いう方が増えていったっていうのが当初の流れになります。その後
1991年になりますが、地域を窓口に受け入れをシフトしようという
ことに変わっていきます。その当時人口が600人を下回ってきた状
況でして、地域活性化に取り組む、強化する為に色川地区の区長連合
会が色川地域振興推進委員会を設立しておりました。区長連合会、区
長さんの集まりなので、どうしても役割としては1年、2年で交代し
ていくっていう組織でしたので、継続的な色んな取り組みとか授業
であったり、活性化の取り組みをしていく中では、ちょっと別組織を
作る必要があるかなというところで先程ありましたが、地域運営組
織、今で言うと、それに近いものかなと思うんですけど、その当時、色
川地域復興推進委員会を設立しておりました。その組織の委員会の
中になんですが、定住促進班っていうのを設けて組織的な移住者の
受け入れをしていこうということにシフトしていくんですが、その
当時、数でいくと15世帯50人ぐらいに移住者の数が増えていたよ
うなんですけど、それまでは先ほど申し上げたように耕人舎を通じ
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て人が入ってくるっていう流れでしたので、地域全体として了承を
得ながら合意しながら受け入れたっていうよりも、だんだんと耕人
舎の人たちが増えていくという人の増え方なので、中で当時話を聞
くと、少し地域の揉め事や、あつれきが広がっていたりと地域と溝が
広がっていくようなことがあったと聞いておりまして、そうではな
くて、これからは地域を窓口にしてきちんと組織として組織的に受
け入れていく必要があるということで、その委員会の中に定住促進
班を設けてっていう形に1981年にシフトしてまいりました。その
後、移住者の受け入れが促進されていくんですが、このグラフを午前
中に、もしかしたら見られたかもしれないですが、黒塗りが移住者
で、白くしているところは地元の数なので、ざっと言うともう60歳
以下ぐらいはもう殆どが移住者です。これを見てよく色川が、若い移
住者が来て学校も存続して活性化に成功しているようなことで、外
部からはよく取り上げられるんですが、委員会だったり、内々の課題
感としてはやはり地元の方が本当に高齢化して年々減っていってと
いう状況で、どうすれば地域らしさとか、今まで1000年つながって
きた地域を移住者が増えていく中でも繋いでいけるのかっていうと
ころが日々課題というか、そこを何とか移住者が増えていく中でも
繋いでいきたいねっていうような思いを持ちながら、色んな課題に
取り組んでいるという状況かなと思います。そして次ですが、色川地
区の移住定住促進とさまざまなサポート活動ということで説明をさ
せていただきます。委員会という組織の説明をさせていただくと、目
的としては地域振興のための取り組みを推進しております。委員メ
ンバーはですね。構成については9つ集落があるんですが、各地区か
ら選任をいただいた委員で構成をしています。人口比で委員さんが
一人のところもあれば、もう少し多い地区もあるんですが、各地区か
ら選任いただいています。会長、副会長、区長連合会の会長、副会長、
定住促進班、外部代表は会計事務局などの組織を設け、役員を設けて
運営をしております。会合は現在、役員会を毎月行っておりまして、
各月、2か月に一回総会を開催しておりますので、会合の頻度として
は多い会になるのかなと思います。その会の中では活動の状況、活動
状況課題とか、事務活動報告、情報、意見交換などを行なうとともに、
グループ会議も会議の後半部分できればっていうところで段取りを
しておりまして、最近の話題として色川らしさっていうのをどう繋
いでいくか伝えていくかっていうところのグループ会議に取り入れ
たりしております。具体的活動としては、先ほど申し上げた組織的な
新規定住者の受け入れのところをメインの活動としておりまして、
それができますと体験交流の活動の促進であったりとか、地域活性
化のための活動の促進支援などを行なっております。定住促進のと
ころでいきますと、また後ほど定住促進班長大久保さんから話があ
るかと思うんですけど、定住体験希望者の受け入れしておりまして、
15軒訪問というプログラムを組んでいます。色川の場合は、空き家を
紹介して人が入るとか、仕事を紹介して人を受け入れっていう形で
はなくて、まずは地域を知ってもらうというところで、地域を知るた
めに色んなお宅訪問していただいて、お互いに意思の確認であった
りとか、相互理解っていうのを深めることを優先としておりまして、
そういった中から地域の担い手であったりとか、仲間づくりに繋が
るような受け入れの仕組みをさせていただいております。それ以外
にも様々な体験の受け入れもさせていただいております。次に定住
体験の為の拠点の整備もさせていただいていまして、平成7年には旧
の籠小学校を改修して籠ふるさと塾を開設しまして、短期滞在施設
として活用しています。移住希望者については、1年間の入居の期限
を設けまして、空き家とか農地の確保をできる施設となっておりま
す。お試し住宅の整備も昨年度ですが、総務省の過疎地域等集落ネッ

トワーク形成事業、支援事業というのを地区で、国の事業を取りに行
きまして、南平野地区、口色川地区で空き家の修繕っていう活動をさ
せていただいて、お試し住宅を整備しました。なので、ふるさと塾と
合わせまして、各地区、東部、中部、西部と言う形で拠点の整備を現在
進んでいまして、移住交流の受け入れ体制の充実を図っています。そ
れ以外にもさまざまな活動が展開をしておりまして、色川の広報、情
報発信のところでは、広報通信班というものを組織しまして、地域新
聞の発行、それ以外にもホームページの活用や、色川だより、色川出
身の方へお届けする冊子の発行などもしております。情報発信を地
域住民主体でしておりまして、そういった取り組みの結果として移
住定住の問い合わせや取材、視察へも繋がっておりまして、地域側と
しても地域のこれまでの再確認ができるような色んな情報発信に
なっておりますので、地域内外に共にいろいろな波及効果がある取
り組みかなと思います。また政府の人的支援制度も活用しておりま
して、地区主導で集落支援、私、委員会の事務局を集落支援の制度を
使って今させていただいているんですけど、制度自体は2009年から
で地域おこし協力隊については2010年から地区で活用をしており
ます。特に協力隊に関しては地域活動の円滑化であったり、地域のこ
れまでの記録保存の実現化みたいなところに業務の重きを置いてい
ただいてますので、3年間の任期なんですけども、任期が終わった後
は地域のことをよく知った人材として定住していただくことが多い
ので、確かな担い手となっていただいているのかなと思います。活動
の特色ですが、明日行っていただけば分かるかと思うんですけど、本
当に山を切り開いて時間をかけて築かれた棚田で、そこに農地があ
り、家がありっていう地域なので、そういった1000年の歴史に築か
れた文化もありますし、自然が豊かな中での山里の暮らしもあるか
なと思います。また、周囲から隔絶された山間地域になっているの
で、人の繋がり、お互いさまとかっていうのがよく色川でも聞かれる
んですが、そういった人の繋がりっていうのがエネルギー源で地域
の活動をしているっていうところかなと思います。住民主体で地域
づくりを進めておりまして、色川の特徴である暮らしの場、誇るべき
暮らしの場を守り、どうやったら次に次の世代に繋げていけるかっ
ていうところを住民一体となって課題に取り組んでおります。繰り
返しになるかもしれないんですが、移住者の受け入れっていうのが
仲間探し、地域の課題が色々ある中で移住者を受け入れて、地元も移
住者も一緒になって色々な課題に取り組んでいて、それを共に仲間
として取り組むことで色川らしさを守り受け継いでいく。それが仲
間探しだと捉えておりますので、人が増えればいいとかっていうだ
けではなくて、しっかりと地域に溶け込んでほしいっていうのが、移
住者受け入れの地域の思いなのかなと思います。活動の成果ですが、
移住者が182人で人口の59%を超えております。もう若い世代の移
住者が多く、区長、委員会、消防団、青年会などにも移住者が担ってい
るところが多いです。保育所、小中学校も存続しておりまして、先ほ
どありましたが、合同の校舎が新築をされており、棚田の保全であっ
たりとか、伝統文化の継承であったりとか、有機農業される方が多い
ですので、有機農業農産加工品であったりというところで産業の振
興もしている状況です。活動の成果と広がりとしては、移住者、移住
される方が一緒に仲間となって、地域の課題にこう前向きに取り組
むっていうところが広がっていくと、棚田を守ろう会、今回のサミッ
トのこともそうですが、棚田を復元してという活動をされたりとか、
色川山里文化クラブで文化的な催しを企画する団体活動が広がった
りであったりとか、語り継ぐ会、色川のある歴史を繋いでいこうとい
う活動をするなど、仲間が増えることで様々な活動が多く展開され
ていくというのも広がっていくというのも特徴であって、それ自体



全国棚田（千枚田）サミット
第28回

那智勝浦町in

が地域全体の活性化、地域力の向上につながっていると思います。最
後に活動と今後の方向性について説明させていただきます。住宅、農
地の確保、この辺今日のテーマに近いかなと思うんですけど、やはり
先祖代々の家を提供するという抵抗感や、管理がなかなか行き届か
ない空き家、農地っていうのが増えていっている状況です。それこそ
優良な宅地や、農地の確保が困難となってきております。これについ
ては後ほど話あるかと思いますが、定住世話人いう形で定期的に持
ち主の方と交渉や連絡をしていただく方が色川で数名いらっしゃい
ますので、そのそういった地元の色んな交渉とか繋がりの中で、空き
家が何とか見つかって移住者が入ってきているという状況かなと思
います。2つ目、産業振興雇用の確保のところでは、有機農産物の高付
加価値化などブランドの確立などをしております。都市準備との交
流促進のところも棚田を守ろう会で色んなイベントで交流もしてい
るかなと思うんですが、全国的に色々なイベント、田舎暮らしのそう
いった交流が増えてきていますので、色川自体はちょっと新規定住
者の問い合わせ自体が減ってきているという状況なので、またそれ
についても色々対策というかどうしていくかっていうところがこれ
からの課題になってくるかなと思います。地域としては町とか県と
かも積極的に連携をしまして、またホームページとかSNSとかを活
用して地域主体でもう少し情報発信に力を入れたいと思っておりま
す。鳥獣害対策も猪、鹿、猿が深刻な山間地で深刻になっておりまし
て、資金や人手不足というのも他の地域も同じかなと思うんですけ
ど、そういう状況です。色川の場合は中山間の直接支払制度を活用し
たりしながらではありますが、地域住民主体、主導で色川鳥獣害対策
協議会を組織したり、明るくする会などを組織して山林防止であっ
たりとか、集落周りの山林を切って明るくして暮らしやすい地域を
作っていこうというのを住民主体でしている対策をしているところ
です。そして、今後の方向性についてですが、村の暮らしを繋げてい
くと本当に村の暮らしというのが年々ですが、様変わりしてきてい
るのかなと思っています。特に色川の場合は、本当に地元の方が高齢
化と人口減少で、先祖代々守ってきた人たちがどんどん減っていっ
ている状況です。それに伴って、伝統や慣習や知識、技術、人のつなが
りっていうものが失われようとしているのかなと思います。なので、
ただ移住者を受け入れて人口を増やすのではなくて、色川らしさ、地
域らしさを次の世代へ繋げていく為、その担い手づくりだと捉えて
活動をしております。これも繰り返しですが、地域の仲間探しと捉え
ています。自給自足や自然環境に憧れて田舎暮らしを目指す人が増
えているのかなと思います。それはそれで大事なことかなとは思う
んですが、それと伝統、風習、地域の思いを大事にして、地域の課題に
一緒になって取り組む仲間を増やしていくことがより大事ではない
かなと思っています。なので移住者の受け入れは地域の仲間探しだ
と捉えております。そして、実力の向上と書かせていただいています
が、移住者の受け入れっていうのは村の消滅を防ぐ一次的な方策で
はないかなと思います。自信と誇りを持ってふるさとで生きていく。
かつての農村社会にあったような流れに戻すことが必要ではないか
なと思います。住民が協力して自ら地域の課題に取り組む活気ある
住みよい村づくりをしていく力、自治力というものが不可欠だと思
います。そして、最後、村の応援団、情報発信とか、今回も色々な地域
から来ていただいているかと思うんですけど、地域間連携なかなか
難しいんですけど、地域同士がしっかりつながってその繋がりを強
化して、それぞれの村に足を運ぶ人とか、村に留まる若者を増やして
色川に移住するんじゃないかもしれないけど、自分のふるさとに目
を向ける村の応援団っていうものを増やしていく必要があると思っ
ています。そして、村と村、村と町が協力し合って、色々な多様なつな

がりによって、全国の村が再生して活性化の取り組みへとつながれ
ばいいと捉えて委員会としては活動をしている次第でございます。
以上でちょっと足早になりましたが、事務局から色川の委員会の取
り組みの説明をさせていただきます。以上です。
【佐久間氏】
はい。大西さんありがとうございました。どういう経緯で移住定住の
受け入れが始まったのかということと、特に仲間探しとしてずっと
活動されてきたっていう、お話をいただけたかなというふうに思い
ます。前半戦この後、お三方お話を聞いてまいりたいと思いますけれ
ども、移住定住の受け入れについてということで、最初のトピック考
えてございます。最初はあの耕人舎さんから物語が始まったという
ところでお話しいただきました。最初に委員会の副会長の原さんに
お話をいただきたいと思っています。原さんはあの初期の頃、81年の
頃と聞いておりますけれども、移住をされて見えました。その後、午
前中のお話もありましたけども、棚田を守ろう会ですとか、地域再生
ネットワークというNPOや色んな地域づくりの活動に取り組んで
こられました。今ではお子さんお二人が鳥獣害の対策ですとか卵の
生産ですとか、きちんと暮らしを立てていらっしゃいます。ですので
原さんにはその最初の頃といいますか、耕人舎さんから委員会設立
ぐらいまでのお話、概要は今、大西さんからあったんですけども、特
にその当時の様子ですとか、エピソードなどあればお聞かせいただ
きたいと思います。じゃあ、原さんお願いします。
【原氏】
原と言います。よろしくお願いします。私、ちょうど43年前に移住し
てきて、その当時26でして、今も70近くになってもう早いもんやな
と思っています。その当時、私、兵庫県明石出身なんですけど、結構耕
して暮らしたいなというのがまずもってあったので、探して回った
んですけど、ほぼ農協、行政、役場ですね。農協とか役場とか回っても
完全な門前払いの時代でした。農業っていうのは農家が代々受け継
いでやっていくもんだというのが決まり文句で、ほぼ諦めかけとっ
たんですけど、たまたま、この色川の地を知って、もう既に移住され
ている方がおられるっていうことで訪ねたのがきっかけなんですけ
ど、ほぼ田舎暮らしという言葉がまだなかったですから、かなり受け
入れている地域としては、もうほぼ日本で指折り数えても少ない時
代でした。今、話の出た耕人舎っていう組織が最初に入られて、そこ
の実習生のような格好でしばらく居たらええよと言ってくれたの
で、本当に嬉しくて、それから暮らし始めたんですけども。その当時、
地域の移住者って言っても、まだ耕人舎の方5、6名と俺らぐらいで
したんで数名ですよね。地域の人たちともちょこちょこ関わりは持
たせてもらう中で話もしていると、何でこんなとこきたん、お婆ちゃ
んに言われて、いえいえもう最高ですよって、夢があって、こう色々
と話したんですけど、何かこう怪訝な顔をされて。最後にあんた町で
何か悪いことしたんかって言われたんですよ。色々、特に年配の方と
話すと、それに類する何でこんなとこっていう言い方をされたんで、
正直自分は耕して暮らしたいというのがあったので、非常にちょっ
とショックやったですね。色々、村の中でも行事があるんですけど、
そういうとこで集まりをされていると、もう、うちの子は町行ってえ
え会社入って偉いさんになってねって、そういうのがちょっと自慢
な話になって、それで地元で山仕事をして俺らにすると、山道も全部
分かってるし、これまでのことも知ってあるし、非常に頼りになる人
達なんですけど、その親御さんはうちの子、間に合わんからここに居
るんやっていう言い方をされて、本当にこう段々と田舎の、それは恐
らく日本中そうやったと思うんですけど、田舎の現実っていうのを
非常に感じ出しましたね。やっぱり正直住めば住むほどいいなと
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思って、でもフタあけると、小学校がその当時さっきの話もありまし
たけども、保育所がもう本当に人数がどんどん減る。その内、小学校、
中学校も当然減ってくる、学校消えてくという状況が分かってきて、
入って5年目に結婚して子供がポコポコとできたんですけども、よく
考えると同級生がほぼいないんですよね。これ先々どうなるのか
なっていうようなことを考えたんが、地域のことに目を向けたのが
きっかけやったんですけども、本当にそれからいろいろ話をさせて
もらって、今、話のあった耕人舎さんを経由して、私のような移住希
望者はやってくるという流れだったんですね。だけども、受け入れた
方達、移住者を受け入れるっていうことを決断して動かれた方達っ
ていうのは地域のごくごく一部の方達だったんですよ。その方達の
おかげで俺達も入れたんですけども、少しずつ俺のような人が訪ね
てきては入るようになって、ちょうど10数年たった頃に10数軒移
住者が増えてで子供を入れると50人ぐらいになった頃にあちらこ
ちらでこれはもう酒飲みながらやりとりしていると出てくる本音み
たいなのあるんですけど、お前らみたいなよそもん村になっていく
のはちょっと我慢ならん、という話がちょこちょこ聞こえるように
なって、これ人が増えれば増えるほど、地域の人らとの軋轢が増すな
というのはすごく感じたんです。そうなると、これ大変なことになる
なということで、さっきの話のあった委員会の中で定住促進班って
いう組織を作って受け皿を、移住希望者に対する対応を地域として
やると、もし、いややったらもう断ったらいいし、地域が最初に対応
して答えを出していく。そういう仕組みに変えた方がという提案を
させていただいて、その中で取り掛かろうかという話にはなったん
ですけど、実際にその猛烈に反対をされいてる移住者受け入れには
横を向いている人たちと直で話をさせていただくと、よそもん村に
なってしまうっていうことも。意見としては表面的にぽっと出るん
ですけど、本音のとこ聞くとやっぱり色川が色川でなくなってしま
う、それはやっぱり我慢ならんという風な雰囲気がもう共通項だっ
たんですね。だとしたら入ってくる人たちにやっぱり色川が大切に
してきたこと、大切にしているものを先ほどの色川らしさっていう
話がありましたけど、そういうものを大事にする人たちに入ってい
ただいて、それで仲間として受け入れていく、やり取りをしっかり重
ねながら受け入れていく。そういう流れだったらどうですかといっ
て、何とか首を縦に振っていただけるような雰囲気に徐々になって
やっとこさ、地域で受け入れるという話になったんですけども、やっ
ぱりその時に反対していたけども、やっぱり受け入れていこうかと
いう気持ちになっていただいた方々に、もうとてつもなく俺は感謝
しています。逆に言うたら、その方達もみんな死んでしまったんです
けど、今思うのはやっぱりそういう思い、地域らしさ、その地域が
持っている大切なことをしっかり大事に思ってほしい。それを次に
繋いでほしいっていう思いをやっぱり自分も受けて今いるので、だ
から何とかそれをこれからも入ってくる人達に対してうまく伝えら
れないかなというのが今一番自分が思っていることです。そういう
経緯ですけども思うのは、たった一人でも恐らくその移住者を受け
入れようという決断を当初されたのはごく一人二人なんですね。
たった一人でもやる気のある人が本気で何とかしようと思う人がい
れば、その地域はやっぱり何か動きが出てくると、もうつくづくそう
思っています。ぜひとも棚田を守るっていうのは、結局そこを耕し、
耕しながら暮らす人というのを何とか確保していかないと遺跡にな
りますからね。繋ぐ棚田遺産というのも繋いでいくのには、その遺産
を現実、自分が耕して暮らすんだっていう人はしっかりと得ていく
事をしないともう意味ないと思うんですよ。本当に地域を守るって
いうのはどういうことかというのは僕つくづくいつも考えているん

ですけど、人を増やしたら守れるって絶対違いますから。その地域が
本当に守られるってのはどういうことか。その為に自分は何できる
のかということを、やっぱり一番は地元の人。先祖代々抱えた人達。
その人たちがしっかり一歩踏み出していただけるかどうか。それで
棚田も含めて地域が大事にしているものはきっと守られていく流れ
に繋がると思いますので、その辺共有いただける方が一人でもあれ
ばありがたいなと思っております。以上です。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。あの移住の初期の頃からずっと今お
話いただきましたけども、思いを持って受け入れてくださった地域
の方のお話と、恐らくそういう方々とまっすぐ向き合ってこられた
原さんのお話だったかなというふうに思います。では、次にですね。
じっくりもっと伺いたいんですが、全体の尺がありますので進めて
まいりたいと思いますが、次に副会長の浦さんにお話を聞きたいと
思います。浦さんは地元のご出身なんですけれども、東京の大学を出
られて町役場の消防職としてお勤めでした。その後、色川の出張所の
所長さんになるんですかね。今、南平野というところで農家民泊を営
まれております。浦さんにはですね。その出張所時代の地域の受け入
れのことですとか、大西さんからもありましたけれども、籠ふるさと
塾の受け入れ状況のことですとか、地元での受け入れ状況ですとか
をお話しいただければと思っております。じゃあ、浦さんお願いいた
します。
【浦氏】
浦です。どうぞよろしくお願いします。私はこの色川で生まれ育ちま
した。しかし、生まれ育ったのは子供時代にありますね。ですから、色
川の昔からの暮らしとか文化とか、そういうのは子供心で知ってい
る程度ということで、色川は広い地域ですから、色川全体を把握す
るってことはできていませんでしたし、ごく一部の私が生まれ育っ
た大野区とか、その隣の口色川区とか、そういう小学校校区の範囲内
での暮らしが私は色川での暮らしという風な形になっておりまし
た。そして、私が仕事を消防職という仕事に就いたわけなんですけれ
ども、私は色川でやはり暮らしていきたいという風な思いがありま
したけれど、消防職という職業柄、やはり町場の消防署に近いところ
で居を構えなければいけないという風なこともありましたので、私、
消防職に２6年勤めたんですけれども、町場の方で暮らしておりまし
て、色川については親が農業をしている関係上、休みの日には手伝い
をするという風な形の中で、色川との行き来をしておりました。そう
いう中で色川がその移住定住に向けての取り組みを昭和52年の最
初の移住者から始まって継続して移住者を受け入れてきたと。そう
いう流れの中で色川の住民も少し高齢化し、そしてやはり活動する
範囲も少なくなってきた中で移住してきてくれた若い人たちが地元
民に変わって色川を良くしていこうという風なことで色々こう地域
活性化に取り組んでおるという風なことが日々感じておるような状
況で、私は町場の方からのこう色川地域をこう見ておりました。そう
いう中で私も色川で生まれ育った身でありますから、やはり色川の
ために何かやっぱりかかわりを持ちたいという風な思いがこう少し
ずつこう強くなってきました。それから私が50歳の時に消防職から
役場の一般職の方に勤務を変わることができまして、そして51歳か
ら59歳までの8年間、色川の出張所に勤務をすることになりました。
その8年間というのが私にとっては、今までのかけがえのない財産と
なっております。やはり色川地域の中で地域住民、元々の地域住民と
移住してきた人たちとの共同作業というんですかね、色川を良くし
ていこう、そういう風な気運が醸成されている中で、移住者の受け入
れという風なことの事務局を役場の出張所が担うことになりまし
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た。これは当初はなかなか移住者が来ていただいても住むところが
なかったという風な中で地元からの要望で旧籠小学校を改築して、
そこで籠ふるさと塾というような一時的に滞在できる施設ですね。
これを建設していただいて、そこで1年間の期間の中で住んでいただ
いて、そして色川を理解していただく。そして自分に合った地域にこ
う農地と住宅をという風な形の中で住んでいると。住む施設として
活用していたんですけれども、それでもなおかつ空き家がないとい
うようなことの中で、これも地域からの要望ですけれども、ふるさと
定住住宅という風な住宅を町の方に要望しまして、全部で9棟ですか
ね。9棟の住宅を建設していただくという風なことで、徐々に移住者
を受け入れる体制が整ったという風なことになります。そういう中
で私も移住者の受け入れの窓口として、移住者の対応をさせていた
だくという風な形の中で8年間務めさせていただきました。そして、
私も色川で生まれ育ったけれども、やはり色川地域全体を知るとい
う風なことはなかったので、やはりこう常に外に出向いて地域の人
たちと関わりを持って、そして地域の人たちと定住者、定住希望者と
の架け橋に少しでもなれればなという風な思いの中で8年間務めさ
せてもらいました。そういう中で移住者が徐々に徐々に増えてきま
して、籠ふるさと塾という施設の活用も、そしてふるさと定住住宅の
活用も結構利用していただけるような状況になり、さらに一般の住
宅の空き家活用にも繋がっておるという風なことで、私から大西さ
んの方にバトンタッチをしていただくような形の中で、大西さんの
方で移住定住を頑張っていただいております。そのことによって、荒
廃している農地の活用や、そういうことも含めて色川が少しでも元
気な地域になるという風なことを一個人としても感じております
し、これから入ってくる人たちに色川をまた今後の色川の活性化に
つなげて頑張っていってもらいたいなという風な思いで現在いると
ころでございます。どうぞよろしくお願いいたします。
【佐久間氏】
はい。浦さん、ありがとうございました。ちょうど出張所にお勤めの
時の定住希望者との架け橋というのがキーワードでいただけたかな
というふうに思います。次に定住促進班の大久保さん、現在委員会
で、その受け入れの窓口をされているところの大久保さんにお話を
伺っていきたいと思います。広島のご出身で東京の勤めを経て移住
されております。何度かお話が出ておりますけれども、定住希望者と
地域の方をつなぐ役割を務めておられます。途中、あの15軒訪問で
すとか、地域としての受け入れという話は幾つか出てまいりました
ので、その辺りの実際のところ、あるいは何か課題等を含めてお話し
いただければと思います。
じゃあ、大久保さんよろしくお願いします。
【大久保氏】
大久保です。よろしくお願いいたします。定住を促進していく今、受
け入れをやっている窓口と言うかそういう担当になるんですけれど
も、なぜ定住促進というのをこれだけ頑張ってやっているかという
と、先ほどからもお話がありますように、我々仲間探しをする担い手
を入れたいということと、そのただ入れるだけではなくて、やはりそ
の地域の色川らしさを繋いでいく、そういう人を確保するために
やっているところです。という中で、定住促進のやり方の恐らく
ちょっと特徴になるんじゃないかと思うんですが、一つは定住受け
入れ活動を我々住民自身がやっているということです。恐らく多く
の地域で今やもう受け入れをしているところはたくさんあると思う
んですが、恐らくその行政の方が中心になってやられているんじゃ
ないかと思うんですが、その辺は我々のところは先ほどのような頃、
地域を守っていきたいという中での担い手づくり、それの為に受け

入れをしているということで、我々自身が受け入れていきたいとい
うことを今受け入れ活動をやっている一つの大きなやり方になるだ
ろうなと思います。それと、もう一つ15軒のもう何度かこう色川の
紹介の中で聴かれたと思うんですが、その15軒というのは、今こち
らに色川に住んでいる地元の方を中心に最初はやっていたんです。
だんだん軒数も減ってきたんで、新規で入ってきた移住者のところ
にもかなり行くようになりましたけども、地域の中のメンバーが受
け入れ活動をしていると、そういう意味で15軒の訪問を移住希望者
の方にはしていただいてます。15軒も回るって大変なんですけども、
実は何で15軒かと言われるとあれなんですが、ちょっと前までは10
軒ぐらいだったんですけど、今15軒になっています。実はその定住
促進班の今班長という形でやっていますけども、私、実は1991年に
定住班ができて地域で受け入れるという中で5代目になるんですけ
れども、隣にいる原さんが2代目ですかねということで、もう91年だ
からもう30数年たっているんですけども、そういうちょっと受け入
れ自体ももう歴史があって、実はその受け入れ仕方も少しずつ変
わってはいます。そんな中でやっているということで、近年はちょっ
とコロナがあったので、実はその15軒回ったりとか、あるいはその
前に定住班との面談をしてもらったりしているんですけども、どう
してもその人とのふれあいと言うか密着した対応をしたりすること
が多いので、なかなかやりにくくて受け入れ対応が難しかったのが
少しこの2、3年前からありました。問い合わせ自体はそれなりに
あってですね。難しいながらも入る前に2週間、ちょっとどこかで待
機してもらったり、そんなこともしながら、しかも15軒もある訳で
すけど、非常に大変なあれもあったんですけども、その中でも入居し
てくれた人が何人もいます。ちょっと最近の傾向という中で言うと、
やっぱり全国的にその受け入れが非常に多くなっているので、その
分以前の色川は、かなり先進でしたから問い合わせが非常に多かっ
たんですけれども、最近、件数は実は減っています。かなり減ってい
ます。今、色川の人口307人のうちの59％、6割が移住者で占めると
いうことになっていますけども、必ずしもガンガン入ってきている
という訳ではなくて、維持していく人口もちょっと厳しいぐらいま
でになってるんですけども。そういうところで今後でもどんどん受
け入れるかと、どんどん優遇策を出していくかということではなく
て、基本的にはやはり地域の担い手になってほしい、その中で色川ら
しさを引き継いでやってくれる、そういう人たちを受け入れていく
ということでは、ある意味単なる担い手を増やしていくということ
だけではないやり方を取っているのは現状です。先ほどの定住して
もらう為のプロセスとして15軒訪問してもらうという、その狙いな
んですけども、これはその移住希望のある人っていうのは移住した
いという思いを持っている。我々側はその移住者を受け入れたいと
思っている訳ですね。だからうまく行けばすぐにそのようになるん
ですけども。ただ入りたい人も果たしてここでやっていけるかどう
かが、この地域で自分が本当に思い描いている暮らしができるかど
うかという不安を持っていたり、受け入れる側も受け入れたいんだ
けども、こう果たして受け入れられるかどうか受け入れるというの
は地域が受け入れるわけですから、その受け入れられるかどうかっ
ていうのをこうある意味、その15軒の訪問をしてもらって色々話を
してもらう。その中で判断をして、だからどんどん受け入れればいい
条件をどんどん出せばいいというようなやり方は取っていません。
そういう意味でそのうち移住者の方が１5軒訪問をしてもらう時に
気を付けてもらっていることもあるんですよね。地域を知ってもら
う、人を通じて色んな話を通じてあるいは見て体験して農業体験的
なこともやりながら話をしたりすることもあります。そういうよう
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なことをしながら知ってもらう。そういう意味で今その移住者の人
にとっての関心の一つというのは、どこに住むかというようなこと
で物件がいいか悪いかが結構頭の中にあるんですね。それを、この15
軒回る中では、いわば物件探しをしてもらうことはないようにしな
いようにお願いをして回ってもらっています。勿論、もうここに入り
たいということで決まってくれば、その後程、その先ほどの籠ふるさ
と塾に最大1年間借り定住をしてもらって物件探ししてもらうんで
すけども、この15軒のプログラムをやる時は物件探しをしないよう
にというようなことは、ちょっとお願いをしながらやっています。と
は言え、その対応する側があそこいい物件あるよっていうのを
ちょっと紹介したりすることもなくはないので、そんなに堅いこと
は言えないとこあるんですけども、地域をとにかく知ってもらう。結
局、私も20数年前に入りましたけども、その当時東京にいたんです
けども、こっちに入る時にどんな家がまあ景色がいいとか、目の前に
川があるとか、農地が広いとか、そんなのもありましたけども。でも
入ってみたらそういう問題じゃなくなるというのが分かりますの
で、是非その人と人とのやり取りなんかも大事にしてもらうこと。そ
んなことも含めて色々お願いして受け入れの段階で最初定住訪問の
面談をやって、色んなことも話をして、特にやっぱりいざ入居すると
なると入った時は、その地域の人とうまくやってもらう。仲良くして
もらうことのお願いをしたり、あるいは最近、移住希望者の人にこの
地域に入ったら出役っていうのがあるという話をして聞いたことの
ない人が結構多いですね。だから地域に入ったら必ずそういう地域
を守っていくための一つの活動でありで、その出役を通じている人
との交流が深まることもあるし、非常に大事な部分なんですけども、
そんなことがあるのかという話も含めてするようにしています。そ
の中でかなり面倒といえば面倒なんですけども、その移住希望者の
人とのやり取りで、その15軒訪問する前の定住班とのやり取りの中
で一旦帰ってもらって、ちょっと考えてもらって、もうそれで、もう
やめるという人もいます。15軒回って、やっぱり私もこういうところ
には住めませんという人もいれば、是非入りたいという人もいれば、
そういう色々判断してもらう場面も作って、ある意味丁寧と言えば
丁寧だと思うんですけども、時間を掛けてその辺は受け入れ側で実
現できるような形にはしたいなと思ってます。以上です。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございます。はい、15軒訪問の勘所といいますか物
件探しではないというところが今日いただいたキーワードかなとい
うふうに思います。15軒訪問を経て、いよいよ定住を決められたって
いう時に今日冒頭お話ししたような住まいの話になっていくわけで
すけれども、定住世話人というこれもあの大西さんからお話があり
ましたが、出て行かれた所有者の方と地域の間に立っておられる役
のお二人に順番に話を聞いていきたいと思います。まず、最初に大野
地区の定住世話人である大東さんにお話を伺えればと思います。大
東さんは大野のご出身で、一時期東京でお勤めされたんですけども、
大野に戻ってきておられます。何かやりとりしながらの方がいいで
すかね。はい、じゃあ、まずお伺いします。大野の空き家の状況って言
うか。まただんだん増えている感じというか、どんな状況か。
【大東氏】
これ4年前に調べた時には30軒ぐらいありましたけど、現在は25軒
ぐらいかなと思っております。
【佐久間氏】
大野の世帯数ってどれぐらいですかね。
【大東氏】
もう40切れているのかな。38世帯ぐらいだと。

【佐久間氏】
38あって、じゃあ、もう同じ数よりちょっと少ないぐらい空き家があ
るっていう感じですね。
【大東氏】
そうですね。このうち13軒ほどはかなり修理しないと入れないとい
う状態ですね。
【佐久間氏】
その件数、今、数字が出てきたっていうことは、やっぱり大野では何
て言いますか、空き家の状況を把握されているというか、地域の皆さ
んで1軒ずつ見て回っておられるっていうことですかね。
【大東氏】
そうですね。これ僕、若い頃は僕の先輩達が空き家の紹介をしていた
んですが、先輩達も、もう亡くなった方もおられますし、地元でここ
の所有者はどこに聞いたらわかるかっていうのは、やっぱり地元の
人でないと分かりにくいところがあります。結局、私があちこち調べ
て所有者と話し合いをしているという状態で都会なので、その空き
家の状況を今後どうしますかというアンケートを調べて出させてい
ただきましたけど、回答があったのは8件ぐらいしかありませんでし
たね。それ以降、連絡を取ってないので、今改めて今後所有者の人に
今後の空き家をどうしますかという働きかけを今やっているところ
です。今、そういう感じですよね。
【佐久間氏】
分かりました。大体、その20軒とか30軒ぐらいの空き家の方にアン
ケートを配られて8件ぐらいの回答。
大体どんな感じなんですか。8件の回答は。
【大東氏】
まあいろいろありますけど、まあ家が片づけていないんで、そのまま
にしておくとか、もう、そのまま放っておくというのもありました
し、まあ親が、体が悪くて、まだ悪いんですけど、元気なので親が生き
ているうちにはちょっと売れないとか、そういう形でなかなか売っ
たり、今売るとか貸すとかって言うのはちょっと難しいということ
もありますし、もう全部売却したいというところもあるんですが、
ちょっといい建物だと金額が張っていきますので、その移住者が家
を購入する場合の金額の査定が難しいんですよね。だから、そういっ
たところが非常に問題ですね。
【佐久間氏】
なるほど。これは貸してくださる場合っていうのもあるわけですか。
【大東氏】
個人的には、もう貸すというのは僕はどっちかというと、もう売却を
した方がいいというように所有者には勧めてはいるんですけどね。
【佐久間氏】
なるほど。
【大東氏】
なかなか空いているし売りたいと言いながら、では、いくらですかっ
て言ったらなかなか返事がないとかね、非常にその辺が売りたいの
か、売りたいとは言ってるんですけど、なかなか金額を出さないと
か、そういうところもありますのでね。だから粘り強くしていかない
といけないなとは思っています。ただ、タイミングもありまして、今
までは、もう絶対売らんよというような話をしていても、急にパッと
売りたいという、そういうところも出てきますので、その辺、常時こ
う連絡を取り合いしていれば、物件が動く可能性はあるのかなとは
思ってはおりますけどね。
【佐久間氏】
じゃあ、日頃そうやって所有者さんと連絡を絶えず取りながら、片方
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で15軒訪問で回ってこられた定住者の方とタイミングが合えば、引
き渡す。
【大東氏】
そういうことですね。ちょっと全国的に移住を求めているところが
たくさんありますし、色川地域よりも環境もいいので、現在、色川地
域も先ほども言われていましたけども、希望者がちょっと少なく
なってきております。そういうのをいかに増やしていくかというの
が今後の問題ですし、また、そういう人が来た時に2、3軒は必ず所
有者の意向を得て、この家は貸したり売ったり、そういう2、3軒は
常に持っておかないと、せっかく移住者が来た時も家がないんじゃ
住めないんですねと言って帰られるということもあるかと思うの
で、その両方をうまくやっていく必要が今後あるかなとは思ってお
ります。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。
はい。お待たせしました。新宅さんにマイクをお願いしたいと思いま
す。あの委員会の会長もお務めであるのと同時に、口色川の定住世話
人でもいらっしゃいます。口色川ご出身で大阪でお勤めのあとU
ターンされて林業に従事されているということと冒頭少しお話しし
ましたけども、集落の周りの林業をお勤めだということもありまし
て、木を切って集落を明るくするような活動も誰に頼まれるわけで
もなく、地域に思いを持って取り組まれております。じゃあ、新宅さ
んにも同じようにお話を伺っていきたいと思います。今のみたいな
感じでいいですかね。じゃあ、口色川の空き家の状況とかいかがです
かね。
【新宅氏】
はい、空き家は今20軒ぐらいかな、世帯でいうと44、5軒、今住んで
おられますし、20軒ぐらいが空き家です。
【佐久間氏】
じゃあ、全数60世帯って、60ぐらいの家の3分の1ぐらいが今空い
ているってことですかね。わかりました。じゃあ所有者さんとのやり
とりの状況というのはどんな感じですか。
【新宅氏】
やりとりは今、向こうの方から若い時は連絡なかったんだけども、も
うお墓も持っていくんやよ、もう処分したいっていうのが多いです
ね。処分したいっていう中で、一番困るのは家だけじゃないんです。
農地、そして畑、農地やね。山林、山ももう全部処分したいということ
で持ち主さんにその山の境界分かりますか言うたらわからんね。そ
れが問題になっているけども、こちらで調べて買い上げるっていう
方向が今多いです。
【佐久間氏】
そうすると新宅さんから連絡するというよりも、向こうから相談を
するというか、逆に言うと新宅さんがその定住世話人として活動さ
れてきて、新宅さんに連絡すれば何とかなるやろうっていう言い方
がいいか悪いかですけど、そういう関係で向こうからご連絡いただ
くことが多くなっている。
【新宅氏】
はいそうです。
【佐久間氏】
大体どんなもんですか。20件あるとすると、年間でいくと何件ぐらい
ご相談があるんですか。
【新宅氏】
相談は多い時は2、3件あるけども、帰ってきた時に、あれ売りたいん
やけど、どうやろうとかっていうことがある。年間どんな場合もあり

ます。
【佐久間氏】
分かりました。大東さんから売りたい時の値段が難しいみたいなこ
との課題の御指摘ありましたけど、新宅さんはそういう時どうされ
ているかというのは。
【新宅氏】
そこのおじいちゃん、おばあちゃんの場合は長男も呼んでください
と息子さんもいれて三人で話しましょう、言うてまあ大体あそこの
家いくらやったんやよとか、いろんな話し合いの中で思い切ってこ
ちらから値段を提示します。まあ、林業の方、山の場合は僕プロやか
ら、すぐ分かります。
【佐久間氏】
その値段を提示してどうですかね。移住者さん移住希望者さんが買
われる場合とそうじゃない場合というか、新宅さんが買われる場合
もあるっていうふうに聞いているんですけど。
【新宅氏】
殆ど、もうこちらが買い上げて。それで貸すっていう。賃貸で貸すと
いうのが多い。殆どです。
【佐久間氏】
この場で聞いていいかあれですけど、どれぐらいの件数ですかね。新
宅さんが買われている件数というのは。
【新宅氏】
ざっと20軒近くかな。
【佐久間氏】
それはじゃあ買われた後、移住希望者というか定住者の方に貸され
ているっていうことですか。
【新宅氏】
はいそうです。今、入ってない家も3、4軒あります。
【佐久間氏】
それはちょっと私は何度かというか、何度となくお話を伺っている
んですけれども、どんな思いで、なかなか簡単にできることではない
かなと思うんですけれども。
【新宅氏】
僕は、その生まれ育ったとこなんで、そして新規の人達が来て田舎を
守ろうというのがすごい、肌身に感じるので、とにかく僕も地元なん
で生まれ育ったとこを残したい。まして子供も跡継いで地元に残っ
てくれたので、何とかふるさとを残したいっていう、ええかっこう言
うんやないけども、その思いでやっております。
【佐久間氏】
もう一つお伺いしたいのは、その想いの中でもいろいろ難しいこと
とか日々のことですとか、なかなか大変なことも多いんじゃないか
と思うんですけど、何かその辺のご苦労ですとか、何か課題といいま
すか。
【新宅氏】
いや、いっぱいあります。
だから、その問題を解いて前へ進むのが役目なんで。言うたらキリが
ありませんので。
【佐久間氏】
わかりました。はい。ありがとうございます。なかなかその空き家の
問題って全国いろいろ空き家だけじゃなくて私有財産というか農地
も含めてだと思うんですけれども、先ほどの有田さんのところでも
所有権が出ていってしまうことの課題ってお話があったと思います
が、一度出ていったとしても、あの大東さんや新宅さんのような定住
世話人の方が定期的に連絡を取りながら、地域のために使えるよう
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に日々連絡を取っていたり、お声かけしたり、場合によっては身銭を
切って次の担い手のためにということをされているということでの
色川のお話を伺ってまいりました。ここで少し岸上先生にコメント
をいただきたいと思います。農業経済のご専門ですので、私よりも本
来はあっている気もしてまいりますけども、食品の流通ですとか、都
市農村交流ですとか、地域づくりの戦略と、ご専門にされております
し、大学で地域連携の取り組みも引っ張っていただいています。は
い。じゃあ、岸上先生お願いいたします。
【岸上氏】
はい。色川の人たちが色々とお話していただけますので、決して私は
サボっているわけではありませんが、佐久間さんの進行の妨げにな
らないように、もしくはあのフロアの皆さん、今聞いていておわかり
のように登壇していただいている6人のお話をまだ聞きたいという
とこがありますので、非常に簡単にだけコメントをさせていただき
ます。まず一つはですね。私も今、佐久間さんからあったように、学生
を色川に派遣したり、あと色川だけではなくて県なり、いろいろと派
遣しております。それは棚田も含めて学生を送り出しております。午
前中のお話でもありました交流人口であったり、関係人口であった
りというのは恐らく増えているはずなんです。増えているはずなん
ですけども、多分フロアの皆さんもそうですけれども、結局、その交
流人口だったり、関係人口がどんどん増えたとて本当に棚田だった
り、中山間地域が維持できるのかというようなところは私も常々
思っております。
その辺がですね。冒頭、原さんのところであったのかなと思うんです
けれども、色川っていうのはやっぱりきっちり定住人口を増やして
いる。この辺フロアの皆さんもどう交流人口、関係人口を増やしてい
くのは比較的取り組みやすいっていうところもあるんですけれど
も、それを定住につなげていくポイントがどこにあるのかなと。やっ
ぱりこう定住して棚田をきっちり耕す。今回のサミットのポイント
ですけども、耕す人がいないと外野ばっかり増えても仕方ないじゃ
ないか。いや、もちろん外野が増えるということは重要なんですけど
も、その辺どう考えたらいいのかなっていうふうなことは思いまし
た。それと、もう１点、色川の場合は、これも午前中も午後の大西さん
のお話の中でもありましたけど、結局、色川でいうと移住者の方が半
分を超えているという状態で、色川っていうのは多分、移住者は色川
の暮らしがいいから色川に移住してきたと思うんですけども、移住
してきた人が過半数を超えた時に色川ってどうなんだろうというと
ころが非常にちょっと棚田とは関係なくなってしまうのかもしれな
いですけども、その辺どう考えたらいいのかなっていうあたりのお
話をお聞きしていて思いました。本当はいっぱいコメントあるんで
すよ。あるんですけども、これ以上しても時間の関係上もありますの
で、これは空き家の話とかもいろいろ言いたいんですけども、ちょっ
ともう時間の関係もありますんで、サボっているわけではないです
よ。進行のために佐久間さんにお戻しします。
【佐久間氏】
ありがとうございます。じゃあバトンを受け継いで。皆さんに伺って
まいりたいと思います。岸上先生から2つポイントをいただきまし
た。1つ目は定住につなげるポイントはどこかということと、2つ目
は色川らしさをどう考えるのかっていうことでいただきました。こ
こから先、特にシナリオもないんですけども、どなたにお願いしよう
かなと思っているんすけど、どうですか大久保さん、その定住につな
げるポイントでお話しいただけますかね。
【大久保氏】
関係人口を増やしても、果たして移住につながるのかどうかってい

うような御質問だと思うんですが。実は、我々もその移住者の問い合
わせ、先ほど減っているという話もしましたけども、いろんな形で基
本的にはこう発信をしていかなきゃいけないなと思ってんですね。
発信していく中身は何をしたらいいか暮らしぶりを言ったりとか、
あるいはこんな仕事をやっているんだというような仕事を紹介した
りとか、そんなこともやりましたけども、今までの中で移住者の人た
ちに何で入ろうというふうに思ったのかというのを聞いた中で、全
てとは言わないんですけども、やはりその地域をつくっていく。こう
いう活動をいろいろやっているということに対して、非常に共感を
覚えたし、自分もそういうのにかかわりたいというようなある意味、
移住動機になっている人がいるんですね。そういう意味合いでもそ
ういう意味での発信をしていく必要があるだろうなと。今回の棚田
のこういう活動にしても、この棚田の活動の中である意味で関係人
口が増えています。その関わりの中で色川のことを知って移住した
いと思う可能性のある人は今までもあったと思うんですけども、そ
ういうことも含めて関係人口というのが増えるというのは、それ自
体が目的ではないかもしれないですけれども、そういう意味で移住
に結びついているとは言えると思います。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。関係人口から移住されている方もい
らっしゃるってことですか。分かりました。どうしようかなちょっと
じゃあ大西さんと原さんに色川らしさの話をちょっと振ってみたい
と思っています。あとは最後にもう一巡回る中で、それぞれお答えい
ただくような形でお願いしようと思いますので、ちょっとこの場で
はまず先に大西さんでいいですか。その色川らしさの課題というか、
地域での議論の様子ですとか、教えていただければと思います。
【大西氏】
はい。そうですね。先ほどは言ったように、やっぱり移住者受け入れ
ている数ではなくて、仲間探し、仲間づくりというところで地域の担
い手を作っていきたいっていうところで受け入れをしているかなと
思うんですけど、どうやったらその地域の仲間、課題に対して一緒に
なって共通意識とか共通課題とか、それを持っていけるかっていう
ところが課題かなと思うんですけども、元々は村での歴史が長かっ
たので、そういう難しいことをやらんでも、みんな田んぼやるにはみ
んな助け合って水をお互いに融通きかせて共同作業でやって自然と
その共同体で共通の認識、意識で、みんな仲間っていうところでお互
いさま、おかげさまっていうのが村にはずっとあったと思うんです
けど、そういった中で移住者が入っていくことで、多様な価値観が
あって、いわゆるこの個の時代といいますか、そういう社会全体とし
てはどこかに帰属する、どこかに所属してっていう帰属意識よりも
個々で成り立つのが、今、都会では特にそういう価値観かなと思うの
で、そういった個の意識を持っている方たちを地域としては受け入
れていくっていう中で、そういう村からもっと変わる帰属意識、自分
はどこの地区の誰々みたいなところを持って背負って課題に取り組
む。一方で、個々で入った方がそれぞれにいろんな活動とかそれぞれ
の課題で活動展開されるので、それはそれで大事なことかなと思う
んですけど、そこがどういったら、どうしたら一緒になってっていう
ところのこう育てていくというか、育む、醸成していくかというとこ
ろの一つが地域らしさ、地域がどうやって今まで歩んできたかとか、
どういう思いでそれこそ移住者受け入れてきたかっていうところの
色川の歴史から始まり、思いのところの色川らしさっていうのを
やっぱり再度みんなが目を向け、寄り添いながら、自分だったらと
かっていうところの多分、これから移住者が半数どころか、もう本当
に10年たったらもう移住者ばかりの地域になっていく中で、自分た



全国棚田（千枚田）サミット
第28回

那智勝浦町in

ちが物事、これから地域はどうやって進んでいくかっていうことを
決める時代が来ると思うので、その時に個々それぞれにああでもな
い、こうでもないと言っていても決められないと思うんですね。そこ
の共通認識っていうところをやっぱりどうするかっていうところが
やっぱ地域らしさ、地域のこれまでっていうところを再認識して、み
んなでそこに目を向けるっていうところから、色川ってこういう感
じで物事を決めていきたいんだな、こういう時こうしてたよねとか
いっていうようなところから、移住者であっても何とか地域のこれ
からを決めるというか考える素地ができるかなと思います。そうい
う意味でもやっぱ地域のこれまでらしさっていうのを今、本当に最
後の時代というか、ここいらっしゃる浦さん、新宅さん、大東さんと
か地元の方が本当にふるさとを残したいとか、何とかせなあかんて
いう人が本当にいるうちに、移住者もやっぱりそこにぽっと寄り
添って目を向けていく必要があるかなというところを委員会でも会
議ごとにとか、そうテーマに挙げて取り組んでっていう状況かなと
思います。
【佐久間氏】
ありがとうございました。じゃあ、ちょっと原さんに。今の流れで色
川らしさについてお願いします。
【原氏】
みんなそうやと思うんですけども、実際に耕して田畑を作ってとや
ると、自分でできたものは自給自足を実現できたみたいな感じにす
ぐなっちゃって、俺もそうやったんですけども、何年もやっていると
感動はだんだん薄らいできて、普通の日常になるんですが、ある時、
ふと考えると耕している農地は誰が作ったんやろうと。通っている
道は一体誰が作ったんだろうっていう風な感覚になって、結局その
里があるお陰で自分は暮らせているんですよね。だからそれをしっ
かり見ようとすると、やっぱり色んなことを知りたくなって、年寄り
に聞きたくなってくるもんなんですよ。だから自分がやりたいこと
を持って田舎に入るんですけども、そればかり考えてやっていたと
しても、案外薄っぺらい暮らしになるっていうのが、振り返ると思う
事で、あくまで多くの人の想いとか汗とかが詰まった、いろいろなう
ねりの中で自分は暮らせているっていう感覚。それを自然と芽生え
るような流れにみんななっていかないと面白くないだろうという風
につくづく思います。そう思うと知りたくなるし、聞きたくなるし触
れたくなるし、それをやるような人たちがどんどん増えれば自然と
色川らしさは項目立てて感じ取るものではなくて、直で色々感じて
受け止めて、自分の中へ入ってくるものなので、それでやり取りがど
んどん増える。そういうような日常が地域の中で生まれてくると色
川らしさっていうのが細い糸ででも確実に繋がっていくんではない
かなと。そんな感じで終わります。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。岸上先生から定住につなげるポイン
トと、色川らしさについてということで投げかけがありましたが、大
久保さんからはきちんと発信をするということと、共感する、しても
らうということのお話がありました。大西さんと原さんからは発信
をした上で共通理解をしてもらう人にきちんと入ってもらう。それ
からさらに、きちんとこれまでの暮らしの蓄積をきちんとこう振り
返るというか、確認していく中で共通認識が生まれるという2つのポ
イントでした。私の理解では皆さん同じことをおっしゃっていたと
いうか、繋がって一つの方向性のお話がいただけたのではないかな
という風に思っております。もう少し掘り下げたいところではあり
ますが、会場の皆さんに向けてちょっとご質問あれば、お一人お二人
ぐらいの時間かとは思うんですけれども、お伺いしたいと思います。

いかがですか。はい。最初に手を挙げていただいたそちらの方お願い
します。
【質問者1】
２点ばかり聞きたいのですが、１点目は収入面ですね。金額が出なく
て、生活がそのままで、８割減とか、５割減になるとか、１０割になる
とか聞きたいです。それともう１点は、皆さんに貴重な意見をいただ
いて参考になりました。特に移住者の方々ご苦労していただいたん
ですが、次の世代のお子さんたちですね。もう恐らく成人以上になっ
ているかと思いますが、私、後を継いでいきたいとか。棚田はよそ
行って、後は、じいちゃん、ばあちゃんのお手伝いをしにくるとか。い
ろんな意見があるかと思いますが、その辺ちょっとお聞きしたいん
ですが、せっかく移住者の皆さんが来ていただいてですね、何年後に
寂れて行った。私どももそうですけど寂しいもので、ちょっとご参考
にお願いをしたいと思います。以上です。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございます。収入の点と次世代の話をいただきまし
た。収入はどうしましょう。どなたに振ればいいのかな。じゃあ、すみ
ません、原さんお願いします。
【原氏】
みんなそれぞればらばらです。あくまでも入ってくる時によくここ
で食っていけますかって聞かれるんですけど、食って行けたら過疎
にならへん。もう過疎地域というのは本当は痛い、痛いけれども仕事
がない。いろいろない。ないない尽くめと思う人は出て行くわけで、
その中でも日常こんなとこおったらあかん、町行けよって、食って行
かれへんで、結婚もできへんでって、そういうマイナスな雰囲気の中
で育っていくとどうしたって、それは町行きますよ。だけど町から
こっちへ来たいという人たちっていうのは、そういう田舎の中の良
さ、ええもんを感じる人が来るわけで、その代わりに来る場合は当
然、そのマイナスの食って行けへんとか、いろいろなマイナスの部分
は自分で積極的に何とかする方法を見い出していく。そういうエネ
ルギーあるもんが来ないと僕は駄目だと思っています。そこに一生
懸命飴玉をぶら下げて取り合いしているのが今の現実ですわね。そ
んなことしてええんかなと。だから汗かいて必死で自分の居場所を
こさえていく、自分で築いていく。そういう人間がもっともっと増え
ていかないと田舎は続かない。あくまでも家庭の中でこんなとこ
おったらアカンて言っているような地域は絶対跡取りなんか生まれ
ません。だけど、ここおったらおもろいで、ここ結構充実できるぜ。前
向きな雰囲気の中で、子供が過ごせば絶対にその選択肢、その田舎で
暮らすというのも選択肢に絶対なります。だから、跡取りはどんどん
どんどん出てくるはずです。だから、もうみんなの誇り感、私はここ
で堂々と生きとんやと。お前もここでおったらどうやと。そういうう
ねりが地域の中に出てこないと絶対ダメだとそう思います。
【佐久間氏】
じゃあ、その流れで原さんのお子さんの様子というか、あのお二人の
こともちょっと簡単にご紹介いただけたらと思います。
【原氏】
簡単にというか、ここに居たらおもろいぞというのは俺口癖やった
んです。なんせ居て本当に面白いし、やりたいこと山ほどあるし、失
敗も糧です。だからそんな風に考えたら、田舎なんて最高に面白い。
安定が欲しいっていう人があまりにも多い。でも安心な暮らしがあ
るからほっとして暮らせます。でも、安定は自分で勝ち取ったらええ
んですよ。誰かから与えられるものだと思っている人が多すぎます
わ。だからそういう意味でそんな雰囲気で日常を暮らしていたら、な
んとなく二人居残っているというだけで。でも、彼らも自分の好きな
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ことを自分で見いだしてやっているので、親としては嬉しいですね。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございます。新宅さんもお子さんのこと聞いてもい
いですか。どんな感じのコミュニケーションか、お聞かせください。
【新宅氏】
お父さんがいいから。お父さんとお母さんの姿を見て。中学校の時
やったかな。もうお父さんとやるんやよと、友達に言うとったらしい
んです。やっぱり親を見とんです。以上です。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。今のでちょっとお答えしたというこ
とにさせていただいて。はい、じゃあ、前の方。
【質問者2】
議題というか、テーマは移住定住ということですけども、棚田サミッ
トというのは当然ことながら棚田の保全、活性化をどうするかとい
うことで、いろいろなところで活動されているわけなんですけども、
移住定住が増えたからといって、必ず100%棚田が保全されるとい
うことではないかと思うんですけどね。特にこの色川地区は先ほど
最初にご説明されましたが、非常にたくさんの方が移住されている
ということですが。移住されている方はですね、どれぐらいの割合が
いわゆる棚田の保全、農業、田んぼをされているのかということをお
聞きしたいのと、されている方は、例えばたくさんおられるとする
と、一反以内をやるんでしたら、お二人の家族やったら必死にやれば
何とかできるかもしれないけれども、数反とかそういうふうな規模
になってくると、とても手作業ではできないので、機械化が必要だと
いうこと。そうすると、田植え機買ってコンバイン買ってとすると相
当なお金をつぎ込んでと。その辺はどうされているのかというのを
お聞きしたいのがまず1点目です。それからですね。移住者がたくさ
んおられるということで、色川の良さというか。カラーがなくなるか
もしれないという懸念されている。今までの地元の方はおられると
思うんですけれども、実際に今たくさんの方がこられたときに、その
色川地区の自治会というんですかね。自治会の会長というのは、もは
やもうほとんどもともとの方じゃなくて移住された方がずっとやっ
てこられているのかどうか。その移住者の方というのを明日香村は
空き家バンクがものすごく人気高くてほぼ大体埋まっている形に
なっているんですけどね。きちっとしたルールをつくっておかない
と、ちょっとまずいということがあるんですけどね。今入られた方々
は自治会費か何かはきちっと払われているのかどうかということで
すね。自治会での活動というのがありますよね。やはり草刈りやった
り、それも積極的に参加されているのか、あるいは伝統行事あると思
うんですけど、そういうのも積極的に参加れているのかどうか。その
辺が非常に関心ありますので、もしよろしければお答えください。以
上です。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。大きく２点ですかね。そのままの移
住されてきた方が農業をしているのか。どんな風な農業をされてい
るのか、機械はどうしているのかという話と自治会との関係ですか
ね。浦さんの推薦がありましたので、どんな様子かをちょっと教えて
いただければと思います。
【浦氏】
移住者がどれぐらいの割合で農業に関わっているかということにつ
いては、ちょっと私、把握できてないんで、事務局の方からちょっと
返答していただきたいと思うんですけども、色川は9つの集落で成り
立っております。その9つの集落の中、各地区に区長がおりますね。そ
の区長は現在9区長のうち、地元の出身の区長は2地区だけです。あ

との7地区は移住してきてくれた方々が区長を務めております。
【佐久間氏】
会費を払っているかっていうのはどうです。
【浦氏】
会費は皆さん払ってくれております。各地区によって年会費は異な
りますけれども、真面目に払っていただいております。そして出役に
つきましてもそうですね。今の状況では、集落ごとの出役については
出てくれています。高齢者とか病弱とか、そういうふうな世帯につい
ては免除というふうなことになりますけれども、通常、お仕事でとい
うふうなことの免除はありません。出られなかったら出不足料とい
うふうなことでいただいております。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございます。じゃあ、農業の移住者の方の農業のお
話をお願いします。
【大西氏】
正確な数の把握はあれなんですけど、基本的には色川は農業不利地
というか、農業で食っていくに適した場所ではないので、農的な暮ら
しで生計を立てている方は、恐らく3割ぐらいにはなってまして、そ
ういう方たちは有機農産物を多品種作っていまして、宅配をしてい
るのとあとは卵、養鶏をしているのと、あとはお茶が特産なので、お
茶と野菜と卵を併用して何とか蓄えとかで工夫しながら販路を確保
してやっているという方が多いです。でも、それ以外でも移住される
方が農的な暮らしというか、自給自足を目指された方が多いので、ウ
チもそうですけど、畑もやっていますし、田んぼもやっていますし、
ただ一つ一つの面積が狭いので、大型の機械に乗って入れるような
機械はほとんど色川では活用してないので、機械の購入といっても
初期費用的にはだいぶ低いというのもあるので、面積も小さく初期
費用もそこまでかからず、自給自足に近いような形で、それを農業と
してされている方もいると、棚田の保全ということでいくとやっぱ
耕す人が少ない、農業者じゃない方も多いので草刈りだけを中山間
の制度を入れて最低管理をしている場所も多いので、耕して耕作を
して農地を保全というところまではなかなかできてない面積が広い
のかなと思います。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。今、ほぼお約束の時間なんです。私、
学生時代、恩師に終了時間は参加者との契約ですってのを教わって
きたんですけど、ちょっと破りたいと思って。すみませんが10分ぐ
らい時間をいただきたいと思います。最初に手が挙がっていた方、
もう一方いらっしゃいますので、その方最後にお受けしたいと思い
ます。
【質問者3】
原様からございましたようにこの色川らしさ、地域らしさを大事に
して取り組まれているということで大変感銘を受けたところでござ
います。そこで2点ご質問させていただきたいと思います。1点目、そ
の佐久間先生に対してご質問させていただきたいんですが、午前中
の島根県からのご報告で地域運営組織RMOの話が出たところでご
ざいます。また、大西様からも、この色川の取り組みもRMOの1種
ではないかというようなコメントがあったところでございますが、
中国地方などで大変色んなの取り組み事例も出てきているところで
ございますけれども、他地域の取り組みと比較して、この色川の取り
組みの特徴なり、違いなり、そういったところを先生のお立場から見
てコメントを頂戴できればと思います。それから2点目は、私どもの
金融関係の機関だということで、その観点からの御質問でございま
すけれども。やはり中山間地域も非常に厳しい状況の中で、どういっ
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た資金需要があるのかというところが大変気になるところでござい
ます。浦様からは、ふるさと定住住宅の建設っていうお話もございま
した。また、空き家の改修とかいろいろな資金需要があろうか思いま
す。これは移住定住に限らずで結構でございますので、どなたかパネ
リストの皆様から今後そのどういう資金需要が重要なのかとか、あ
るいはこういう資金の調達に困っているかというようなお話があれ
ば頂戴できればと思います。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございました。私の方から1点目ですけども、色川の
皆さんの取り組みの特徴としてはRMOですとか、そういう言葉が
できる前から自治会と連携しながら、自分たちで今日も住民主体と
か、そういうキーワードがたくさんありましたけども、那智勝浦の行
政との距離感みたいなのも、マグロと温泉の町の中にある山奥の集
落の色川っていう位置関係もあると思うんですけども、自分たちで
やらざるを得なかった面もあるとは思うんです。自分たちでこうき
ちんと自治を立てているということと、今日も有田先生の中で幾つ
かテーマ型にもありましたけど、特に移住、定住っていう点に力を置
いてというか、地域としての受け入れをする経緯は聞いていただい
たとおりだと思うんですけども、地域としての受け入れをするとい
うところで皆さんが工夫されて、今の到達点にあるっていうところ
が色川の皆さんの特徴じゃないかなというふうには思っておりま
す。ただ他地域と比べてみまして、例えば産業づくりみたいなところ
でどんどん産品の開発、他のグループはそういうのをされているの
で、委員会としてやらなければと思っているとこがあるんですけど
も、他の団体との比較っていう意味ではそういうこともあるでしょ
うし、ちょっと後の資金の話もあると思うんですけど、空き家の再生
改修みたいなこととかも、今日はすごく新宅さんの思いからの取り
組みの話も御紹介もあったんですけども、ちょっとここ半年ぐらい
そういう議論を皆さんともしているんですが、それをもう少し委員
会なのか、委員会にかわる組織といいますか、そういう可能性もある
と思います。空き家の再生みたいなところを地域としてやるような
可能性みたいなところも、あくまでも他地域との比較の中でですけ
ども、やるっていう可能性はあるんじゃないかなというふうには
思っておりますっていうところの1つ目の質問を答えましたので、2
つ目の資金需要ということで、これも誰に聞いたらいいかなって思
うんですけど、じゃあ、大西さんよろしくお願いします。
【大西氏】
資金需要そうですね。今、委員会の流れでいくと、今、紹介があったよ
うに空き家の修繕管理の仕組み作りっていうのを地域でも委員会で
も話し合っていて、空き家が悪くなる前に何とかできんかなという
ので、ちょっと委員会で基金を設けて、そういう活用してどうしよう
かっていう話をしています。その元手となるお金をどうするとかっ
ていうところが今、やっぱり国も県もそうだと思うんですけど、移住
交流、そこの関係人口とかっていう人が増えるとかっていうところ
に割りと、政策とかお金がつきやすいっていうのがあるのかなと。何
となく思うんですけど、ただ色川としてはやっぱり移住促進もそう
なんですけど、それ以前に過疎対策、地域を何とか守りたい残したい
というところで、その選択肢の一つの手段として、移住者の受け入れ
をしているっていう面が大きいので、今、県もいろいろ移住交流の補
助金とか制度はあるんですけど、ただ色川が空き家はこうしたいと
か農地こうしたいとか、いわゆる人の受け入れだけじゃない側面で
いろんな主体的に物事を考えて提案とか要望をする中で、なかなか
それに合致するような補助の仕組みとかなかったりするので、今一
度もう少し中山間地、人の受け入れだけじゃないところの過疎対

策っていうところが今日、課題として、あると思うので、そういった
とこにも、もう少し融通がきいたりとか、例えば地域でこう組織を設
けて集落支援とか協力隊入れながら自分たちで絵を描けて、それで
こういうのでやりたいってこう出た時に、それが割と実現できるよ
うな資金の政策とかがあると地域のやりたい思いというのがもっと
醸成されていくと思うので、何かあらかじめ絵を描かれたところに
地域が目を合わせていくよりも、地域でやっぱり絵を描く。まず組織
づくり、地盤づくりっていうところを第一に考えていただいて、そこ
は出てきた、やりたいっていう思いに、融通が利くお金があるとそれ
ぞれ地域らしさ。いろんな地域があると思うので、その課題に取り組
む地域が一歩前に進みやすくなると思うので、その辺はちょっと何
か政策的には考えていただければいいのかなと事務局としては思っ
ています。
【佐久間氏】
ありがとうございました。では、ちょっともうお約束の時間を超えて
おりますので、閉会に向けて進めたいと思いますけれども。少し最後
にパネラーの皆さんから一言ずついただいて、その流れで岸上先生
にお願いして、閉会に向けて進めたいと思います。今日いただいた話
題ですとか、その途中の岸上先生からの振りで定住につなげるポイ
ントですとか、色川らしさっていうお話もいただきましたし、今御質
問の中で聞いていただいいてる皆さんの関心事も聞いていただきま
した。その上でご発言あった方もあれば、ない方もいらっしゃいまし
たので、その中でのご回答を含めて、今日のご感想でも結構ですの
で、一言ずつ閉会の前にいただくような形にしたいと思います。どう
しましょうか。じゃあ、大西さんからずっといって新宅さんからこち
らに戻ってくるみたいな感じで行きたいと思います。じゃあ、お願い
します。だいたい30秒か1分ずつぐらいがいいなという希望を申し
ておきます。お願いします。
【大西氏】
はい、関係人口とかRMOとか結構いろんな言葉があると思うんで
すけど、あんまり言葉に引っ張られずにやっぱりらしさ、色川らし
さ、色川らしいやり方があると思うので、他の地域もその地域ごとの
らしさ、どうしたいかっていうのがあると思うんで、まずはそこを醸
成するっていうのが、やはり本当に地元の方が何とかしようという
思いがあるので、それと地域らしさを発揮できるような。それが連携
とかつながりかなというところがあると思うので、また明日、色川に
行っていただくと思うんですが、いろんな繋がりが持てるといいか
なと思っていますので、よろしくお願いします。
【佐久間氏】
はい、ありがとうございます。大東さんお願いします。
【大東氏】
色川らしさということで話もあったように思うんですけど、移住者
の方によく言うんですけど、見えているんじゃなくて見るという聞
こえているんじゃなくて聞くということを大事にせえよと移住者の
方には言うんですけど、色川の地域の人がどういうことをどういう
生き方をしてきたか、それを見たりたり聞いたり、そういうことが一
つの田舎の文化になるんじゃないかなと常に思ってますので、僕も
親やその先輩の行動を見て育ってきていますので。定住者にもそう
いう気持ちで、色川でやっていただきたいなと常々言っております。
以上です。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございます。大久保さんお願いします。
【大久保氏】
私自身、20数年前、色川に入った時に思ったことでもあるんですが。
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都会に住んでいるというか、普通の人がと言ってもいいかもしれな
いけれども、どんなところに自分の居場所があるかと。普通会社に
勤めていれば会社、家族がいれば家族で、自分の趣味や何らかの団
体に属していれば、そこでの仲間たちというようなところが基本的
に居場所だと思うんですけども。こういう田舎に入ると、その地域
という居場所ができるんですね。これって非常に自分にとっても素
晴らしいなとも思うし、その地域の中で車を運転していても、すれ
違いざまに挨拶をしないことはない。全ての人を知っているみたい
な感じで、家族ほどではないかもしれないですけども、非常に多く
の人との関わりができる。そういうところに田舎暮らしの良さがあ
り、それを求める人に来ていただきたい、それを進めていきたいな
と思っています。
【佐久間氏】
はい。ありがとうございます。じゃあ、原さんお願いします。
【原氏】
昔は男が夢に向かって、嫁さんが嫌々付いてくるっていう時代だっ
たんですけど、今は女の人の方が積極的に訪ねてくるという時代に
なっているような気がします。女性はやっぱり暮らしっていうもの
に対して非常に敏感に捉えていると思うので、きっと暮らしのあり
ようを見つめる先に田舎がますます注目される時代になると思うの
で、誇りを持って生きあいましょう。
【佐久間氏】
ありがとうございます。浦さん、じゃあ、お願いします。
【浦氏】
地域を守っていこうという地域の思い。これがやっぱり地域が主体
となって動いて頑張っていくということ、地域を守る根源になると
思います。行政というところは、やはりそれをバックアップすると、
あまり表には出ないバックアップで地域を支えていくと、そういう
思いの中で、その地域と行政との関係をやっていくという風なこと
が必要ではないかなと思います。やっぱり地域は移住、定住、入って
くる場所は地域なんですね。ですから地域がそれなりの思いを持っ
て受け入れる、それが色川地域の移住定住の根幹がそこなんです
ね。そういうところを参考にしていただければありがたいかなと思
います。
【佐久間氏】
ありがとうございます。新宅さんお願いします。
【新宅氏】
色んなことがあります。でも、そういう色んなことをやらせてもらう
ことに、本当に僕は感謝しています。また、明日から頑張ります。よろ
しくお願いします。
【佐久間氏】
はい、ありがとうございます。じゃあ、岸上先生もお願いします。
【岸上氏】
時間の関係上、コンパクトに私がコメントしようと思ったことは、全
てフロアの皆さんから意見を出していただいて、どうもありがとう
ございました。明日、色川に行くということですので、行かれる方は
明日行ってください。そして明日行かれない方もぜひ色川に一度
行ってみてください。今日の話がより深まるのではないかなという
風に思いますで、今日の議論。もうちょっと深めたいっていう場合
は、これから懇親会がありますので、懇親会はエンドレスでやってい
ただいて結構かなと思っておりますので、懇親会の場で意見交換
ちょっと時間が足りなかった分については行ってくださいというと
ころで最後、佐久間先生にお渡しします。
【佐久間氏】

はい、ありがとうございました。少しちょっと進行不手際で時間超過
してしまいましたけど、皆さんと一緒に色川の皆さんの取り組みを
聞いてまいったのとその今後に向けてということで、特にその定住
につなげるポイントと色川らしさっていうことですか。色川らし
さっていうことは地域らしさでありますし、今日の午前中の話です
けど、耕作する人たちの場を守り続ける意味って何だろうというこ
とで、外山さんから投げ掛けがありましたけど、現時点の色川の皆さ
んからの一つの答えがやっぱり色川らしさっていう色、あるいは色
川らしさの模索っていうんですかね。色川らしさって何だろうって
考えること自体がもう色川の皆さんの特徴がすごく出ているのかな
というふうに思って伺っておりました。お役に立てたかどうかって
いうことでもありますけれども、私としては本当に色川の皆さんが
胸を張って地域の暮らしを立てておられる状況。背筋を伸ばす思い
で伺ってまいりましたけれど、私としては皆さんと共有できて本当
に良かったなというふうに思っております。最後に閉会にあたって
パネラーの皆さんに拍手頂いて閉会としたいと思います。今日はど
うもありがとうございました。
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【此松氏】
はい紹介いただきました和歌山大学の此松です。地元大学の教員とし
て、またこの和歌山県に多くの皆さん、遠くから来ていただいた方も
たくさんいるかと思いますが、本当に、こちらまで来ていただきまし
てありがとうございます。今日は特に防災のことを話すということで
ありまして、ちょっと簡単に、この趣旨説明を、10分ぐらいで話をさせ
ていただきたいと思います。紹介ありましたように、和歌山大学では
こういう防災の関係の教育研究をしているんですが、そういう中で、
特にこの棚田について、やっぱりいろんな風水害が増えてきているっ
ていうまず背景があります。これは和歌山市の気温上昇。これ約100
年なんですね。もう古くからずっとこれ計測してですね、これ和歌山
地方気象台さんからのデータなんですけども、年平均気温っていうの
がやっぱり少しずつ上がってきているということですね。地球の温暖
化とかは言われますが、やっぱりこういうのも言われてきています。
気温の上昇っていうのは、これ100年で1.26度ということで、若干
ちょっと年の関係があるんじゃないかという話もあるんですが、各地
域でもこういう温暖化っていうのがまず出てきています。今じゃ温暖
化してどういうことが起きているのかということなんですね。これも
気象台の方の話を聞くと、実は年間降水量が増えているわけではなく
て、こういう風に1時間降水量50ミリ以上の発生回数というのが増え
ているということなんですね。だから言ってみれば、この温暖化に
よって激しい雨がだんだん増えてきているよということであります。
だから、大雨の増加で、最近、線状降水帯とかが、こういうのが今だん
だん増えてきているということです。だから言ってみれば、災害が発
生しやすくなっているということなんですね。それが一つ気象的な背
景があります。この那智勝浦は2011年の9月4日に紀伊半島大水害っ
ていうのが発生しています。那智勝浦町でもこういう冊子が出ていま
す。これ、赤い線のところ。要するに、土石流っていうのがこの時多く
発生したんですね。これちょっと上の方に那智大社があって、那智の
滝っていうのが更に上の方にあるんですが、こういう上の方から土石
流というのがたくさん発生したということがありました。こういう災
害があって、ここらへんがこういう地形であるんですね。大体約400
から600メーターぐらいありますが、これ見ていただくと、那智の滝
なんですが、この辺この年、ちょっと地図の見方というのでは、白っぽ
いところが割と平坦がずっとこれね。ちょっと山のその斜面の中にあ
るんですけども、要するに後で出てきますが、これが実は白っぽく
なっているのが今緩やかな斜面なんですが、そこが実は棚田に使われ
ていたようなんですね。それがこの山のへりの方にずっとこういう風
に後に広がっていたということがわかっていますので、これもう
ちょっと拡大したところですが、これ那智谷のところです。那智大社
があって、この辺のちょっと緑の色が白っぽく見えますが、これが棚
田地形って言うか、棚田のようなところです。このように色川の小阪
とか、非常に広い棚田がこうやっていろいろと見えています。実は、ま
た後で詳しく話があるかと思うんですが、こういう県道の道路がある
んですが、こういうところがやっぱり紀伊半島水害での、土石流で寸
断されたりしたようなんですね。だから、棚田の地形は奇麗にあるん
ですけども、実はその那智谷のところでも岩がこういう風にあって、
これがいわゆる土石流の堆積物なんですね。この辺がずっとこの黄色
いのが、これは災害史からなんですが、たくさん土石流がこうやって
回りから来てしまったというようなのがあります。これ見ていただく
と、これ、那智谷の当時の水害の時の写真を私が発災直後に撮影した
んですが、こんな状態になっていました。実はこれね。江戸時代の那智
谷だと思われるところがあって、見ていただくと下の方、下流側に大
きい石がごろごろあります。これがいわゆる土石流の堆積物があっ

て、その上は集落があるようなとこには実は昔棚田であったようだと
いうことがあります。集落はその当時どういうとこにあったかという
と、こういうへり側ですよね。谷の真ん中だと、土石流とか何かが来る
かもしれないというところで、ヘリの方だとか、高台の方なんかに
あったかもしれませんよね。これなんかは後、また話が出てくるかも
しれませんが、口色川の方での土石流がこんな風にあったりしていま
す。災害記録史からです。やっぱりこれも同じように、土石流発生して
いるところなんかは緑の写真でなっていますが、棚田地形がこう分布
してるところになります。こんな風に、広くありました先程家のヘリ、
家屋っていうのは、棚田のこれ、小阪のところなんですが、やっぱりこ
ういうヘリの方に集落があったりしています。こういう風にもう昔か
ら、あったのかなと。棚田自身はこう、大きい最近では龍門岩なんてい
う言い方をしているんですが、そういう岩の上にですね。こういう棚
田地形って言うかな。そんなに厚い土壌ではないようなんですが、こ
んな風にしてできているということであります。やっぱりこういう災
害が何で起きるのか、そういうとこでどういうリスクがあるのかとい
うことなんですが、調べてみると、熊本地震の時にも土砂災害。これ阿
蘇の方でね。南阿蘇村なんかでもあったようです。だから、風水害だけ
ではなくて、やっぱりこういう地震の時なんかでも棚田の固有崩壊っ
ていうのがあるかもしれないということであります。こういう棚田っ
ていうのは基本、地すべりや土石流など崩積土の上に作られていると
いうことでありますが、棚田が地滑りを防ぐということも、国土交通
省さんなんかも言っていて、これ大事だよねというのがあります。後、
よくこういう棚田があることである種のダムの効果。要するにすぐに
本流の方に流れていかないでしょうというようなダムの効果もある
んじゃないか。なんて言われていたりします。一番の問題って言うか、
それで今日のテーマの承継と継承ということなんですが、この承継と
いうことで、これはね、基本的にはこの地位や精神、身分、仕事、事業を
受け継ぐということなんですが、むしろそういう抽象的なもの。精神
的な意味を持つっていうことなので、今私達はこの災害における棚田
の意味で先程防災機能があるんじゃないかということで本当、最近は
ダムの役割、土砂災害の防止にも繋がっているのではないかというよ
うな。こういうこともちょっと今日は議論していくし、継承というこ
とでは、先代から義務や財産権利を受け継ぐということで、具体的な
ものを受け継ぐ意味合いということで、私達は今日、特に紀伊半島大
水害での色んな体験を、お話をお聞きすることによって、災害をイ
メージ化して、それを後世に伝達をすることで、道路の寸断による孤
立ということもあったようです。どういう課題があったのか、どうい
う備えをしていかないといけないのか、こういう継承していかないと
いけないような議論もしていければと思っております。今日来られて
いる峯さんや鳥羽山さんの体験的な話。土砂災害啓発センターの稲田
所長さん。また、和歌山大学の中島先生の話題提供があって、それで後
半話をした後に10分間ちょっと休憩を取って、また皆さんとディス
カッションをしていく予定であります。またそのディスカッションの
時にはフロアーの皆さんからも質問があれば、お受けしていきたいな
と思っております。早速なんですが、紀伊半島大水害のですね。まず、
体験談ということで、峯さんと鳥羽山さんの方から話題提供していた
だくということでよろしいでしょうか。
【峯氏】
すみません、棚田を守ろう会の峯と申します。よろしくお願いします。
私と横の鳥羽山さんで、2011年の当時の状況を話してくれというお
話なんですけれども、私は小阪地区、鳥羽山さんは田垣内地区、まあ被
害は出たんですけどもそう大きな被害ではなかったんです。だから一
番大きな被害を受けたのは、色川地区の中では口色川地区が一番大き
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な被害を受けました。だから、私どもの体験とあと口色川地区の状況
を、色川地区ではこういう色川だよりという冊子を毎年一回発行して
いるんです。もう30年近くの発行になると思うんですけども、これの
災害2011年の翌年の2012年の8月に出された28号で主に被害の大
きかった口色川地区を中心に50何ページの特集座談会とか被害に
遭った人の聞き取りを載せてますんで、これを主に使わせてもらいな
がら報告させていただきたいと思います。
【此松氏】
はい、ちょっとついでに言うと、今こちら写真が出ているところが、口
色川の周辺ですかね。この辺の土石流とか何かですかね。だから場所
的にはこういう裏山にこういう火成岩の岩体の山があって、その麓と
いうことであります。はい。またじゃよろしくお願いいたします。
【峯氏】
まず、私の当時の体験なんですけども、まずあの色川地区の集落関係
をちょっと理解していただいた方がいいと思うんです。色川地区に上
がる場合、勝浦から那智の滝方面に行って、途中から左に橋を渡って
折れてずーっと上がっていっていただきます。そうすると、ゴルフ場
があって、その次あたりがまず1番目の集落の南平野地区になります。
その次が2番目の集落で、私の住んでいる小阪地区。3番目の集落が口
色川地区。今回、一番大きな被害があった、大きな土石流に見舞われた
地区です。それで4番目の地区が大野地区、そして5番目の地区が鳥羽
山さんのおられる田垣内地区、その奥がまた坂足地区ってあるんです
けども、ここは1世帯だけの住民だったんですが、そこも完全に孤立し
たという状態です。だからまず私の集落小阪地区は2番目、下から上
がってきて、2番目の集落です。当時は2日ぐらいから雨がずっと降り
続いて3日の夜ですかね、結構きつくなってきたなという感じはあっ
たんですけども、台風が近づいている加減ということで自分のとこの
小阪地区に住んでいる私としては危機感はなかったです。ただ、1番目
の集落南平野地区に私の叔母が住んでますんで、雨台風ということで
私の家に避難してきていました。それで3日の夜ですね。10時かその
ぐらいから停電が始まりました。停電したなと思って様子を見ている
とまた電気がついた。ああついたやんかという感じ。また停電して点
いて停電して1日に3回ぐらいあったと思うんですけども、それで最
後が2時か3時かよく分かりませんけれども、そこでパシッと消えて
もうそのままだったということです。それで翌日ですね。さっき言い
ました。私の叔母、1番目の集落の平野地区の住民がわざわざ私の家へ
来て「しげよ」と言うんですけども、シゲちゃん家がえらいことになっ
ているでという話で通報してきてくれました。それで私と叔母と様子
を1番目の集落、様子を見に行こうと思ったんですけども、当然車は全
く通れません。それで徒歩で様子を見に行ったんですけども、その家
は谷筋にありまして、すぐ横に川が流れているんです。だから洗い物
なんかも川でできて便利やなとずっと喜んでいたんですけども、そこ
の川の上の部分で石の関係で川の流れが変わってしまって、ずっとそ
の家の裏側から水がどんどんどんどん落ちていて床下は浸水してい
る川寄りの漬物小屋がふっ飛んでいるみたいな感じで、しかも私らは
一旦9時か10時ぐらいと思いますが相変わらず水が裏の方から流れ
て行く。床下を通って庭にどんどんどんどん流れていっているという
そういう状況でした。その1番目の南平野地区ですね。それでここでは
不幸なことにその上に一軒家があるんですけども、そこは土石流の直
撃に遭いまして、お亡くなりになりました。色川地区でお亡くなりに
なられたのはその方だけだったんです。けれども、まあ南平野地区は
そういう状況で、私の住んでいる小阪地区は大したことないやんって
思っていたんですけども。お宮ですね。お宮がちょっと上の方から那
智高原へ行く道があるんです。県道がありまして、その上を那智高原

に上がって行く道があるんです。林道ですね。それでそこからお宮に
向かって土石流でお宮を直撃されて、それで社務所が完全に吹っ飛ん
でもう駄目になっていました。7、6年ぐらい前かな。それはまた新しい
社務所を建てかえたんですけど、社務所がもう吹っ飛んだ。それと上
の本殿も一部土石流に引っかかって修理せなあかんような状況やっ
たということですね。それと今言った土石流が来た横の川筋、棚田の
ある川筋なんですけども、そこもその上からの土石流が流れてきて、
以前は場所によってはまたいで渡れるような川だったんですけども、
その災害で完全に埋まってしまって、その後役場関係で復旧していた
だいたんですけれども、今はその復旧工事で4メートルぐらいの両面
をコンクリで固めてもらって、深さも5、6メートルもないけども、4
メートルぐらいの深さのコンクリートで固めた川になっているんで
す。そういう状況で僕たちも非常に棚田の作業をする時に落ちたら、
これは落ちたら死ぬか首の骨を折って半身不随になるでみたいな言
いながら非常にそこは気を付けて通るようにしているんですけども、
幸い12年程になりますけども、まだ1件もその転落による事故という
のは起こっていません。それが私の小阪地区での状況です。
【鳥羽山氏】
僕が暮らしているのは、田垣内地区と言って大きい災害が起こった口
色川地区より下は奥と言えばわかりやすいのかもと思うんですけど
も、その日というか、前日の夜、僕は雨だったんですけど、普通に12時
ぐらいまで隣の人とお酒飲んでいまして、起きたら、もう台風一過で
結構いい天気だった訳です。明くる日5日になるんですかね。それで例
のごとく簡易水道で谷から水を取っている簡易水道なので、水だけが
止まっていて水だけ水道担当の人が直してくれるのを待ってようか
なぐらいに思っていたら、近所の子が停電もしているし、冷蔵庫止
まっているから朝マックしてくるわって言って出かけていきました。
で、5分もせんうちに帰ってきて、えらいことになっているわっていう
話になって、どうなっているんやろうと思ったら、どうやら我が地区
は孤立しているぞと。どこにも出て行かれないっていう風になってい
たので、取り急ぎ、どこがどうなっているかうろうろパトロールして
から消防団の屯所に現役の消防団員が集まってどのように復旧して
いくかっていうことを話し合って、とりあえず那智谷とは別の太田川
沿いに道路があるんですけど、そちらの道を手作業で、とりあえず道
路を車が通れるようには当日しました。その次の日に南平野で、行方
不明になっているっていう人を、消防団として探しに行こうという話
になって、幸いにも早い段階で見つけられて掘り出して御家族の元に
連れてくることができたので、良かったんではないかと思っていま
す。災害当初1日目2日目はこういった動きを僕はしていました。
【峯氏】
まぁ、二人が実際に体験したのは、今の状況。色川の中では比較的まし
な方な地区だったんで、そういう状況です。それで、これからちょっと
この冊子「色川だより」を参考にさせていただいて報告させていただ
きたいと思います。まず、この色川だよりで9月の2日3日4日、実際に
土石流が起こったのは4日の未明です。深夜ですね。だから2日3日4
日の、気象庁の1時間当たり降水量のグラフがあるんですけども、だん
だんだんだん1時間あたりが90分なっていて、ここ、最後の4日未明
には1時間に50ミリぐらいピークですね。ここのあたりでもう色川全
体、あっちでもこっちでも土石流が起こったというような状況だと思
います。これで最後1時間50ミリぐらいですけども、実は2、3年前に
色川の中で1時間に100ミリというただそれは幸い、短時間で1時間
も降ったかどうかなという感じだったんですけど1時間やっぱり100
ミリが来ると、もう車で走っていても上からずっと滝のようにザッと
こう。そういう状況。やっぱり1時間に100ミリというのは非常に怖
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い。それで、先ほど叔母の話をしましたけども、その1時間に100ミリ
降った時も、たまたま僕が叔母の家に居たんですよ。そうすると、叔母
の家で居るとだんだん雨は降って川の音がだんだん変わってきたん
ですよね。最初は特に気にならなかったんだけども、そのうちころこ
ろゴロゴロという大きな石が転がるような音がしてきたんで、もう以
前のこともあるんで、すぐこらまた避難所かということで、私の家に3
年前ですね。それは短時間の集中豪雨だったんですけども、連れ帰っ
た覚えがあります。だから、やっぱり一度酷い目に遭うと敏感になる
と言うか避難行動に結びつくのかなという。それとやっぱり1時間に
100ミリというのは非常に怖いなというのをしみじみ感じました。そ
れが今ちょっと紹介したい当時の雨の状況です。それで、色川全体の
被害状況をここにまとめてあるんですけども、人的被害としては1名、
先程南平野区の1名の方が亡くなられています。それで住宅被害、全壊
が9戸、大規模半壊が4戸、半壊が3戸ということですね。全部で16戸
ぐらいが被害を受けていると、当時世帯が227世帯です。同じそのう
ちの16戸ですから、まあ、1割にもいかないんですけれども、そういう
数字が出ています。それで、こちらが地区の状況をこの冊子で時系列
である程度並べてくれてますんで、ちょっと紹介させていただきたい
と思います。9月4日はですね。口色川地区には3本の川筋があります。
一番上の川筋が瀬田谷というとこを流れている下地川、横から2番目
に入ってくる県川、そして3番目が大野の方の福地谷というとこから
来る清の川この3本ですね。最初の下地谷の下地川に、この後の2本、
県川と清の川が合流する形になっています。これがずーっと下へ行く
と太田川という形になるんですけども、まず最初、一番上の下地谷、瀬
田谷で停電が0時半に起こりましたと。次に1時福地谷で地鳴り、これ
は1、2、3の一番下、下の福地谷で地鳴りがあったと、こちら口色川地
区に清の川が注いできています。1時地鳴り、2時瀬田谷で地鳴り。一番
上ですね。瀬田谷で地鳴りが聞こえた。それが午前2時です。それであ
と2時15分瀬田谷で1回目の土石流が発生したと、2時に地鳴りを確
認して2時15分に瀬田谷で1回目の土石流が起こったということで
すね。そして、固定電話はこの時、切断されたとこういう感じです。そ
して7時、瀬田谷で2回目の土石流が発生したと。口色川地区は土石流
3回ほど起こっているのね。瀬田谷で2回、そして清の川の方でも土石
流が起こったような状況です。これから個別の話。今回は報告しなさ
いということで、私と鳥羽山さんでこれから主に紹介させていただ
く、2軒の家に聞き取りにちょっと行ってきたんですよ。その時の状況
をちょっとお話しさせていただきたいと思うんですけども、まずNさ
んの状況はどうだったかということですけども。
【鳥羽山氏】
ご夫婦で暮らしていたんですけど、Nさんは奥さん自身が仕事の帰り
道に山から家に帰ってくる最中に、もうこんなに雨降るのはあんまり
ないということで、その時点で何やら嫌な予感がしていたらしくて、
通帳とかをちゃんとリュックに詰めて枕元に置いて寝たらしいんで
す。そこがすごいなと思うんですけど、その後明け方でも真っ暗なう
ちにいよいよ家の中に土砂が入ってきて、いよいよ逃げなあかんて
なった時に一緒に逃げたら、もう道路が川の状態になっていたので、
足をすくわれて転んでしまってごろごろゴロゴロ転がりながら何と
かそこへ逃げた段階で、もう奥さんは諦めていて、もう完全に死んだ
と思っていたようです。もう真っ暗なんで、何にも分からないんです
けど、隣の家を見ると、屋根に誰かが乗っているというのが分かった
らしくて、その隣の家というのが妊婦さんもいるようなお宅だったん
ですけど、子供3人とお腹の大きい奥さんとその旦那さんが屋根の上
に登って、あのブルーシートに包まれて1晩過ごしているのが明るく
なってから確認できたらしいんですけど、暗い間は何にもわからへん

ので、その奥さんは懐中電灯だけ。ここに人がいるよというてました。
寂しくないようにだけしてあげたと言っていました。
【峯氏】
今の屋根の上に取り残されたご一家の話ですけども、ちょうど県道が
ありまして、県道から1段下がったとこにその家があるんです。だから
県道の高さよりもまだ低いとこに家の屋根があるんですよね。それ
で、そのもうちょっと東に行くと、さっき言いました。下地川という一
番大きな口色川の川が流れているんです。だから、下地川にもいけな
いし、もう県道の方から滝のように水がだんだん流れてきている。こ
れがもうどこにも行かれないから、たまたま三脚か脚立とか何か以前
使ったやつを立てかけていたんで、まず妊娠している奥さんを上げ
て、それから子供さん二人をあげて、それから自分も上げて、だから屋
根の上で3時間ぐらいずっともうじっとしていたという話。それと今
言われました、Nさんの奥さんがそれに気づいて時々懐中電灯を照ら
してくれたのが非常に助かったというお話でした。それと、次にSさん
のお話をしますと、Sさんのお宅は先程言いましたけども、上から1、
2、3の3番目の清の川がちょうどその下地川に合流するところにある
んですよね。それで上の方福地谷で地鳴りが聞こえて物凄い音がして
いるのはおかしいなと思って外を見たら家の前は、庭はもう水浸し。
すぐ前は県道が走っているので、県道までずっと水浸し、裏へ回った
ら裏の方ももう水びたし、完全にもう膝上ぐらいの水に囲まれた状態
で、畳はもう上がってくるわ。何やということで。ああ、ちょっと順番
が悪かったですけども、そのSさんご夫婦は70代ぐらいのご夫婦で
す。そして近所に奥さんのお姉さんがおられるんです。そのお姉さん
もそこに避難していました。だから、高齢者3人、家に居たんですけど
も、完全に水に囲まれてしまった状態で、これどうしようかというこ
とで、とりあえず洗面所、裏の方に洗面所があるらしいんですけども、
洗面所のサッシを外して、しかし裏から水がドボドボ来ています。し
かし、その石垣があるんですね。裏の隙間と向こう山の石垣の間が1
メートル以上あるんですけども、そこにまず旦那さんが飛び移った。
暗いですけどね。1時2時3時の話で暗いんですけども、飛び移った後、
二人をどうしてこっちへ移そうかと、さっき移った旦那さんが思案し
ている時にたまたま畑で使うこの辺では「なる」って言うんですけど
も。まあ畑にネットを掛けたり、その畑に野菜のつるを這わすような
道具としての木の棒があるんですけども、1.5ｍからそのくらい。それ
がたまたまそこ裏へ流れてきたと、それを掴んで洗面所とその裏山に
渡して二人を何とか。しかし、高齢者女性二人です。洗面所はもうもち
ろん、床上水来ているんで、もう足がツルツル滑って洗面所にも乗る
のに非常に苦労したらしいんやけども、とにかく生きやなあかんと、
奥さんの方はもうあかんと思ったっていうことなんです。お姉さんの
方が生きやなあかん、何言うてんのやみたいな感じで励まして、何と
か先に渡った旦那さんがタオルをこちら家の方に投げまして、そのタ
オルを手探りにただ、棒つってもほんま細いですよ。10センチもない
ような棒やと思うんです。上を深夜に高齢者の人が何とか渡ったとい
う話です。とりあえず裏山に渡ってその夜、近所の多分被害を受けて
ない家に避難しようということで山伝いに歩いたんですけども、もう
一度。家の中から洗面所から出たぐらいですから、履物も何にもない
と、女性の方は奥さんとそのお姉さんはまだ靴下履いておったんです
けども、その旦那さんは素足です。
素足で山の中ね。この辺の山の、小枝やら何やらといっぱいあるとこ
をずっと夜中に歩いたという。ただ、その時に足、えー、裸足でつった
ら全然痛いとか、そういうことは全然思わんかったという話ですね。
やっぱり緊急時はなかなかねぇそう。ただ、やっぱり逃げるとこに靴
でもぶらくっとく（ぶらさげておく）のは一つかなと思ったりもしま
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したけど、拙い話で失礼します。
【此松氏】
峯さん、鳥羽山さん。凄いリアルな話でありました。ありがとうござい
ました。土砂災害啓発センターの稲田さん。紀伊半島大水害のおはな
しをお願いします。
【稲田氏】
土砂災害啓発センターの稲田です。紀伊半島大水害です。私からあの
キーワードの大水害の概要ということでお話しさせていただきます。
私は土砂災害啓発センターというところから参ったんですけれども、
この土砂災害啓発センターは、この紀伊半島大水害が契機となって最
も被害の大きかった、この那智勝浦町に設立されました。今年で8年目
になります。今から12年前に起こった紀伊半島大水害なんですが、こ
の年は忘れることができない。東日本大震災が3月にあって、その半年
後にこのような大水害が紀伊半島でも起こりまして、その時の代表的
な写真です。ちょっと分かりにくいんですけども、赤い点線で囲って
いるのがこの那智勝浦町で起きた災害の写真です。簡単に説明します
と、左側が田辺市のあの本宮大社の旧社地のところですね。大きな鳥
居が見えていますけど、そのあたり、熊野川が流れているんですけど
も、そういったとこは浸水しました。あと、特徴的な写真が右下ですけ
ども、これも新宮市という那智勝浦町の隣の町なんですが、斜面に軽
トラがひっかかっています。なぜこんなことになったかっていうと、
この道の下、だいぶ低いところに熊野川という川が流れているんです
けど、それがその時、ここまで増水して流された軽トラが引っかかっ
たということだと思われます。当時の降水状況です。降り始めからの
累積雨量ということで。この時の台風12号っていうのは、実は紀伊半
島を上陸していなくて、四国の方を通ったんですね。で四国の方を通
ると、台風の進行方向に対し、右側っていうのは南の方から湿った雨
雲がやってきます。紀伊半島の斜面に当たって大量の雨を降らせたと
いうことです。非常に台風も大型で動きも遅かったので、長時間記録
的な大雨を紀伊半島にもたらしました。広い範囲で1000ミリを超え
るような大雨が降ったんですけれども、この被害にあった那智勝浦町
の市野々というところでは3時間で341ミリという長い間降って土の
中が大量の雨を、水分を含んだところに最終的に大きな雨が短期間に
豪雨が降ったってことで、土石流が発生したということであります。
この時の和歌山県での代表的な写真特徴的な土砂災害として深層崩
壊と土石流っていうものがあります。この時山が深いところから崩れ
るような深層崩壊というのが、お隣の田辺市とこれを中心に起きまし
て、この土石流っていうのがこの那智勝浦町とか新宮市の方で多数発
生しております。その時のですね。紀伊半島大水害のどういうことが
起こったのかっていうのをちょっと映像にしていますので、ちょっと
3分ぐらいですけど、ご覧いただきたいなと思います。
～映像鑑賞～
映像を見ていただきました。今見ていただいた映像があった地域を上
空から撮影したものです。画面の奥の方が那智の滝があって、色川の
地域がこう左上の方の地域になりまして、見えているのはその那智川
流域の地域になります。この那智川を見てもらったら分かるんですけ
ど、両側にですね。こう山が迫っていて那智谷に……なんていう言い
方しましょう。もうこの集落自体が谷地形の中にあるようなところな
んですね。狭い流域にですね。大量の雨が一気に降りましたので、この
深夜2時頃なんですけども、黄色で示した8つの渓流が那智川にある
んですが、ここで同時多発的に土石流が発生しました。それでその土
石流が那智川に流れ込んで、その川の水が増えているところに、更に
水が流れにくくなったということで、洪水氾濫を起こしてしまったと
いうことでありまして、この時に起きた土石流の写真ですね。これは

平野川っていう先程の那智川の支川の一つなんですけれども、非常に
大量の土砂が長浜から流れ落ちてきています。ちょっと見えづらいん
ですが、真ん中ぐらいにちょっと米粒みたいに黒い点があるんですけ
ども、これが捜索をしている自衛隊の方々ですね。もう人の姿がこれ
ぐらい、ちょっと分からないぐらい小さく見えるぐらい大量の土砂が
流れたということであります。洪水の発生ということでその中でも特
に大きな被害が出たのが、那智勝浦町の井関地区という同じ川沿いの
集落なんですけども、この那智川に土砂が堆積したということで、洪
水が発生して地区全体が浸水しました。この那智川に橋が架かってい
ますけども、その真下まで土砂が来ているっていうのが御確認いただ
けるかなというふうに思います。これが那智勝浦町全体の被害状況で
あります。土石流とか河川の氾濫で家屋の損壊とか浸水が発生したり
しまして、住民の生命財産とライフライン道路網ですね。そういった
ものにも甚大な被害が出ましたので被災写真も幾つかご覧いただき
たいと思います。これが那智川に架かる JR紀勢本線の今の鉄道橋なん
ですけど、当時こんな感じで鉄道橋も流されてしまいました。同じく
那智川に架かるのが県道橋なんですけども、当時上流からですね。大
量の木が流れてきて、そこにも引っ掛かって大きな被害が出ておりま
す。この時の復旧は3年かかっておりまして、土砂とともに大きな岩も
襲ってきています。これが当時の写真なんですけど、道路上に車と同
じような大きさの直径2、3ｍぐらいの巨大な岩がコアストーンていう
風に言うんですけども、これが流れてきています。水が引いた後もこ
の場所に残るので、復旧の大きな妨げになったと言われています。こ
れは当時避難場所だった市野々小学校です。これは同じ災害の時はこ
んな感じですね。1階の教室の部分に流れてきた流木が、大木が突っ込
んでいるということで、まず当時のその増水時の川の水の勢いってい
うものを物語っているのかなという風に思います。ちなみに2階の方
に避難されていたんで、案外ケガ人とか出てないということです。そ
して、これが那智川の先程見ていただいた平野川です。もう一つ内の
川で、それよりちょっと上流側にある那智川の支川なんですけど、そ
こですね。ちょうどその土石流の様子なんですけど、左上に砂防の堰
堤映っているのがちょっと御確認いただけるかなと思います。コンク
リートの壁みたいな矢印のところで、当時この砂防堰堤災害が起こる
10年ぐらい前に完成しておりました。この砂防堰堤が整備されたお陰
で、まあ大部分の土砂は止めることができたんですけれども、それで
も木とかは軽いんで水に浮いちゃうんですよね。そういうのが下流に
流れて人家の方にも被害を及ぼしたということですけども、まあ、大
量の土砂止めることができたので、大きな被害は出なかったというこ
とであります。世界遺産であります那智大社も裏山の土砂崩れで境
内、本殿の傾斜が、この土砂に半ば埋まってしまったというような被
害もございました。先程峯会長さんの方からお話がありました。色川
地区の瀬田谷の土石流の様子ですね。別名赤畑谷でございます。これ
は太田川の上流の谷なんですけども、ここで土石流が発生したという
ことで、下流に点線の所、県道があるんですけど、もう県道も飛んでし
まって長期間通行止めになりましたね。下流の方からちょっとそれを
撮影した写真なんですけども、本来水色の点線で流れているのは太田
川なんですけども、この時のもう土石流によりまして200メートルほ
ど川が埋まってしまいました。その為にこの黄色の点線に流れを変え
て人家に土石流が流れ込んだということで、建物全壊が5棟、半壊が6
棟という大変大きな被害が出てしまったということであります。災害
からもう4年後のその瀬田谷の様子です。高さ145メートル幅120
メートルを超えるダムが完成しております。まだ上流の方に災害で
ちょっと不安定になったら土砂が上がります。そのおおよそ3万立方
メートルという風に言われていますけど、その土砂は食い止めること
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のできるダムができているということであります。これがあの当時災
害から10日後に地元の熊野新聞というところに出たのを抜粋させて
いただきました。色川地区の被害状況の写真でございます。記事にこ
の写真はその色川地区の住民さんから提供された写真だそうです。記
事を読みますと、色川地区の町道とか県道の至るところで、山の崩壊
とかですね。土砂災害とか後、道路の崩壊とかが起こって通行止めに
なっているということとか、先程の峯さんのお話がありましたけれど
も、住民自ら水を確保されているというような記事もなされておりま
した。私から紀伊半島大水害の説明を終わりたいと思います。
【此松氏】
稲田様ありがとうございました。では、次に、中島先生お願いいたしま
す。
【中島氏】
皆さん、おつかれさまです。何か棚田サミットというより防災サミッ
トみたいになっていますけども。棚田に話をちゃんと戻したいと思い
ます。ちょっと象徴的な写真の中で紹介させていただくんですけれど
も、先ほど紹介したこの那智谷っていうところが実は今回のお話の中
心になるんですけども、こういうところ全部土石流が発生した後なん
ですね。で、その土石流発生したところを役所が公開しているデータ
であるとか、さらに、航空写真等です。もう最近災害があるとすぐに航
空会社がドローンを飛ばしたり、飛行機飛ばしたりしてその写真を公
開します。その直後でこういう風な形で見て、それを点で打ってこう
地形図の上に表現してみた訳なんです。そしたらちょっとえっという
風に気が付きまして、実はこの青い点何かというと、あ、土石流止まっ
ているやん途中でと。つまり土石流は一旦発生したら下まで落ちると
は限らないということが分かったんです。考えてみると実は土石流っ
て皆さんどういうイメージをお持ちか分かりませんけども、大きな土
砂災害土砂崩れがあって、それが一気に落ちるパターンが一つ。もう
一つのパターンが石ころ1個はコロコロっと転がってやわらかい土を
押す。大きな力になって押す、雪だるま式にどーんと大きくなってし
まう土石流っていうのもあります。ですから、最初から大きな土砂の
塊が落ちるとは限らないですね。最初から大きな土砂が動いてしまっ
たら、なかなかとまりませんけども、小さなやつはある時途中で止
まってくれることがある、止まるんだっていう事に気が付きました。
それともう一つのポイント、土砂災害の発生ポイントっていうのは分
かんないんです。例えば、先程のこれはあたかも土砂災害の発生ポイ
ントに見えますけど、これ違うんです。これは後からここまで崩れた
よっていうのがわかるポイントなんです。ここから崩れたことがある
か分かんないけど、実際に崩れたのはこの下、二次崩落でぽろぽろぽ
ろぽろ崩れていって最後に確認できたのが、ここだってことなんで
す。つまり、このことからすると土砂災害の発生要因って特定するの
極めて難しいんです。なぜかっていうとスタートがわからないからで
す。これに対して止まった位置というのは目の前にあるわけです。
はっきりと分かるので、これポイントにものを考えていくと充分でき
るなっていう風に考えて、研究に着手しました。こういう感じで止ま
るんですね。傾斜角度を見ると、分かりますでしょうか。緩やかになっ
ているんです。非常に単純な理屈でした。球を転がしても、傾斜が緩や
かになったら速度落ちますよね。落ちてくる量とこの緩やかになるバ
ランスが合ったら、その土砂は意外に止まってくれるって事がわかっ
たんです。これ実は那智谷のですね。谷地形があるんです。これ学生と
一緒に必死になって、もう可能な限り一個一個の形で全部はいずり上
りました。もう大変でした。3か月ぐらいかかりましたね。そういうこ
とを通じて、ある時にこういう風景に出くわしたんです。分かります
かね、そうなんです。上で発生した土石流が棚田の畔で止まったんで

す。これも同じです。すみません。私目が曇っていて、その横を素通り
して行きましたけど、インド人の留学生が「先生。そこはおかしいで
す」って、とても日本語の流暢な留学生でしたけど、彼が見つけてくれ
ました。それからこの視点に立って色々調べてみると、もうめちゃく
ちゃ色んなことが分かってきた訳なんです。山崩れは皆さん山の地形
とよくこうなっていますよね。段々に、これ実はですね。以前崩れたの
が、堆積した跡なんです。山っていうのが見ているとこうなっていま
すよね。あれだったら崩れたやつが堆積したから、こういう地形なの
です。で、この角度が変わるという遷急遷緩ってこうなっているんで
すけれども、これがかつての山の斜面ですから、ここに水が入ると、ズ
ルッとこいつは落ちます。しかもこいつ柔らかいですから、水はしみ
込み大きく崩れる。こういう原理がある訳なんですけれども、昔の人
は最初此松さんが言ったように、ここに棚田を造ったんです。これは
棚田作る理由っていうことで、いろいろ言われていて定説はないんで
すけども、やっぱり一般的に言われるのはこれが柔らかくて扱いやす
い。しかも上流から降ってきた土砂を含めた、いわゆる樹木を含めた
養分も含めている。だから棚田として好都合だったんだっていうこと
を言うんですけども片側では、川ではこいつは水が入ったら崩れやす
い。ほっといたらこれで自身が崩れてここの下に。また2次被害が起こ
ります。もう明らかに崩れた後の扇状地跡です。そういうところを棚
田にしていくんですけども、これ考えてみると、今でいう、土木でよく
使うテラス構造なんです。段々にすると崩れにくい。これは山を切る
時の鉄則なんです。今、切土森土の話がありますよね。切土も森土も
段々にするのは鉄則なんです。そうすることによって、崩れるパーツ
をちっちゃくしておくんです。全体が落ちるようなことをせずに、
パーツごとに崩れたりするようなことをして、いわゆる強度を保つっ
ていう構図をとっているんです。けれども棚田自身はテラス構造とお
んなじだと言ったら崩れにくいように、もともと崩れやすくなってし
まったところを崩れにくく、結果的になったということなんです。
じゃどうなんだろうというようなことで、実験してみました。これで
すね。棚田模型ですね。学生と一生懸命作りました。こんな感じで上か
ら土石流です。止まりますね。で上からどんどん降らしてもですね。止
まってくれるんです。簡単です。平らだからです。止まるんです。つま
りこのテラス構造が棚田にあることによって上から降ってきた土砂
を、落下後の速度を落とすから完全に止まるかどうかは別だけども、
少なくとも速度は落としてくれる。うまくいけば止めてくれるねって
ことなんです。例えば、これなんかですね。ちょっと先程の平野川のビ
デオについては、ちょっとこれかなりクレームもあります。後で説明
しますけれども、これ見たらこれ棚田とこれ先程ビデオの映った平野
川なんですけども、見たらわかりますけど止まっているんです。ここ
で上から降ってきた土石流はここで止まっているんです。これ緑です
よね。埋まってないですよね。つまり、棚田は止めてくれたんです。あ
るとこの砂防ダムで、上から降ってきます。これ、止まっているんで
す。皆さん砂防堰堤ってすごく誤解があるんですけども、こうやって
壁を作って耐えるんだと思っている人多いんですけど、厳密には平ら
の地形を作ることで速度を下げる装置なんです。だから丈夫な壁が作
れない場面では、もう最初から埋めてしまうんです、谷を。そして平ら
な距離をなるべく長く取ることによって上から降ってきたやつ。この
ように、なるべくそこの場所で下に流さないように速度下げるってい
う装置なんですね。そういうふうに考えていくとこのテラス構造があ
ると棚田を作ってくれたおかげで、上から降った奴が止まることがあ
るってことなんです。うちの学生が測量して一生懸命測ったら傾斜角
度で37度ぐらいまでの上から降ってきたやつは止めてくれました。か
なり止めてくれるって効果があることがわかったんです。ただ、これ
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テラス構造があるだけでは、水が入ったらこいつ軟らかいです。ずる
んと行きます。さあどうしましょう。田んぼってすごいよね。ちょっと
見てみましょうか。単に段があるだけですね。そうして水を流します。
このセクションは水流します。どんどん染み込んでいきます。染み込
んでいて、全然こう土地の表面出てこないんすよね。柔らかい土のな
かどんと落ちる、染み込んじゃえば当然落ちるわけなんです。で、また
また落ちると思いますよ。そのうちただ水やったけどもう下に入っ
ちゃうから崩れるんですね。ああ落ちてくれたってことなんですけ
ど、じゃあね田んぼっていうのは普通床を作りますよね。水が漏れな
いようにプールにしますよね。そうするとそこは水だめになりますか
ら、地面の中に水が入りにくい構造ができるんです。見てみましょう
か。耕盤中に粘土で層を作りました。降った雨は表面に流れてくるん
です。土の中に入らないんです。土の中に入らないから崩れないんで
すね。だから皆さん田んぼはね。地形があればいいんだけれども、水田
をやればもっと効果があるっちゅうことが分かるんです。つまりです
ね。この耕盤があることで床があることによって遮水機能を持つわけ
です。テラスを作って遮水をするこれ、最先端の土木技術と全く同じ
ことですね。色川なんか、1200年も前からやっていたんですよ。昔、技
術が低いととんでもないもう今でも理にかなった技術をもう使って
いたって見なすこともできるわけなんです。
ただですね。こういう食料田んぼは食料生産のために作られたから、
意図せざるつまり偶然だっていうようなそういうことになっている
のが定説です。実は棚田学会さんですね。もう勉強させていただいた
んですけども、棚田学会さんはもう意図せざる防災機能であると食料
生産のために棚田が作られたのであって、防災機能を期待して作るっ
ていうようなことはあったかもしれないけれども、ほぼないというよ
うな見解を断言されている。まあ、それはそうだろうなって思いなが
ら、考えていたんです。先程の、平野川で被災された方とですね。被災
された方のご遺族と後でお話伺ったんです。そしたら先生おって言う
んですね。あの奥様は行方不明で娘さんがお亡くなりになられる状態
で、昔なじいさまがなって谷の田は捨ててもいいけど、上の田んぼ、つ
まり谷の田は絶対捨てるな作り続けろと言ったと。で、俺、これ守らな
かったんだな。その罰が当たったんだろうなというようなこと。言わ
れたんですね。で僕ね。そんなことないだろうって思い、お気持ちは分
かるけどと思ったんですけども、調べれば調べるほどですね。じいさ
まはすごかったわけです。田んぼが、しっかり機能していれば、ひょっ
としたらもう少し被害は小さくて済んだかも分からないっていう風
に考える証拠がいろいろ見つかってきたっていうことなんです。意図
せざる防災機能ではなくて、意図した防災機能ではなかったのかって
ことで、いろんな古文書探しまくって、そういうふうな目的で棚田が
作られていなかったのかってことについて必死になって探しました
けどすみません。まだ見つけられていません。ただ、いくつかそれに類
した話があるんですね。例えば、横浜のちょっと北に町田っていうと
こがあるんですけども、そこにバラ園をやっておいでのすごい名字の
方です。田極さんとお見えです。田を極めるね。田をきわめですが、バ
ラを作っているんですけども、彼が言ったんですね。彼が言ったんで
すけども、向こうで谷津田って言いますよね。谷津田だなんてのは寝
ていて日陰で取れが悪いんだからつって適当に切り上げて第1の日当
たりのいいとこで畑作するんだよと。では何でそんなとこでやるん
だって。これはね洪水防止でよって、その洪水の意味が親水の方なの
か。土石流のあの方なのか分からないって言っていましたけどで谷津
田なんてやつね。谷津田なんていうのは洪水緩和のためにやんだよっ
ていうようなことを。だから証拠に、日当たりのいい下から造成せず
に一番てっぺんから作るんだよと一番てっぺんから日当たりの悪い

とこから作るんだよというようなことで、水源のこともあるので、一
番上から作ったら理にかなっているんですけど、そういうことで新潟
の秋代って話もありますよね。収穫が終わった秋でいっぺん代かきす
るんです。もうこれから生産なんかするつもりないんです。だけど、代
かきするこの理由っていうのは、圧雪がどんどんどんどん積もりま
す。それで田んぼ押しますから、雪解けの水が下に入ったら田んぼ崩
れるんです。だから雪解けの水がずっと地面に入らずに表面を流れて
くれるために、代かきっていうのは秋代が必要なプロセスだとそうい
うようなことを聞いています。なるほどなっていうようなこと。いろ
んな証拠は集めているんですけれども、意図した防災機能っていうだ
けの証拠。まだ私、つかめていません。誰かご存知だったら教えてくだ
さい。そういうことを皆さんの扱われている棚田のとこで聞いたこと
あるよってのが来たら是非お話を聞かせていただきたいと思ってい
ます。航空写真に戻ります。これが先ほどお話しになったような焦点
になった田んぼなんですけれども、実はさきほど此松さんから説明さ
れますけどね。木の下の昔の地形見えるっていうすごい技術が出てき
たんですね。面白い、貸してとお借りしまして、研究させてもらいまし
た。その結果、重ねるとこんな感じで木の下みんな田んぼ棚田があっ
たこと見えるんです。こういうのを見ると、みんなすぐにね。隠し田
だって言うんですけれども、隠し田なんか絶対作れないよっていうの
が僕の見立てなんですけれどもね。実は先程の図面を使って、どのエ
リアが棚田だったんだろうっていうことを図示したのがこれです。こ
の黄色のところ棚田の地形です。この前、谷底も棚田の地形がありま
したので、それをやってこれだけありましたところがね。皆さん、棚田
やっておいでの皆さんわかると思うんですけども、こんなところです
ね。いわゆる開いている場所は北向きです。谷が開いている場所です。
めちゃくちゃ狭いとこ。しかもかなり深い谷です。田んぼにするって
おかしくないですか。食料生産を主目的にすると考えた時に、ものす
ごく条件の悪いとこまで棚田にしているっていうのことが、僕はすご
く不思議に映っていて。もちろんなんで棚田で作ったんだったら食料
生産のためなんだろう。だけどね。何もここまで無理してやる必要が
本当にあったんだろうか、なかろうかっていうようなことで、ちょっ
と思いながら見ていたんです。実はこの開田時期の話もちょっとか
かってくるんですけども、これが1960年代の航空写真で棚田の地形
がずっと残っています。当時、地元のある小学校の卒業写真を借りて
きました。後に見えているんですね。ちゃんと今、これは森の中です
ね。そういうことなんですけども、実は谷這いずり回って崩れた後の
棚田跡を見たらですね。黄土こんなに薄いんですよ。これぐらいです。
本当にこれって田んぼとして期待して作ったんだろうか。下もガラガ
ラですよね。たまたまここをえぐられて削られたんで見えたんです
ね。すごく何て言うか。食料生産は農業生産だって考えたら矛盾して
いるように映る情報がいっぱいあったっていうなことが答えなんで
すね。
これで先程出ましたね1800年代の写真で見ると、ここに那智の滝が
ありまして、ここに鳥居があるんです。ここに土石流があったなとい
うようなことなんですけども、実はね。この図絵、特に紀伊半島の図絵
は極めて地形が正しいんです。こう写生したなっていうぐらいのが分
かるぐらいなんです。実はこれ今でもあるんです。ここはずっと井
関って言われるとこなんです。井関から市野々と言われる辺りに向け
てこれはあるんですね。位置関係非常に正しいってことがあると、こ
れ多分写生したなってことが想像できるんですけど、斜面地に田んぼ
ないんです。描かれてないんです。先程航空写真では見えていました
よねっていうことは写生したんだったら見えているはずです。なのに
ないっていうことは、開田時期は比較的新しいかも分からないと考え
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ると、新しい色川は1200年だって言ったけど、ここは実は古文書調べ
ると那智大社に向う、いわゆる門前町で市が立つとこで、商業の町で
農業生産のとこではなかったとで、農業生産の話で田んぼの交換が
あったとかそういう文献は出てくるんです。しかしながら、田んぼが
一生懸命やられたって記録もまたないわけなんです。けれどもちょっ
といろんなことがあるなというようなことを思いながら。証拠分かん
ないよなってことなんです。ところがですね。これを見ていたんです
けども、土石流ここで止まっていますよね。でも、これでとんでもない
被害があったわけです。横から見るとこんな感じです。拡大するとこ
んな感じです。分かります。土石流はここを通ったんです。端っこ通っ
たんです。上越えてないんですよ。残念ながら先程のビデオは上を越
えていましたね。そういう誤解があるんですよ。あの皆さんね。こうい
う中で観察に基づくデータを取らないと色んなこと間違っていくん
です。土石流は端を通って人を何人も殺したんです。棚田は止めてく
れたんですよ。一部をこれ見てはっきりと止まっていますね。落ちた
のはここだけなんです。ここで広がったんです。こういうことなんで
すね。昔っていうのは谷っていう部で大体閉じましたよね。田越かん
がいでしたよね。田越かんがいは上、互いに落とすようなことでした
から、上から押し付けても止められたんです。ところが、効率が悪いの
で、こういう風に変えました。水路式にそうすると、そこを土砂が滑る
んです。そういう構造、つまり、昔の人の知恵っていうのは非効率だっ
たかも分からないけども、水が少なかったこともあるんだけど、すご
く理にかなっている防災上でそれを利用した例えば愛媛の西条市の
取り組みなんですけども、源流部にこういう小規模な砂防ダムを作る
これ。あの上流部で木を切って、そのまんまでもう手作業であるって
言っていました。安く簡単にできて、石ころ1個の土石流はもうここで
食い止めちゃう。何段にも置いておくと、それで土石流は大きくなる
のを防ぐことができる。一気に大きな土砂が来て発生したやつは止め
られない。だけれどもちっちゃなやつは止られるっていうそういうポ
リシーです。これは何段にも置くってことです。長大な砂防ダムを作
らなくてもできますよね。これで緩和できる。防げるとまでは言えな
いんです。ちっちゃいですから。でも緩和できる、そういうふうな考え
もあるんです。この先程勾配にペンで穴をあけてみました。同じよう
に雨を降らしました。水入ってくんですね。穴空いていますから耕盤
突き抜けて入ってくる訳なんです、上越えて来ませんよね。下から水
きますよね。くぐって潜ってきますよね。となると、せっかくの耕盤に
穴があいちゃうと崩れるっていう話になってくる訳なんです。なかな
か崩れてくれませんね。耕盤粘度ありますからで、粘着性もあるので、
上から本来は耕盤がしっかりしている上からオーバフローしてくる
はずなのに、中に入ってやっぱり崩れていくっていうなことでね。あ
崩れ始めました。つまり先程の絵でも分かりましたように、棚田で放
棄した後に木を植えることすごく多いです。そうすると、当然穴を開
けちゃうんすよ。せっかくの水が入らないっていう機能を植樹によっ
て失ってしまうリスクがある訳なんです。こういう感じで耕盤壊れて
しまっているんですね。これそうすると、災害リスクが高まる。棚田の
機能がね、下がってしまう。ただし、植樹したんだったら、めちゃく
ちゃもっとマット上の根にするといわゆる浸透調整能っていうのが、
根に働くんです。これもよく誤解があるんですけど、根っこがしっか
りしていると土を抱えてくれて崩れないって言うんですけど、それは
間違えてないんですけども、根っこって意外に浅いんですよ。みんな
が思っているほど深くないんです。例えば、紀伊半島は雨が多いです
から、大体ですね。杉の人工林中いくと根っこ大体50センチなくて30
センチぐらいです。それで土砂災害を防げるわけがないです。だけれ
ども根がびっしり生えていると、びっしり張った根は多くの雨ははね

飛ばして表面流し、少ない雨は中に入れるっていうそういうのをね調
整機能が働く。これが浸透調整性能っていうんです。それが働くと
びっしり張ってあったら大雨の水を可能な限りで正面に排除してく
れて、雨が早く止んでくれれば土の中に水が入る。入る前に雨がおさ
まってくれれば崩れずに済むっていうことが考えられる。つまり、
根っこの力を使うとね。棚田の跡に植林をしても、びっしりと根が生
えると、雨は結局表面を流れるから崩れにくくなるというようなそう
いうことが考えられるわけなんです。今日は、皆さんに持ってきたの
は観察と実験に基づいて棚田がいかに我々にとって有益なものだと
いうことについて。そういうメカニズムっていう、理屈について皆さ
んにご理解いただきたくて現地調査の結果を持ってまいりました。こ
ういうことで私の発表を終わります。ありがとうございました。
【此松氏】
中島先生ありがとうございました。はい。ちょっと休憩したいと思い
ます。その休憩の後に皆さんにディスカッションしたいと思いますの
で、トイレ休憩とかしていただければと思います。4時ぐらいに再開し
たいと思います。あと30分しか時間ありませんけれども、こちらのパ
ネリストの皆さんとね。色々と討論して行きたいと思うんですが。先
程紀伊半島大水害の話をしていただきましたけども、実はその紀伊半
島大水害を元にこの啓発センターってのが作られましたね。そういう
ことで、それで今色んな教訓のところで学校とか何かで防災教育のこ
とも色々と活動をされていますのでそういう活動の話を、これからの
備えにも繋がってくると思いますので、まず話していただければと思
います。
【稲田氏】
はい、すいません。ちょっと駆け足でご紹介したいと思います。私ども
土砂災害啓発センター、この災害の記憶をですね。後世にも伝承して
いくってこと非常に大事だと思っています。あと、土砂災害について
の調査研究なども行っているところでございます。その取り組みを、
簡単に結果でご紹介したいなと思います。啓発活動なんですけども、
一般の団体さんですね。自治会さんとか自主防災組織さんとか、公共
機関とか、そういったところにも研修等を行っておるんですけども、
特に、小中学校を対象とした防災学習に力を入れております。という
のは、子供たちって将来、その地域の防災の担い手になっていただき
たい。そういう存在であります、子供達を通じてね。両親とか地域に防
災意識の高まりが波及、そういったことが期待できるということで、
センターとしても大変力を入れているところでございます。防災教育
の目標というのを立てておりまして、まず第1段階として当面の目標
ですけども、我々センターが先生方と一緒に共同して、県下の全ての
小中学校で防災学習をしたいということで、今現在この段階になって
います。将来的には、我々センターがお手伝いしなくても、学校の先生
さんだけで防災教育ができたら一番いいなという風に思っています。
で、こちら啓発センターで行っている防災学習の実施状況ですけど
も、コロナの始まりました、令和2年度ぐらいから数が急激に増えてお
ります。色々やり方を研究していて、それから本格的にやりだしたの
がこの年ということで出前授業とかコロナ禍でしたので、なかなかセ
ンターに来ていただけないってこともあって、リモートでやったりと
か、そういったことで増えて来ております。今年度この那智勝浦町で
行ないました、防災学習の事例を紹介したいと思います。まず、下里小
学校というところです。ここの小学校6年生ですね。総合学習の時間で
土砂災害とか海に近いところですので、地震津波についての防災学習
をしております。それでその学んだ知識をもとに、地域の防災マップ
を作ろうということで、今、子供さん達頑張っているところです。我々
土砂災害啓発センターですので、地震防災は専門が外れてくるという
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ことで、国の研究所国総研というところから、地震防災の専門家さん
をお呼びして助言をいただく学習をしました。今後、このできたマッ
プを地域の皆さんにも配るということを目標に、今現在取り組んでい
るところです。右側が市野々小学校、先程大きな被害のあった小学校
ということで、教職員さんが主導して防災学習を進めていただいてお
ります。啓発センターも協力させていただいておるんですけども、こ
の小学校では毎年秋の1日を防災の日と定めまして、防災学習で学ん
だ内容とかを地元の保護者でありますとか、地域住民に集まっていた
だいて、そこで子供達が発表するってこともやっているということで
す。そして、色川小学校でも防災学習を行ないました。色川小学校で、
まず土砂災害の基本的な説明させていただいて、理科の授業で流れる
水のはたらきってあります。侵食して運搬して堆積する力があるとか
大地の作りですね。そういったものを土砂災害とどう関係しているの
かっていうことを学習してもらう為に、実際に実験道具を通じて実験
をしたり、現地をフィールドワークして実際の地層を見て回ったりと
か、そんな学習をいたしました。その他の取り組みということで特徴
的なものを簡単に申しますと、ギガスクール構想ということで、子供
さんたち一人ひとりタブレットとかパソコンとか端末１個1個持って
いますので、そういった端末を使ってですね、防災教育をできないか
ということで色々取り組んでいます。例えば、左側防災情報をタブ
レットで読み込んで表示したりとか、あと和歌山工業高等専門学校と
一緒に共同開発じゃなんですけども、防災ロールプレイングゲームと
いって子供達がゲームをしながら楽しく防災を学べる。そんなことが
できないかなということで、ソフトを作ったりとか、右側ですけども、
自分でハザードマップを手作りできるようなハザードマップ作成ア
プリっていうものを作ったりしております。これはオンラインの対
応ってことで、コロナ禍ということでオンラインでも防災学習ができ
る。そういった実証実験なんかもしました。そして、あと最近の取り組
みということで、この防災学習砂場の開発とありますけども、これ何
かといいますと、例えば地図を見てその地図が立体的に、どんなよう
な形になっているかっていうのを頭の中で想像するってなかなか大
人でも難しいと思うんですが、子供だとなおさらだと思います。その
地形と土砂災害非常に関係が深いので、地形を学んでもらう為にです
ね、子供達が慣れ親しんでいる砂場を用いて砂場の形を変えると、リ
アルタイムでそこに等高線が出たりとか、色分けして高いところが薄
くなったり、黄色くなったりとか低いとこは青くなったりとか増えた
かとか、そういったことがリアルタイムでできるシステムを開発しま
した。これは防災学習ですけども、やっぱりセンターと各学校でそれ
ぞれ個別にやっていてもなかなか広まらないということで、防災教育
の発展には、自治体の防災部局でありますとか、教育委員会さんと一
緒に連携してやっていく、これは非常に効果的だということで、和歌
山県内では日高川町というところで共同ですべての小中学校で防災
教育をするという取り組み。枠組みの構築なども行いました。最後で
す。紀伊半島大水害から12年が経ちます。その後、生まれた子供さんた
ちももう中学生になるということで、その災害の記憶、そういったも
のを伝承していくというのはなかなか難しいものがあると思います。
大規模な土砂災害を経験することっていうのは一生のうちに何度も
あるもんでもないかなとは思います。それと、やはりこの和歌山県過
疎地域等ではその子供たちが都会へ行ってしまうということで、世代
交代とか移住などでその記憶も失われていくということで、なかなか
そういうのも難しいっていうところはあるんです。けれども我々セン
ターとしてもこの土砂災害の啓発教育を通じて、土砂災害に興味を
持っていただいて、あと大事なのはただその地域にそんな危険な箇所
があるよとか伝えるばかりではなくてですね。やっぱり災害が多いと

いうことは、それだけ自然が豊かで、自然が豊かっていうことはきれ
いな水があったりとか、食べ物が美味しかったりとか、あと川で遊べ
たり、歴史な文化があったりとかいうことをあわせて教えています。
そういうことで地元を危険の多いんやなというので、ネガティブに
なってもらうんではなくて、そういうところだからこそ、普段から気
をつけていざという時には避難するとか、そういった意識をね。自分
事として災害を受け止めてもらうようなそういうつもりで災害啓発
センターでは防災学習をしておりました。
引き続き防災教育に取り組んでまいりたいと思いますので、またよろ
しくお願いいたします。ありがとうございます。
【此松氏】
稲田所長ありがとうございました。今、こうやって見ていただいてで
すね、話出ていますけども、こういう災害の経験や記憶ってのは薄れ
ていくっていうのが当たり前というか、これが自然なんですね。ただ、
それを忘れていいこととやっぱり忘れてはいけないっていうことあ
るのかなと思います。それがいわゆる災害の教訓とかそういうものに
繋がっていくのかなと思うわけですよね。そういうことで啓発という
意味では先程峯さん、鳥羽山さんのところでいろんな経験談の話をし
ていただきましたけども、今あったようなこういう伝えていく、備え
るというところで、また皆さんと議論したいのですが、鳥羽山さんな
んかどうでしょう。その地区で大変災害を経験したわけだけども、そ
れに対していろんな訓練のことだとか。例えば孤立だとか。また停電
なんていう話がありましたけども、そういうことに対してどう備えて
いこうとしているかお話しいただけますか。
【鳥羽山氏】
僕は那智勝浦町の自主防災組織の色川地区の担当をさせてもらって
いるんですけど、那智勝浦町としては自主防災組織として、例えば非
常食だとか発電機だとかを買った場合は75%程度の補助が出るので、
各地区でそれを備えていくように毎年少しずつ購入していっていま
す。それと別に最も恐れているのがやっぱり地震。水害はある程度予
測できるかもしれないんですけど、地震と津波は予測できないので、
もし本当に津波が来た時は長期の停電とか食料がないっていうこと
が想定されるので、それに対する備えは日常的にやっています。ただ、
みんなねお米作っていたりだとかをするのと、色川の人達って基本的
に買い物に行くことがあまりないので、スーパーまで40分ぐらいかか
るんでわりと買いだめしているので、そこら辺の食料を分け合ったり
することと、最も大事な共助っていうのは常日頃から培われていると
思うんで。そもそもみんな農業だったり、林業だったりしている人達
も一人で誰とも関わらず生きている人はいないので、色川の人達こそ
そういう時は共助が最も頼りになるので、それが最大の備えかなとは
思っています。
【此松氏】
なるほど。だからそういう意味ではむしろ都会より意外と色川の方が
孤立しても、わりと耐久性がある。
【鳥羽山氏】
自信あります。孤立するなんてことはわかっているんで。それと12年
前の災害の時もそうだったんですけど、下の方が大変だろうっていう
ことはわかっているんで。行政だとかにあんまり頼る気がなくて、自
分達でしばらくはどうにかっていう覚悟は大体の人が持っています。
それと地震に対して消防団として最近買ってもらったのが、家屋の倒
壊を少し懸念していて、それのために大きめのエアージャッキだと
かっていうのをこないだ買ってもらいました。そういうので、どうせ
上がってきてもらえないと思うので消防だとかレスキューだとかっ
ていう人達には。自分達で何とかできるようにそれは購入しました。
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【此松氏】
はい峯さんの方からも。
【峯氏】
色川地区では、南海地震が来たとしても、前回の水害の時で孤立は前
提として色々考えていますので、だから食料にしてもそこそこ各家庭
で備蓄はあるんですけども。ただ、その災害の起こった1日目ぐらいは
とりあえず動き取れない状況の中で避難所に1日2日分あれば態勢を
整える余裕ができるんじゃないかなっていう程度の各集落で食料と
水ですね。水も山水を使っていますので、地震来た場合、水害でも当面
はその水が濁るだろうということで、やはり1日2日分ぐらいの水も
入るんじゃないかって考えて各集落で備えています。
【此松氏】
うんわかりました。例えば、発電機なんかはお持ちなんですかね。
【鳥羽山氏】
ガソリンが手に入らなくなることも十分想定しているんで、ガソリン
で発電できるやつとソーラーで発電できるやつとプロパンガスで発
電できるやつとうち地区は3種類。リスク分散する為に分けています。
【此松氏】
はい素晴らしい、いいですね。そういう多様化するっていうことはと
ても大事だなと思います。
【鳥羽山氏】
それと12年前の時もそうだったんですけど、どうしても電気が必要
だった人が酸素呼吸器使っている人が集落にいまして、その人のとこ
ろに発電機を優先的に持っていくっていうことは、今でも頭の中に入
れています。
【此松氏】
なるほど。だからそういう意味では、いわゆる要配慮者っていいます
けども、そういう方が自主防災組織としては、どこにどういう人がい
るかっていうのは、大体把握されているという感じなんですかね。あ
とこういう備えの状況が分かってきたんですが、あとはそういう備え
るというところで、いろんな訓練とかあるかと思うんですが、いわゆ
る防災訓練的なことはあるんでしょうか。プログラムとかのは。
【鳥羽山氏】
大掛かりではないんですけど、色川には現状5地区ぐらいの集落が
あってか、その各区長さんが町から支給されたトランシーバーを持っ
ているんですけど、それの通信訓練は年に一回程度します。どこから
どこまでその電波が飛ぶのかだとかっていうことの確認はしていま
す。
【此松氏】
その地域で地区で、いわゆる避難所とか、そういうところに行く訓練
なんかもされて。
【鳥羽山氏】
それはないです。現状の大雨でも、避難所に避難する人より安全な知
人の所に避難される人達の方が多くて、今年のお盆の頃に来た。台風
でも学校が避難所として開けてくれてはいるんですけど、誰も行かな
くて、その隣にある家にみんな集まっていましたね。
【此松氏】
必ずしも避難所へ行かないといけないっていうわけではなくて、やっ
ぱり今はね。そういう知人の宅というのもありますよね。はい、ありが
とうございます。またそういう中で防災のその棚田っていうのが先程
中島先生なんかでもやっぱりいろんな防災での機能はあるんじゃな
いかっていう話なんかありましたけども、棚田やられている方からす
るとある意味。とても元気になるような大事だなというの位置づけさ
れたのではないかなと思うんですが、そういう中でどうだろう。中島

先生。
【中島氏】
此松さん防災の専門だから棚田からすぐに防災の方に離れてしまっ
て聞いている人はねものすごくご不満がフラストレーションがた
まっておいでかと思うんですけど、こういうふうに聞いてください。
棚田をお持ちの地域はですね、この色川であったりとかですね。そう
いうところと同じように、災害の時に孤立する可能性がある集落だっ
ていう風に位置づけてですね、そういう意味で災害の多発地域の情報
がですね。皆さんがお住まいのその棚田地域の集落に参考になる情報
だっていうふうに位置づけていただければ、御不満も随分解消される
のではないかという風に思いますが、ということなんです。実はです
ね。棚田のあるような、山村地域には、エネルギー備蓄しておくってい
うことですね、先ほど色川でも持っているよというような話があった
みたいに、これもとても重要なポイントですけれども、もっと大事な
ことは普段から使っているといいんですね。というのは使ってない道
具って忘れるんですよ。どうやってこれ電気を起こすんやったっけっ
てことが。それを訓練でっていうようなことはそうなんだけど、日常
から使っているとなおよくてそういうことからすると、例えば、小さ
な水力発電であるとか、太陽光であるとか、そういったものですね、上
手に自分たちの生活に組み入れる。そうすることによってですね、棚
田をやっているような素晴らしいエリアが自然のエネルギーで運営
しているとなるとですね、さらに価値が上がるわけですね。都会の人
から見たらすごいと。棚田はあるけれども、あとの生活は全部現代社
会の生活だって言うとですね、何かちょっと説得力を欠く、そういう
ことからすると、格好いい自然エネルギーとかそういうことを組合わ
せてやるとですね、自分たちも技術が蓄積されるし、周りから見たと
きには説得力は格段に上がるかつ、いざという時に使えるっていうの
は1石5鳥ぐらいのことがあるので、なるべく自給するというプロセ
スっていうのは、棚田があるってことはいろいろできる要素があるわ
けですので、そんなふうに考えていただくといいのかなということは
常々思っています。今日も午前中の分科会で棚田を全部復活するって
ことは到底無理な話であると、いろんな社会要素があって困難であ
るって、皆さんやっておいででもう痛いほど感じておいでだと思うん
ですけども、その中で実は棚田があることによって、他の人ができな
い有利な点もまたあるわけで、それを上手に使われることがみんなの
モチベーションにもつながるし、かつ強い棚田ができていくようなこ
とにもつながっていくのかなと。もう色川なんかでも、主力のメン
バーがどんどん減っていくっていうのはすごく問題ですよね。
【峯氏】
うちの集落でも停電は必ずするだろうということで、ポータブル電
源、10万前後のやつを町の補助を受けて備えているんですけども、そ
れで常時100%近い充電状態には100ボルトのところで採取するん
ですけども、いざ停電になった時、あの程度の機械がどの程度実用的
な効果があるのかなと。
【中島氏】
スマホ充電するぐらいだと１週間ぐらいもちますけど、違うものに
使っているとあっという間になくなります。
【峯氏】
スマホ1台を。
【中島氏】
あれぐらいあればスマホ10台ぐらいはだいぶもちます
【峯氏】
ただ一応、ポータブル太陽光のパネルも付いているんですけども、ど
の程度の天気が良くて充電できるのかなっていう不安も持っている
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んですけどね。
【中島氏】
僕も持っていますけど8時間充電してフル充電ぐらいですね。
【此松氏】
はいありがとうございます。うまくエネルギーの話までしていただき
まして、ありがとうございますで。最近は集落って言うかな。そういう
ところでEVって言うかな。いわゆる電気自動車またハイブリッド車
なんかで、バッテリーをためるなんていう方もいたりしますよね。は
い、時間もだんだん近付いてきたので、皆さんの中で今までのパネリ
ストの皆さんももし質問とか、これはちょっと聞いてみたいなってい
うことがもしありましたら。
【質問者1】
中島さんにぜひ伺いたいんですけどね。その被災者の家族から聞かれ
たということで。谷底の田んぼは捨ててもええがどこそこは守り続け
ると言われたそのどこそこが聞き取れなくて。
【中島氏】
あのいわゆるですね。あの那智谷でいきましたら、その支流に当たる。
細い谷にですね。点々とある小さな田んぼは作り続けろって言われた
とで、それは大変なことなので、あの本人にやめてしまったと、そのバ
チが当たったのかなとようなことを言われて、最初は違うかなと思っ
たけど、どうもそうやなと思ったら爺ちゃんすげえと思った訳です。
【質問者1】
はいわかりました。後、もう一つ。凄い山の上の北向きの斜面で、狭い
とこに棚田が昔あったということですけども。私は熊本県水俣市のS
といいますが、うちの辺でもそういうのありますが、1カ所だけですけ
どね。地元爺ちゃんに聞いたところ、昭和20年に戦争に負けた後、人が
増えて、その頃は人手もあったし、食料も不足していたからその頃
作ったという話は聞きました。
何かその頃だったら。捨てられてもしょうがないかなと思ったんです
けど、いつごろ作ったとかまで分かりますかね。
【中島氏】
開田時期凄く調べたんです。分かんないです。あのエリアがですね。実
は那智の滝がありますので、いわゆる門前町でそれは農業生産を中心
にできていなかった町だっていうことはずっと古文書に書いてあっ
てただ谷底に田んぼがあったことは分かっていて、その土地の売買に
対する記録はですね。どこどこの誰々の田んぼを何丁買ったとか、そ
んなような話の記録が残っているんですけども、その明確な位置が分
からないので本当ね。支川にある小さな田んぼの開田時期っていうの
がわかれてないんです。一応、航空写真で遡ると、あの戦後にはあっ
た。戦後直後に多分あったかなっていうような感じで、その前の状態
がちょっと分かんないです。はい申し訳ないです。
【此松氏】
はいじゃもう一つ。
【質問者2】
中島先生にご質問なんですけどね稲田センター長さんにも質問なん
ですけど、田んぼに水溜めますよね。その時にですね、今溜まっている
水の水位より１０センチぐらい田んぼに余裕をもたせようと、その為
には排水のところ１０センチほど高いあぜシートをやったら、わずか
10センチで棚田だとかなりの貯水量を田んぼが保つから防災に役立
つ。それは全国的な傾向が学者というか、先生方には一致した認識が
あるわけですか。
【中島氏】
数字はまちまちですけども、その方向で考え方一致です。今私達がす
ごく心配しているのが、きょう午前中の基調講演の方では外山麻子さ

んの方からでもあんだけ水抜けてくのにダム本当に水ためかいって
いうようなこともありましたけども、10センチって100ミリなんです
よ。累計になりますけども、その中身を一時的に貯留してくれるって
ことは、やはり下流に対するダメージはちっちゃいと。ただ田んぼに
対するダメージがあるかないかって言ったら、あんまりたくさん溜め
ると畦弱りますから、その辺の兼ね合いってのがあるんですけども、
逆にですね。今、都市部では田んぼがどんどん埋められていて、都市の
貯水機能がすごく下がっていて、田んぼを見直そうっていうようなこ
との動きは確かにあります。そういうことですので頑張って田んぼ残
そうぜっていうなことは、日本の防災のためにもすごく必要なプロセ
スだと思いますので、棚田は上流部で守り、平地は平地の田んぼで守
りっていうなことを国土全体でやることはすごく大事かなっていう
ふうに思っていますし、そういうふうに考えている研究者は圧倒的に
多いです。
【質問者2】
それともう1点ですね。中島先生言われましたね。ちょうど横にご質問
されたのだとも言われたんですけど、実は2018年に、宇和島の方でみ
かん山が崩落したんです。その時に、ある地域はみかん山の上のとこ
ろは木は残せと、やっぱり崩落したとこは、残さずに山全体もう頂上
までみかんの木を植えとったんです。
【中島氏】
なるほど。実はですね。紀伊半島には、和歌山県ではないんですけど、
三重県の方に大きな林業屋さんがあります。大きな林業さんは何100
年という歴史の中でやっておいてですから、ちゃんと決まりがあるん
です。山のてっぺん使うことはまかりならんと。山の下を使うことも
まかりならんていう。使っていいのは真ん中だけで、これちゃんと科
学的に理論があるんです。上に降った雨がいきなり下に滑り落ちるこ
とがあっては、下がダメージを受けますから山のてっぺんはそうやっ
て雨の緩衝帯として残さなければいけない。特に降水量が紀伊半島め
ちゃくちゃ多いんですね。下は上からもし何か落ち着いたときに止め
る防御として置いておかなきゃいけないんです。例えば、私の友人た
ちが調べたことで言うと、土石流が降ってきたとする、その時にで、直
径30センチの杉木ならば、大体止めると言うんです。それより細いと
やられちゃいます。となると大きな木をしっかりと下流に置いてお
く。それはあのスギ林ってのはまっすぐですから間すり抜けちゃうん
ですけど、自然林だと複雑ですから、どっかで引っかかってで全部は
止まらないけど、一部は残るっていうようなそういうルールがあるん
です。和歌山って大きな林業屋さんいないんです。そうすると、ある林
業屋さんは山のてっぺんまで使っちゃうんです。そのようなことがで
すね。やっぱりその経験と、その伝承っていうことについて今日の
テーマ伝承っていうことは重要なんですけども、昔からこれは良かっ
たよっていうような技術はやはり伝承していった方が絶対いいって
いうことはですね。今、おっしゃられた話でみかん山でもそうなんだ
みんな一緒なんだというようなことで、棚田が伝わっている伝承もこ
れは後世に残していくことが、我々が安全に暮らす上で重要なポイン
トでないかということを逆に教わりました。ありがとうございます。
【質問者2】
どうもありがとうございました。
【此松氏】
最後になりますが、色々と今までの話を聞いてですね。この棚田って
いうのは、皆さん一生懸命作られて保持されているかと思うんです
が、そういう防災としての機能は本当にありそうだなというのは分か
ります。そういうのは是非残していってほしいです。また、峯さん、鳥
羽山さん達にはやっぱりこういう災害だって、だからどういう災害が
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棚田周辺で起きる可能性があるのかそれをどれだけイメージして災
害時こうなるだろうなっていうイメージをどれだけ考えられるかど
うかっていうのが身を守ることになるかと思います。事前に棚田の機
能も、防災の機能も知りつつ、また自分達はそういう場所、いわゆる土
石流や地すべりの上にで住んでいる、その上で耕作をされているって
いう意識をしていただいて。僕も調査で東日本に行った時、自分達が
土石流の上に住んでいるってのは全然意識してなかったという人も
それなりにいました。だけど、もし知ってれば、こういうリスクがある
よねということにも繋がって、意識していただくことになるかなと思
います。一番の防災っていうのはやっぱりリスクを知って自分の住ん
でいるとこはどういう風にしてできているのか。また、それに対して
どう備えていくの行こうかということをどれだけ描けるか、想像でき
るかっていうところで、身を守ることができるのかなと思います。だ
から、それがまさに承継と継承なのかなという風に繋がっていきま
す。それで終わりたいと思います。多少無理矢理だったかもしれませ
んけども。また私の不手際でちょっと時間が超過してしまったところ
は大変すいません。お許しいただければと思います。それでこちらの
第3分科会。災害教訓の承継と継承ですが、これで終わりたいと思いま
す。どうも皆さん長い時間ですが、お疲れ様でした。
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【中島氏】
十日町市の地域おこし協力隊、そして鴨川市は大山千枚田がすぐ名前
が出てきます。もう一つ忘れちゃいけないのが、ここの川代の棚田。私
ども棚田ネットワークと深い付き合いがあります。ここの集落は、実
に農家の方たちがたくさん集まってくるんですよ。今時こんなとこは
あるのかなと思うぐらいに盛んなところですから、そんな様子をお話
していただいて、そして農水省からお二方、課長と課長補佐さんが来
ておりますので、農水省の方からのアナウンスをしてもらって、そし
て皆さん方といわゆる棚田を、これからどうしようかというような話
し合いをやってまいりたいと思います。まあ、そう堅苦しくならずに、
みんな和気あいあいと、みんな棚田を守る「守り人」みたいだと思って
ですね。一つお話をしてくだされば、結構だと思います。それでは松本
さん始めますか。
【松本氏】
皆さんこんにちは。松本と申します。中島先生からのお願いもいただ
きまして、今日こうして話させていただきます。私の資料は、紙の形で
皆様方の中に配ってあります。多分ここは遠くてスクリーンが見にく
いところもあろうかと思いますので、それぞれお手元にこの棚田地域
振興法を活用した棚田保全というスライド2つが一つになった紙を役
場の方で用意してくださっています。ぜひ、そちらも見ながら話を聞
いていただければありがたいです。棚田地域振興法って、令和元年に
できたんですけども、これは衆議院も参議院も全会一致で可決成立し
ておりますので、これは誰も反対する人がいなかったという法律でご
ざいます。この法律の仕組みが幾つかあるんですけど、そこをまずサ
ラっとおさらいしたいと思います。まず対象とする棚田を決めなきゃ
いけないんですけども、棚田を守るためには、やはり農業だけじゃな
かなか地域で棚田を守る地域振興をやらなきゃいけないんだろうと
いうことで区域を99市町村といいますけども、昭和の大合併の前、
ちょうど昭和25年の当時の99市町村の範囲。これを一つの単位とし
て20分の1以上の勾配の棚田が1ヘクタール以上あったら、この棚田
地域としていいよと、県が申請をして国が指定をするという流れでご
ざいます。また後で言いますけれども、都道府県が申請しないときは、
実際に棚田を守る活動していらっしゃる皆さんが県に対してちゃん
と申請して提案をできる仕組みをつくってございます。実際、もう皆
さん活動されているわけですけども、法律でこういうふうに仕組みを
いたしますと誰かこう協議会という形で、既存の協議会の看板を書い
ても構いませんけれども、協議会というのをつくっていただいて、協
議会が何をするかというと、棚田の振興の活動計画をつくってもらう
と。この活動計画っていうのがまた後で役割を果たすんですけども、
とりあえず農業者の方だけじゃなくて、地域住民とか、あるいはその
棚田のNPOとか、地域おこし協力隊とか、あるいは大学の先生とか、
いろんな人が入ってこの話し合う場をつくりましょう。これは後で話
しますけど、都道府県も協議会のメンバーになれるというふうに法律
上、そういうふうにしています。この法律上、都道府県も協議会のメン
バーになれるようにしたっていうのは理由がありまして、都道府県に
棚田基金というのがあります。この棚田基金が委託じゃないと使えな
いんですけど、これは都道府県自身がメンバーになることで、もっと
もっと棚田基金が使えるんじゃないか。今最近ニュースで河野大臣が
基金を見直すぞと。これまでにも何回もあったんですけど、もう長く
たっている基金でもう役割を終えたんじゃないかということで、もう
国にお金を返せっていうことになる瀬戸際でございまして、ぜひぜひ
後でもいいますけど、この棚田基金というのはですね。全然使っても
らいたいと思っております。次のページをお願いします。協議会がで
きましたら、さっき言った活動計画というのをつくっていただくわけ

です。ステップ3と書いています。協議会で話し合って計画を。計画ば
かりで大変だよっておっしゃる場合もあるんですけども、ここの計画
をつくって国が認定する。何で国が認定するのかというのがありまし
て、それは棚田を守るためのいろんな事業を関係省庁いろんな役所が
用意しているんですけど、国がちゃんと計画を認定するという手続を
最初にとっておくことで、補助金を使いたいなというときに、もう知
らないとは言わせないということでございます。なので、こういうの
も使いたいなというときにはこの活動計画の中に入れて、市町村と一
緒になって計画の中に入れていくのは少し意味があるということで
ございます。それから、この中に実際にどんなこと書くかっていろん
なことがあるんですけど、中山間直接支払、もう利用されている方も
多いと思われますが、棚田地域振興活動加算、棚田の加算があります。
たまった1万円を加算します。これもこの活動計画に書いておいてい
ただくことが前提条件になっておりますのでよろしくお願いいたし
ます。その他、いろんな役所がいろんな支援をしているんですけど、そ
れは次のスライドになりますけども、いろんな支援を受けながら活動
をしていただくということで、ちょっと字が小さいんですけど、お手
元の紙を見ていただいて、国による支援とそれから県による支援と大
きく2つございます。この国による支援の方がですね。まず中山間直接
支払、これが棚田地域振興活動加算で、もともと中山間直接支払で2万
1000円一反あたりですね、それに棚田地域振興活動加算の1万円、合
計一反あたり3万1000円、ヘクタールあたり31万円は今、棚田地域活
動の支援ということになっております。2番目がこれ行政の人じゃな
いとわかりにくいんですけど、中山間地域っていうふうに農林省の方
でくくっていまして、その中山間地域でやる事業は補助率が50%から
55%に国の補助率が5%上がります。それがこれまでは棚田法ができ
るまでは過疎とか山村振興とか離島とか半島とか、そういった地域振
興立法のところだったんですけど、この棚田法でも他の今まで過疎で
も山村でもなかったところでも、棚田法の地域振興、地域指定がかか
れば、この中山間地域の行政的な範囲がとして扱われて、補助率も
50%から55%になる。実際多くの指定棚田だった地域がこれまで法
定の中山間地域じゃなかったところが、この棚田指定地域として中山
間地域の扱いを受けると、それだけ財政支援が手厚くなるという効果
もございます。それが地域おこし協力隊ですね。これも前からあるん
ですけど、このさっき言った活動計画、この活動計画の中で協議会と
してこんなことやりたいぞと、こんないろんな棚田の保全とか観光と
か地域間交流とかいろんなことやりたいぞっていうミッションを活
動計画に書いてもらって、それを見て地域おこし協力隊の人が来るこ
とによって、地域おこし協力隊でミスマッチといいますか、来た人の
やりたいことと地元がしてもらいたいことがこうずれて半年でやめ
ちゃうとか、いろいろとあったと思うんですけど、この棚田地域振興
法を使って活動計画の中で、後で星さんからプレゼンしてもらいます
けど、こんなことしてもらいたいっていうのを明確にした上で赴任し
ていただくというメリットも実はございます。それから大事なポイン
トとして下に書いてある県による支援。これはあんまりまとまった情
報は世の中に出てないと思うんですけど、この県による棚田基金です
ね。さっき申し上げたように、それぞれの県に棚田基金というのが積
んであります。もう20年ぐらいある。これで棚田振興に使いましょう
ということで、皆さんの地域でも県が使ってらっしゃる例あると思う
んですけど、例としては山形では棚田カレーを開発し、あるいは新潟
ではインフルエンサーですね。いろいろなYouTubeとかSNSでそう
いった人によって棚田を紹介に使ったり、あるいは愛知で企業研修の
受け入れ、それから福岡では棚田の石積みのライトアップ。それから
熊本ではつなぐ棚田遺産の情報発信。そういったことに使ったり。こ
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ういったウオーキングイベント。だからいろいろ地域で工夫して、こ
の棚田基金を使っていただいている。使わないともう召し上げられ
ちゃうおそれがあるので、もうどんどん県としても「いいですね、使い
ましょう」と言っていただければと思っております。次のページをお
願いします。こういったお金の補助金とかだけじゃなくて、棚田を応
援する施策というのもいろいろとやっていまして。つなぐ棚田遺産、
皆さんにつなぐ棚田遺産になっていらっしゃるとこもいっぱいある
と思うんですけども、これが。令和4年3月に271の指定棚田。それか
ら棚田カードっていうのがありまして、今、第3弾まで来ているんです
ね。この棚田カードは棚田1枚につき一つのカードなんですけど、若い
人にもっと棚田に来てもらいたいということで、「棚田に恋」っていう
キャッチフレーズでこういったパンフレットを今第3弾まで来ている
んですけど、この第1弾のときはですね。若い男女がですね、まだ棚田
に来て初めてデートできたということで、背中合わせにこうなってい
るらしいですね。まだ二人の間に距離があるんですけど、棚田に訪れ
て田植えとか稲刈りとか、活動をやっているうちに仲が良くなって第
2弾のときには一緒に前を向いて、第3弾ではもう二人でですね。座っ
て棚田米のおにぎりを食べていると。どんどんどんどん二人の距離が
縮まっております。多分第4弾ではかなりこう更なる二人の仲の進展
があるんじゃないかと思っておりますが、そこは担当者がいらっしゃ
いますので、また、さらに二人の距離を縮めていただければありがた
いなと思っております。その次のページをお願いします。この指定棚
田も法律をつくったときには300ぐらいいけばいいかなという話を
内部ではしておりました。棚田100選が百何十地域だったので300い
けばいいかなと思っていたんですけど、おかげさまで今指定された地
域723の地域が指定棚田地域になっておられます。その下の活動計
画。これも191なんですけど指定棚田地域で数えると431。だから大体
指定棚田地域に700あって、そのうちの7分の4、400地域はもう活動
計画もつくって活動していただいているという風に聞いているとこ
ろでございます。次のページへ。ただ、いろんな法律ができても人が高
齢化していなくなるっていう問題もあり、財政的にやっぱり大変だと
いうお声もよく聞くところでございます。これは多分、本邦初公開な
んですけど、アンケートなので、どこまで本当なのかわからないんで
すけど、我々が全国の棚田にアンケートをとってつくった資料です。
結局公表しなかったんですけど、今日は棚田サミットなので持ってき
ました。縦軸が1ヘクタール当たりの維持保全費用年間です。右が耕作
面積棚田の耕作面ですから、面積が小さければ小さいほど1ヘクター
ル当たりの保全費用は高い。面積が大きくなればなるほど単位面積当
たりの保全費用は低い。当たり前って当たり前なんですけど、データ
としてプロットしてみたと。この青い点線がありますね。お手元の紙
では白黒なんですけど、これが直払いと棚田加算2万1000円と1万円
の3万1000円。つまりヘクタールだと31万枚のラインがこのブルー
のところなんですね。当然、直払いだけで棚田を支えるわけではない
んですけど、このブルーのラインが中山間直払いを受けて棚田加算を
もらっているのがこれぐらいのお金の年間の費用。ここから先はお米
を売ったり、いろんな工夫でオーナー制とか、あるいは指定管理を受
けたりとか、いろんな形でお金をこう集めて保全をしてらっしゃると
いうふうに理解をしております。やはりその規模の経済を出すわけ
じゃないですけど、できるだけ広域で一緒にやるとかいうふうにする
ことが一つのやり方。もう一つは、お金をやっぱり稼ぐやり方をこれ
が簡単じゃないんだねって皆さんおっしゃっていると思いますけど、
工夫をしていく必要があるという図でございます。次のページをお願
いします。実は棚田法が5年間の現地法、いわゆる時限立法でして、来
年の末に期限が切れます。棚田法ができてももういらないじゃないか

というお考えもあるかもしれないんですけど、一つの例としては、こ
れある地区の話なんですけど、豪雨災害を機に棚田が全部やられ
ちゃって、そこで外から Iターンの方が現地の人たちと一緒になって
NPO法人化して棚田米を売って棚田を復興させたという、頑張られ
たと非常に頑張っていらっしゃる棚田があります今は地元の農家さ
んと一緒になって活動していらっしゃるんですけど指定棚田地域の
指定を受けてない。聞くと市役所さんがあんまりそこは積極的に動い
ていらっしゃらないという。本当にいい棚田ですよね、中嶋先生あそ
こなんですね。だから頑張っている棚田なんですけど、やっぱり市役
所がですね、いや、県なのかちとわかんないんですけど、行政とやっぱ
りうまくタッグが組めてないとこういった恩恵がまだまだ受けてな
い、頑張っている棚田なんだけど、棚田方の恩恵をまだ受けてないと
ころもある。ですから、棚田法ではですね。そういう市とか、特に市町
村合併して何か棚田は市としてはもうあんまり棚田のことは関心が
ないと、もうそれはもう山の方でやっている話じゃないかとで、市長
が関心ないとか、そういったこともあり得るだろうということで、棚
田法では県とか市が動かないときに都道府県に対して棚田で保全活
動を頑張っている人たちが申請してくださいと提案ができる仕組み
を法律に書いてあります。県はそれをもらって無視することができな
いように、これも法律の中にどのような対応するのか、ちゃんと通知
しなさいと義務づけています。なので県や市がうまく動いてくれな
いっていうときは提案をして地域の考えを無視できないボトムアッ
プの仕組みも入れてあります。これもなかなかまだまだ十分に活用さ
れてないのかなと、現場に今年の7月に行ったときに、まだ棚田法のこ
とが動いていない頑張っている棚田っていうのもあるなということ
がわかりましたので、一つ例として書かせていただいています。結局、
その棚田保全を担っている方々と、やはりその市町村の方々がです
ね。信頼できる市町村の人がいるとか、信頼できる担当者の方がいる、
応援してくださる県庁の方もいらっしゃいますけど、そういった関係
がですね、しっかりとつくられるということが大事なのかなと思って
おります。棚田法自体が来年、令和7年の3月31日で期限が切れます
ので、その後どうされるのか農水本省からもお越しですけれども、こ
れから議論がされていくということでございます。私の発表は以上で
ございます。先程申し上げましたように、棚田法ができて棚田活動計
画の中で地域おこし協力隊にこんなことやってもらいたいっていう
のも入れてっていう例が出てきていますので、その例として次のペー
ジに十日町の地域おこし協力隊の星さんが東京から移住されて皆様
方の中では一番棚田歴の浅いチャレンジャーなんですけど、やっぱり
若い世代がまたどんどん入っていくことも大事だと思っております
ので、ちょっと星さんから現場から見たいろんな話をしていただけれ
ばと思っております。私から以上です。ありがとうございました。
【中島氏】
じゃあ星くん。よろしくお願いします。
【星氏】
よろしくお願いします。皆さん初めまして、新潟県十日町市から参り
ました星裕方と申します。私は29歳。東京生まれ。東京育ちなんですけ
れども、ここで皆さんにお伺いしたくて、今日会場にいらっしゃる方
の中で20代の方ってどれぐらいいらっしゃいますか。ありがとうござ
います。ちなみに東京生まれ、もしくは都市部で生まれて移住をされ
て、今棚田地域にいらっしゃる方、その20代の中でどれぐらいいらっ
しゃいますか。ありがとうございます。それぐらい自分でもどうして
東京生まれで農業経験0の僕が今この場に立たせていただいているの
か不思議でなりません。ですが、自分が感じたことを今日はありのま
まにお話ししたいと思いますので、どうかお手柔らかによろしくお願
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いします。はい、松本さんのご紹介にもありました通り、十日町市は11
の指定棚田地域があります。市や行政側からの制度活用の働きかけが
非常に積極的な自治体かなと思います。私が住んでいるこの蒲生の棚
田、今出ている写真がある蒲生区にも集落協定が一つ、そして儀明、蒲
生の棚田両方耕作するトロノキファームという1者協議会も実は存在
します。このトロノキ協議会は活動計画に沿ってミッション型地域お
こし協力隊の募集がありました。私は前職が東京のPR会社におりま
して、そこでの企業広報の経験とか、地域のNPOでのコミュニティー
づくりの経験、これを生かした形で提案をしまして、この春に着任し
ました。十日町市はつなぐ棚田遺産271の認定棚田のうち1市町村と
して最多の14棚田が認定されています。その中でも越後松代三大棚田
群と呼ばれる星峠、像明、蒲生、この3つの棚田には、やはり非常に多く
の写真家の方ですとか、観光客の方もすごく来ていただいていまし
て、棚田がこの地域にとってのシビックプライドになっているんじゃ
ないかなと思います。これらの棚田、以前から有名であったんですけ
れども、平成11年に認定された棚田100選。これには実は十日町市か
ら一つも認定はありませんでした。何でだろうと思って、地元の方に
聞いてみると、地域の方々にとってこれまで棚田っていうのは暮らし
の場、生活の場なので、人様に自慢するようなものではないんだとい
う認識が根づいていた。なので恐らくこういったところに申請を出す
ところがなかったんじゃないかなと思うんですけれども、平成20年に
十日町市で棚田サミットが開催されまして、令和4年に繋ぐ棚田遺産、
この認定があった中で、20年のうちに十日町にとっての棚田が自慢で
きるものに変化していったんじゃないかなと思います。これはすごく
ポジティブな流れだと思うんですが、一方で僕が現場で聞く話は実は
ですね、これ15年前に十日町市の棚田サミットが行われた際の市報を
PDFであったので、僕も読むことができたんですけれども、ここで書
かれている内容、「集落が高齢化し、地元だけでは維持管理ができない
手がない。」この内容って今、この状態で出されても、ああ、なるほどな
と、そうだよねと非常に全く違和感がないなと思いました、これが15
年前ということですね。この冊子の中でも書かれているんですけれど
も、この頃から田舎体験ですとか、工業人口拡大といった動きの歴
史っていうのは、僕が想像したよりも、ずっとずっと長くやっていて、
棚田地域での高齢化の課題との闘いというのはずっと続いてきたと
いうことがここから分かりました。しかし、やはりタイムリミットは
迫っていると僕は感じます。令和7年は中山間地域と直接支払制度の
更新年です。同じように5年間これから続けていくかどうかの岐路に
立ったときに70代80代の耕作者の方々は皆さんやめどきと考えてい
る方が非常に多いようです。地元の方の言葉を紹介させてください。
「私たちは米作りに誇りを持っている。でも、自分の子らには継がせた
くない。棚田の米作りは手間がかかる分儲からない。正直言って年金
頼みだ。自分も体力の限界を感じている。」そろそろ辞めたいこの儲か
らない継がせたくないという状況を打破するためには、やっぱりこれ
までの慣習とか常識をどんどんはみ出してあらゆる手段を講じてい
かないといけないと思っています。ちょっと今日は僕が20代で、今年
から棚田地域に入ったということで、皆さんの地域でももし来年から
全く農業経験のない20代の若者が来たときに、どういうふうな役割を
期待するかなとか、逆に彼らがどういうマインドを持ってその地域に
やってくるかなっていうことも、ぜひちょっと想像していただきたい
なと思うんです。まさしく私はこの4月からの移住者、いわゆるよそ者
ですね。よそ者だからこそ、棚田に入ったときに全身でその棚田のこ
れからの価値というのを感じることができました。棚田地域振興法の
第3条基本理念の部分に棚田の多面的機能としての農作物の供給から
伝統文化の継承等というところまで、さまざまな棚田の多面的価値が

定義されています。2年前に初めて私は十日町を訪れました。そのとき
に初めて棚田に入りました。どんな価値を感じたか、例えば私は東京
のベンチャーにおりました。法人や企業、こういった法人単位で棚田
は研修することの価値がすごく高いなと感じました。私がいた会社は
結構ブラックな会社だったので社長のワンマン経営でなかなかこう
若手が活発に発言することができない。でも棚田に入ると、みんな泥
の中に足を埋めて、そこには心理的安全性があります。社長であって
も、泥まみれになってやっていると、「何か言えそうかな。普段言えな
かったことが言えそうだな。」そんな気がしました。例えば、都市コ
ミュニティー、こういったところが棚田と継続的に関わることで、今、
都会は本当に緑がなくなっています。子供を公園で遊ばせていると近
くから苦情が来ます。「ボールを使うなバットを振るな。」でも、こう
いった人たちが棚田に継続的に関われれば、みんなが広い景色のいい
土地で自分たちの心の澱を流すきっかけにもなる。子供がいれば、お
米ってこういう風に出来ているんだよって食育の機会にもなる。場合
によっては、ジムに1カ月1万円かけているお金を棚田に来ることで、
同じだけのカロリーを消費してエクササイズすることができる。そん
なことも考えておりました。まさに感じたことは、棚田のポテンシャ
ルには人生を賭ける価値があるなと。幸いなことに、私の周辺には同
じように思ってくださっている方がたくさんいらっしゃいます。そう
いった方々と一緒に今年の田植え、草取り、稲刈りをご一緒させてい
ただきまして、例えば埼玉のベンチャーによる田植え研修。これを実
施しました。同じように都市コミュニティー。これは私の地元なんで
すけれども、チーム用賀というコミュニティーを招きまして、無農薬
の田んぼなので、雑草がいっぱい入ってくる。これを草取りイベント
「ジョソササイズ」ということで、みんなでエクササイズだと言いなが
らやったところ、かなり筋トレも意識するといいトレーニングになる
よねとか、それと同時に、やはり農家さんのありがたみを感じたとい
う感想もいただきました。やはり、棚田の価値はより多面的であり、そ
こに棚田を未来につないでいくヒントがあるのかなと思っています。
しかし、タイムリミットはやはり迫っています。焦ってはいけないと
思いつつも、今日は多くの棚田関係者の皆さんいらっしゃいますの
で、いろんなことを勉強して十日町に持って帰りたいと思います。よ
ろしくお願いします。
【中島氏】
ありがとうございました。星君は貴方、慶応で何をやった。
【星氏】
経済学部で、遊んでおりました。
【中島氏】
シティーボーイが十日町の棚田の田舎に行く。木村さん、木村さんは
そこにいる3人と一緒で私の棚田ネットワークの仲間です。今日一緒
にお手伝いしてもらいました。木村さんの故郷なんですね。ええ木村
さんとも仲良くしてください。では庄司さんお願いします。
【庄司氏】
改めてこんにちは。私は先ほど先生からもご紹介ありましたように、
千葉県の鴨川市というとこから参りました。鴨川市、私たちのふるさ
とは、農業と漁業と観光と医療の町、そういうふうな感じです。観光面
では、皆さんも関東では相当有名なんですけども、せんだって九州へ
行きましたら、九州もああ知っているよって言われたんですけども、
鴨川シーワールドってところがありまして、結構皆さんが観光面で来
てもらっております。その中で私たちは川代集落の柿ノ木代棚田とい
うところで、中山間の直払いをいただきながら頑張っているつもりで
おります。鴨川市は3万1000人足らずの人口ですけれども、その中で
農業的には約6割強。皆さんと一緒に農業をやっていますけれども、ど
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うしても中山間がほとんどです。ですから、私達の柿ノ木代棚田もそ
の一つとして、平成13年から中山間の直払いを習いまして、その当時
私自身は53歳ということで、あれから24～２5年経っています、です
から、その当時は「直払いをもらった。これで地元の活性化のために頑
張るんだ」ということで、意気揚々で今までやってきたんですけども、
もう20数年たつと、もうみんなだんだん７0代半ばから先輩の人はも
う80歳近くになっています。ですから、これからどうしようかという
ことなんですけれども、昨年3月に中島先生のいろんな働きによって
つなぐ棚田遺産ということで認定を受けました。そのつなぐというこ
とをすごく地元でも深く考えて次世代にどういうふうにつないでい
くかなということで、自分たちも今頑張ってやっております。以前、そ
の中山間の直払いを受けて3年後にその当時の小泉総理の特区制度
で、鴨川市が農業特区第1号と紹介を受けまして、NHKのおはよう日
本で朝7時50分の放送で川代集落が出ました。それもあり、みんなが
「ああ、やっぱり頑張ってやっていかなくちゃいけないな」ってこと
で、一層力が入ったと思います。これからのオーナー制度もどれだけ
続けていけるかわかりませんけど。コロナ前は全国的にお米だけじゃ
なくて、リンゴとか普通の野菜とかいろいろなオーナー制度ができま
して、ニーズがあったんですよね。その後、昨年あたりからまたオー
ナーさんが増えまして、若い人また子供たち非常に友達等々もみんな
来て誘い合って相当の人数になっております。うちの方の川代集落の
柿ノ木代棚田は規模が小さいんですけども、一応みんなでひと声掛け
るともう20人以上の人が集まってワイワイやっていて活性化になっ
ているってことは自分も実感しています。そこで、うちの川代集落で
すけども、普通の棚田と違いまして、大きい棚田で新潟だとか輪島だ
とか、そういうとこですと結構海が見えてとありますけども、うちの
方の棚田は前が開けておりまして、農村景観の見える丘ってことで、
ちょっと高台になっているんですよ。だから前も開けているし、鴨川
の市街も一応このように見えます。ですから、同じ棚田でもみんな
オーナーさんもすごく気持ちがいいってことで、人気があります。規
模的には本当に5反5畝ぐらいで、約40組から50組ぐらいの棚田な
んですけども、色んな目でそういう取り組みをさしてもらっていま
す。そして、オーナーさんは種まきから始めまして、自分のまいた種を
植えるということで、そのそういう喜びもあるんじゃないかなと思っ
ています。それで田植えをして秋に稲刈りをやるということです。中
島先生も実は毎年春も秋も来ていただいて、凄く力になってくれて
ね。頑張ってやらせてもらっています。お米は大体100㎡40キロ前後
でオーナーさんに分けています。それでその後に10月に入りますと収
穫祭、イノシシが結構出るんです。イノシシだとかキョンだとか鳥獣
被害がありますけども、その肉で収穫祭をやってみんなで1年の締め
くくりをやらせてもらっています。それで、田植えの前に地元の人た
ちと大人も子供も種まきを「どろりんぴっく」っていう名目でやって
います。地元では喜んでもらえるほど結構話題性があって、今年で３
回目でしたけど、だんだん人数が増えて特別なイベントってことで注
目を集めさせていただいています。泥んこサッカーとか泥んこバレー
とか、そういうのを地元のNPOと共同して、こういう取り組みもやら
せていただきます。また、その地元のウェルネススポーツ鴨川の協力
で「草刈りサミット」っていうのを今年で6年目ですけど、やらせても
らっています。草刈サミットっていうのは国際武道大学っていう大学
があるんですけども、そこのスポーツの関係の教授が草刈はスポーツ
なんだと、肉体的にもそういう風な効果があるんだということで草刈
サミットを6年前に始めました。昨年から山口県の長門市と共催しま
して、昨年は私達が山口県に行って草刈サミットをやって、今年は山
口県から鴨川に来てもらって草刈サミットをやりました。何か鹿児島

の方とか、そのインターネットか何かを見てああ、これはいいなって
ことで参加したいっていう噂もあるんですよ。ですから、皆さんと全
国的にこういうものをやっていったら。草刈りはもう本当に農家に
とっては苦痛って言いますか大変な作業なんですよね。そういう部分
を捉えて全国的に展開できたらなって個人的に思っています。賛同し
たいなというところがありましたら、是非鴨川の農産課長も来ていま
すけども、市役所の方へ連絡していただければ、大体11月の初め頃に
いつもやっています。今年は11月１０日にやりました。山口県から4
名ですけども、来て、機械はこっちでも用意していますけども、飛行機
の中に草刈り機持っていけませんのでね。そういうものも合わせて
やっています。他にも中学生、子供達の農業体験。これは市内だけでは
なくて、市外の東京とか松戸とか浦安とか船橋とか、そういったとこ
ろの中学生が農業体験ということで、5月6月7月、そして10月ごろ年
に5回ぐらい来ています。ちょうど食べ時に来てもらえれば食ベ物体
験ができるんですけども、それ以外でも来ますので、何を体験させよ
うかとか、ちょっと悩むとかはあるんですけども、野菜を植えたり、そ
いでミカンを収穫させたり、秋になれば栗拾いをしたり、タケノコ堀
りをしたり、棚田の周辺で農業体験という取り組みをやらせていただ
いております。今年に入って学校の先生がちょっと興味を示しまし
て、地元の小学校で地元のこと知らなければダメだということで、小
学校4年生の子供たちが川代集落―の柿ノ木代棚田をPRしたいと、
それでかかしを作りたい、それでいろんなチラシを作ってみたい、そ
れで今年中に形にして協力したいってこと言っていますので、どんど
んやってくれとお願いしております。最後に棚田のお米でお酒作りと
いうことで、地元の亀田酒造というところから話があって、お酒作ら
ないかって言われたもんですから、じゃあやってみようってことで
す。そしたら、だんだんこうヒートアップしてパテントを取ったりし
て12月の下旬に完成したんですけども、もう4月に完売しちゃいまし
て、すごい人気だったなっていうことで、周りもみんな驚いています。
色々とびとびで話しましたけども、地元として見れば一緒になって
やっていこうということで、今までは取り組んできました。ですけれ
ども、次世代につなぐっていうことで、若い人たちも何人かいますけ
れども、どうしたらつながっていくかってことで、今地元の人たちと
考えながら住んでいます。今までは私はこういう取り組みしかできな
かったけども、次の人は自分の考えで次の取り組みをやればいいんだ
よということで、若い人達の話をしていますけど、ここ1年2年、どう
いう風に向かっていくか、乞うご期待ってことで今頑張っておりま
す。簡単ではございますが以上です。ありがとうございます。
【中島氏】
ありがとうございました。私も田植えや稲刈りにちょっとお邪魔して
いるんですけれど、20名ぐらいですか地元の方。有志25人の川代集落
の方が出てこられている訳ですが、これはいつも私感心しているとこ
ろです。ということで、お三方のお話ありがとうございました。最後に
付け加えておきますと、松本さんは先程棚田基金の話をされておりま
した。何回かこの会でお話ししていただいたんですが、何年か前にそ
の話をして県は必ず棚田基金を持っているから、これを使うように皆
さん考えてくださいって話をしてくださいました。私もそのことは早
くから知っていたので、前回棚田サミットの高島市、今日はおられな
いようですけど、最初に高島市に私がサミットやりませんかと言った
ら何か冷たい返事だったんです。全然相手にしてくれないから、帰り
際にですね。課長に耳打ちしたんです。県は必ず棚田基金ってのを
持っているから、その基金を引き出してサミットをやったらどうです
かっていう話をして帰ったんです。そしたら1カ月後、その課長から電
話が掛かってきて、「先生、うちで引き受けます」って。これはきっと県
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から棚田基金を引き出したんだと思います。それから、新しくオー
ナー制を始めた愛媛県の大洲市の樫谷の棚田。ここも今日は来ていま
せんけど、正嗣さんにその基金の話をしっかりと聞いたもんですか
ら、県に基金があるだろうと。だから、それで我々を応援してくれと
言ったら最初何を言っても県は知らんぷりして、そんなものはありま
せんと答えたんだそうです。だけど、しっかりした情報を持っていま
すから、次の年に行って、まあ3年目にはとうとう隠しきれなくなっ
て、いや、ありました。出してあげますと。今年からって言ったから毎
年50万ずつ補助をいたしますということですから、皆さん、各県に
戻ったら、県には必ず棚田基金を持っているはずですから、引き出し
て大いに保全活動を盛んにしていただきたいと思います。今日はです
ね。農水省から棚田基金を振興してくださる地域振興課があるんです
が、その中から課長さんの山本さん。
【山本氏】
農水省で地域振興課長しております山本です。先ほどもお話ありまし
たけども、棚田地域振興法と中山間の直払いも担当しております。法
律の方は令和7年の3月31日ですから、あと1年半後ぐらいに期限を
迎えるので、延長が必要かどうかっていうのを今後検討してまいりた
いというふうに思っております。また中山間の直払いも、令和7年度か
ら次の対策に移ります。地域の声としてはあと5年、もう高齢化が進ん
で５年後のことを考えるのは難しいとかいろいろ御意見をいただい
ておりますので、そういうところも取り組みやすいようなちょっと仕
組みをあと1年ちょっとしかないですけども考えてまいりたいと思い
ますので、またいろんな場で皆様のご意見を聞かせていただければと
いうふうに考えてはおりますのでよろしくお願いします。
【篠崎氏】
篠崎と申します。よろしくお願いします。私も中島先生が代表を務め
ていらっしゃいます、棚田ネットワークの個人会員でもありまして、
実家は愛媛県の農家でございまして、ミカンとお米なんかをつくって
いるとこで育っております。棚田ではないんですけれども、昔からお
やじが手押しの田植え機でですね、今、乗っているやつに変わってい
ますけども、手押しの田植え機でこう隅っこを手で植えていたり、草
刈りしたりとか、そういう環境で育ったのもあって、農水省に入省し
て今年から棚田をちょうど担当することになりまして、今日いらっ
しゃっている方の中の幾つかの棚田にも何かお邪魔させていただい
たことはあるんですけども、また今後棚田地域振興法の改正が必要か
どうかとか新たな棚田地域振興に向けた制度の何か仕組みをつくっ
ていくとき、皆さんのお声がどういうのが困っていて、どんなものが
必要なのかっていうのを東京に机に座っているだけではわからない
ことがあるので、今日ももちろん時間を見つけて現場に伺いたいと
思っておりますので、ぜひその時はいろんなお声を聞かせていただけ
れば。今日、お手元にお配りしている資料は、既にもう中島先生とか、
松本さんがお話しいただいているようなものばかりですので、改めて
御説明するようなものでもないんですけども、一つはつなぐ棚田遺産
の271の全名称が載ったものと位置関係が載ったもののパンフレッ
トでございます。それからもう一つ、先ほど棚田カードで「棚田に恋」
と、もう二人でおにぎりを食べているので、これ以上どう関係性を近
づけていったらいいのかちょっと迷っているところではあるんです
けども、第4弾の作成も考えています。また、ごらんになっていただけ
ればと思います。それから棚田オフィシャルサポーター、オンライン
マッチングイベントっていうチラシを配っています。もう日付は終
わっているんですけども、棚田地域を農水省と一緒に応援するよって
言ってくださっている企業さんが今40社ぐらいあるんです。それをオ
フィシャルサポーターと呼んでおります。毎年その企業さんの方から

ネットでこんなことができますってプレゼンをしていただいたもの
があります。そのプレゼンしていただいた動画が農水省のホームペー
ジにまだ載っております。もしご関心ありましたら、その棚田のため
にこんな活動ができるよって、企業さんのプレゼン動画が載っており
ますので、その動画をごらんいただいて、この企業さんと一緒に何か
やりたいなというようなことがありましたら私どもでもいいですし、
お住まいの市町村都道府県の方にご連絡いただければと思います。も
う1枚はつなぐ棚田遺産の感謝状っていうのがありまして、こちらも
そういう棚田地域振興にご協力いただいている企業さんに何かしら
我々が日の光を浴びていただこうと思った感謝状を贈呈するという
ことで、皆さんの目に触れるように紹介していくものです。先生にも
審査員をしていただいているんですけれども、そういう取り組みもし
ておりますので、またこれをもう少し感謝状の贈呈とかが始まる頃に
なりましたら、プレスリリースとかで紹介していきたいと思っており
ますので、またホームページとかご覧いただければと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。
【中島氏】
地域振興課本庁の5階にあります。私、棚田ネットワークの長く代表を
していたんですけど、90歳ですからね、いつまでも何もできなくて。で
も今は杉山さんに今概要を調べさせている。この二人のお嬢さんは、
第1回の棚田から今回まで全会出席です。こういう人はいません。これ
からの振興にも手伝ってもらいますんで、よろしくお願いしたいな
と。それでは自由討論ということで、皆さん方からのご意見を、小山さ
んって言うんですかね。しゃべりたいでしょう。喋ってくださいね。
【小山氏】
おしゃべり小山です。先ほど千枚田だよりを配付させていただきまし
た。私、平成3年から、年間700件ぐらいの棚田活動をしております。棚
田地域振興法ですね、そういう立法化にもちょっと関わらせていただ
いたわけですけども、これ時限立法、令和7年の3月3１日、それから
中山間直接支払いもそうですね。これも時限立法と同じように5年サ
イクルでそれで今までの大体の棚田サミットというのは過去に5年の
更新を何とか継続してくれ、頑張ろうというのがテーマだったわけで
す。そうやってこうやって持ちこたえてきたのがね。今、ちょっと危う
くなってくる、それがこの令和7年3月31日で切れるということにな
ると、もう既にね、そろそろうちの四谷の千枚田も考える時期である
と。だから早いうちに中山間直接支払制度、今お聞きすると、国、県は
非常に好意的に思ってきておりますが、市へおろしたらとたんに厳し
くて邪魔者扱い。どこもそうじゃないですか。何か変なプレミアをつ
けたり、罰金じゃないけども。そんなようなことでなるべくなら抑え
ると、逃げ口上のとこが多いじゃないかなと思っております。だから、
おいしい話を最後まで、なんで直接支払制度という名をつけたのか中
島先生が悪いんだよね。行政を抜きにして直接皆さんにお支払いする
お金なんだとそういうことで始まったと思います。どうですか、そん
なこんなで自分ばかり話しちゃいかんから早いとこお願いします。
【中島氏】
自慢話とか困ったことですとか、そういう話があったらどうぞ一つ手
を挙げてください。こういう場ですから、もう打ち解けていますから、
どうぞどうぞ、大津市仰木の上坂さん。
【上坂氏】
去年、棚田サミットをさせてもらった高島市のお隣にあります。滋賀
県大津市の比叡山にへばりついているところの上仰木棚田から来ま
した。上坂と申します。今までおっしゃっていただきました。棚田地域
振興法ができまして、それを棚田サミットの長門でしたっけ、聞いた
時に県の職員に言いまして、ぜひとも仰木村を指定してくれとお願い
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して指定をしていただきました。そのおかげで中山間の直払い、今ま
で都心部に近いという理由で上仰木の棚田は県の特認地域やったん
ですけど、棚田地域に指定していただいたおかげで、もう普通にすん
なりと通していただきました。しかもその棚田加算がもらえるという
ことで、協議会を立ち上げなあかんということで、もうエイヤッで地
元のうるさいじいさま方を退きまして、総会を開いて設立。その中山
間のこの5期目の1年度目に棚田加算のお金がもらえるようにという
ことで、もう6月に協議会設立してその締めの段階で、その中山間直払
いで申請をさせていただいて、そのおかげで我々がやっています、こ
の八王子組という保全団体の方で、ようやくいろんな活動で我々の日
当がつけてもらえるようになりまして、そのおかげで何とか僕らのと
ころも潤っていまして、その上仰木・辻ケ下第3集落協定推進会とい
うところが約40ヘクありますので1万円だけでかなり大きなお金を
頂戴しています。それを何とか有効利用してやっていきたいなと思っ
ています。
令和7年の3月、結局、その令和6年度末で終了しないで何とか延長し
ていただいて、我々にも安心して棚田保全活動ができるようにしてい
ただきたいな。中山間の直払いも6期も同じような形で続けていただ
ければ非常にありがたいので、よろしくお願いしたいなと思っていま
す。そこでなんですけど、その棚田加算のお金を頂戴しまして、10年ぶ
りに生き物調査というのをさせてもらいました。我々が管理している
田んぼの中で、害虫が4種類で、益虫が27種類で、その他何かの分類学
的で、ただの虫っていうらしいんですけど、それが24種類ありまして、
全56種類見つかったということで、調べに来ていただいた。先生方は
かなり驚いておられたんで、このままちょっと頑張ってこの棚田を保
全していきたいなと思っています。以上です。
【中島氏】
山本さん、静岡県の松崎町の石部の棚田の理事長だっけ、会長か、会長
の方はちょっと変わった取り組みをしております。
【山本氏】
皆さん、こんにちは、静岡県の伊豆の西海岸にあります。松崎町から参
りました。石部棚田振興協議会の山本と申します。平成22年の時に棚
田サミットを開催させていただきまして、多くの皆さん来ていただき
まして本当にありがとうございました。今、先生の方から急にふられ
てしまったもんですから、何を話せばいいのか、うちの棚田は荒廃し
ていたものを平成12年に復田をいたしまして、オーナー制度を導入し
ました。オーナー制度につきましては、毎年100組ぐらいと資金的な
支援トラストの会員80、90ぐらいっていうことで四百何十万とある
わけですけども、そういう支援金をいただいて運営をしております。
人もこう少なく、大変な状況で作業しております。静岡県さんの方で、
企業の皆さんと農家の皆さんが携えてそういった地域の活性化をし
ていこうということで、一社一村しずおか運動というのがあります。
その中で常磐大学の学生さんが毎回畦切り、畦塗りとか、草刈りの片
付けとか、表に出てこないけど一番大変なところのお手伝いをしてく
れて、協力していただいています。また、飲料品の会社が作業時の飲み
物を提供していただいています。ただ、どこもそうかと思うんですけ
れども、やはり高齢化と後継者不足というようなことで、実際の作業
については地域の保存会っていうところでやっているんですけども、
もう20数年たつものですから、当然としていかなくなってくる。そこ
をどうしようかっていうようなことの中で、新たなオーナーさんの中
からその保存会へ入っていただいて、お手伝いをしてくれる方が何人
も出てきたり、あるいは有償のボランティアみたいな方も出たりとか
やっていますけれども、なかなか大変な状況は変わりません。施設も
20年ぐらい経過をして直さなければならないところがいっぱいあり

ます。今回、指定棚田に入って、国のいろんな補助金を活用しながら整
備をしていくというところも考えていますし、人が少ないものですか
ら、いかに作業効率を上げていくかっていうようなことが非常に重要
かなと思っていまして、水の取り口の問題とか、水が抜けるのがわか
るようなシステム、本来は水を張っておかなきゃならないんですけど
も、水が枯れちゃうみたい、そういうのを見回りで3人ぐらいでやって
いるんですけど、なかなか大変、そういうものもスマート農業を使い
ながらこうやっていく方法を県の方とも、今相談をしながらやってい
るところです。いずれにしても維持管理が非常に大変だというような
ことがございます。うちの方も棚田サミットをやった以降、地域おこ
し協力隊を入れて作業に当たっています。その際には、僕も町の方に
いろいろ聞いて導入した経過があります。以上です。
【中島氏】
ありがとうございました。常磐大学のそういう支援がなければ、ここ
はちょっとやっていけないような気がいたします。非常に致し方ない
と思います。丸山千枚田の喜田さん、丸山千枚田は非常に特殊でして
ね。あれは条例で守っていこうと、だから行政としては守っていかざ
るを得ないんです。だからお金を出すんですね。
【喜田氏】
紹介いただきました。丸山千枚田の保存会長の喜田といいます。よろ
しくお願いします。今の行政から条例で守られているということなん
ですが、まさに年間2,000万を超えるお金が出ております。この点につ
いては僕たち保存会、今は日常的に活動しているのが10名で、月に一
回2回とか来てくれる人が5名ぐらいいます。だから15名ぐらいの人
の賃金が三重県の最低賃金1時間973円が出るんですね。だけど、田ん
ぼを守る活動っていうのは、ボランティアでは長続きしないんです。
せいぜい1週間のボランティアぐらいで継続してできれば本当にいい
んですけども、日常的にはやっぱり活動をしようとすると、それなり
の賃金を出さないとできないで、これは紀和町の時代の話なんですけ
ど、市が条例を作ってくれたから、今合併して熊野市になってもお金
を出してくれている。それはまことにありがたいことだと僕らは思っ
ています。それからもう1つ大阪にある日本エレコムという会社。実は
ここの会長さんが三重県熊野市の出身の方で、5年計画で1億5,000
万を市の方へ補助をくれました。こういうお金があって、我々の活動
が日常的に行われている。ただ、丸山地区はその石川県の能登にある
白米千枚田に近い傾斜地の中ですから小さな田んぼばかりなんです
ね。枚数的に公表しているのが1340枚って言うているんですが、高齢
化とともにやっぱり休耕田が増えてきています。近代のそのソーラー
発電というのもいつの間にか僕らが知らない間にできちゃって、もと
もと田んぼやったところにそういうのが建ってしまって、もう1,340
の枚数が現実的には少なくなっている。ただ我々今保存会がその活動
の念頭に置いているのは条例ができた時の初代会長。これは北富士夫
さんというんですけども、この方が提唱した1340枚を守っていく。そ
こに保全活動をして近づけていくという活動に全力を注いでいきた
い。そのためには、今、先生がおっしゃった補助金を最大限利用するっ
ていうことも非常に大事かなと思います。やっぱり自然の中で100年
後の子どもたちに現状を、原風景を継承していく。これが一番大事か
なと思っています。仲間にはあと30年やれって言われてんですけど、
僕、実は後期高齢者に入ったところなんです。だから30年っていった
ら１００歳超えちゃうんです。中島先生よりも上へいっちゃうかもし
れませんけど、できる範囲で頑張りたいと思います。
【中島氏】
そういうの非常に特殊ですよね。条例で守っていくという。これはい
わゆる行政が言ったから守っていかなきゃいけないから、幾ら金がか
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かろうとやっぱりこれは守っていくということで、丸山千枚田は維持
されているわけです。姨捨の方はおられますかね。どうですか。今、丸
山千枚田の話を聞いて。
【松崎氏】
非常にうらやましいですよ。こんにちは、長野県千曲市の姨捨の棚田
で、市役所のサークル活動として放棄されつつある棚田の引き受けを
やっている棚田倶楽部というところを代表しています。松崎と申しま
す。うちの棚田は中島先生よくご存じと思いますが、全国で第1号の名
勝指定を受けた場所です。名称を姨捨の棚田という第3回のサミット
をやらせていただいた場所でもあります。さらに県の重要文化的景観
という指定を受けたり、あるいは姨捨駅というので、ご覧になった方
もいらっしゃるかと思います、日本の名だたる駅を押しのけて日本の
第5位に行ってみたい駅ということで、ほんのちっちゃな無人駅が
入っているというような場所なんです。先程の高齢化の問題に直面し
ておりまして、非常に困っています。お金をどこから出すかというの
も、行政側がその景観的な評価をやはりしていただいてないというこ
とで、農地を守るだけのためにはなかなか売る物の数が限られるもの
ですから、お米を売っただけではもちろん当然賄えないというのもあ
りますし、もうちょっとオーナー制の単価を上げてもいいのかという
ようなこともありますが、実はうちの棚田倶楽部の中で新しい組織を
つくって、そのオーナー制を含めた全体的に回していく年齢も下がっ
てますんで、自分たちがやっていった方がいいんではないかという議
論を今始めています。やはり星さんおっしゃったように時間がないっ
ていうのが共有される危機感ですので、この時間のない中でそれぞれ
の主体市もそうですし、棚田の団体を巻き込んでみんなで考えていか
なきゃいけない時期になっているかなというのを最近感じています、
以上です。ありがとうございます。
【中島氏】
今、１００箇所以上で棚田オーナー制度がありますが、第１号の棚田
オーナーとなった檮原町から田村さんが来ております。
【田村氏】
改めまして、田村俊夫と申します。こんにちは、今日は高知県梼原町の
神在居の千枚田からやってまいりました。今、先生から御紹介いただ
いたとおり、平成4年に我が国初の千枚田オーナー制度をスタートし
た町でもあり、皆さん御存じだと思うんですが、28回目になります全
国棚田サミットの第1回目の開催地でございます。ちなみに棚田の後
ろに（千枚田）と書いてあるのは、実は私たちのところでは棚田は千
枚田と呼んでおりまして、いまだにあのように括弧をつけていただい
ているというのは、檮原町へのリスペクトかなと思っていまして、ま
あ少し誇らしい感じではあります。あの千枚田のオーナー制度は、今
も続けております。細々とさすがに高齢化が進み、なかなか担い手が
苦労しているような現場でございますが、一番、最初に千枚田のオー
ナー制度を始めたところが一番、最初にやめたって言われるのが悔し
いので、とにかく続けます。続けると同時に、これはちょっと言葉が過
ぎるかもしれませんけど、棚田のオーナー制度では棚田の保全という
のはなかなか難しいかなというふうに思っていまして、今日、町の職
員の方と一緒に来ているんですけど、今取り組んでいるのはまずハー
ドとソフトの整備に分けまして、ハードの方はですね、安心安全に誰
もが営農できる棚田にしようということで、耕作放棄地も含めて、復
田も含めてどのようにしていくかっていうのを今プラン練ってます。
同時にその棚田をどう運営していくかということで、集落営農という
方法を取り入れまして、地域だけではなくて極端な話、全国各地から
賛同していただける方に安心して安全に営農していただけるような
仕組みをつくっていけないかなということで、今準備を進めておりま

す。先ほど資金のお話も出ておりますが、我々も資金については悩ま
しいところでございまして、12月の中旬からＲｅａｄｙＦｏｒさんの
ご協力をいただいて、クラウドファンディングをかけることにいたし
ました。そこの応援メッセージには国立競技場の建築に携われました
隈研吾さん、梼原町とも縁の深い方でありますが、その方であるとか
千枚田のオーナー制度を最初に仕掛けた当時、農水省から出向で来ら
れた職員の方が林野庁の長官にご就任されましたんので、応援メッ
セージをいただいております。今日、私がこの分科会に参加したのは、
横にいらっしゃる中島先生が応援メッセージを書いていただいたら、
鬼に金棒かなというふうに思ってますんで、もうこれでクラウドファ
ンディングはもうほぼほぼ成功したようなものやなというふうに
思っておりますんで、今日は直接お願いに上がりますのでよろしくお
願いいたします。ありがとうございます。
【中島氏】
ありがとう。次は、先ほどの喜田さんじゃなくて、こちらは東西南北の
北さんです。和歌山県紀美野町だっけ、今から立ち上げて一生懸命や
ろうというところですから、そういう話をお願いします。
【北氏】
皆さん、こんにちは、私たちは中田の棚田という、今日、初お披露目の
法被なんですけれども、これ「中田の棚田」っていう文字ですね。今、紹
介いただいた紀美野町という町では、己書（おのれしょ）っていうこ
の文字。これが結構町内で流行っていましてね。師範とったり、いろい
ろお教えする人とか、この文字のお勉強するようなとこもあって、そ
この紀美野町でトップの人に実は書いていただいた文字となってい
ます。己書をまた見てください。今、中島先生が言っていただいたよう
に、ここに参加されている棚田っていうのは、もう本当に20年前とか、
かなり古くから取り組まれている棚田だと思うんですが、私たちは4
年前にこの中田の棚田の復田というのか、もうほとんど山に戻りかけ
ていた棚田を再生するというところからスタートしています。ちょう
ど4年前に中島先生に来ていただいて、この中田の棚田がここに書い
ていますように、そもそも棚田っていう言葉の発祥が和歌山紀州だっ
ていうこともそのとき教えていただいたんですけれども、その棚田で
1425年今から600年前には14町っていうあの広い棚田群があっ
たっていうことが歴史書に書かれているというようなことも教えて
いただいて。それはなぜかというと高野山という世界遺産がございま
すので、その高野山文書の中に書かれている。景観の美しいこともそ
うだったんですが、歴史を勉強すると「いや、これはこのまま山に戻す
わけにいかない」と思いましてというのも私は農家なんです。特に和
歌山では珍しい栗農家なんですけれども、この棚田は今から4年前に
復田というか再生を図らないと本当に山に戻ってしまうという状況
だったんです。それで、地権者の人も最後の一人がお米をつくってい
るような状態でして、地域の人が手を離したものを有志を募って再生
をやり出したところです。先ほどから言っている棚田法の中山間直接
支払なんですけれども、4年でやっと去年4反で1トンのお米が３年で
取れるようになったんです。今年は少し面積を増やしたんですが、気
候の絡みとかもありまして、1トン弱なんですが、それでも6反半を
やっと4年間で復田できました。さっき言ったその10ヘクタールだっ
たとしたら、まだまだたくさん水田に戻してないんですね。その水田
に戻してないんですけれども、来ていただいた方がわかるんですけ
ど、広い道からぱっと見上げると本当にピラミッドのようにわぁっと
開ける形をしていますので、その道沿いから見える景観をね、やっぱ
りきれいよねっていう景観を維持したいっていうみんなにそこを見
てもらいたいっていうのがあるので、そのたった6反半ぐらいのお米
づくりを、それも自然栽培という無農薬でやっているんですけれど
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も、それをやりつつ草刈りでそのぱっと道沿いから見た景観をそっか
らやっているというようなことをやっています。中山間の加算なんか
もまだたった6反とか、そういう程度なんで、まだまだ恩恵など受けて
おりません。ですので、松本さん、私、山口県でお会いしたの覚えてい
ます。あの時の決意はいまだにも変わっていませんと。それで、そんな
どうなるかわかりません、なんていう情けないことを言わんでくださ
い。あたしも棚田には星くんでしたか。命をかけるようなねポテン
シャルがあると思いますけど、今、私たち関わってくれているみんな
本当に全員がボランティアなんです。何とかお金を儲けられる仕組み
をつくりたいと思って頑張っておりますので、見捨てないでいただき
たい。よろしくお願いします。こんなお願いばかりして申し訳ないん
ですけど、今年くらいになってくると、いよいよ少しでも棚田を知っ
ていただいて、地区小学校150周年の小学校があるんですけれども、
その子供たちも体験してくれるようになりました。それから、神戸の
女子中学生、そういう教育旅行的なところで参加してくれるようにな
りましたし、それから地元でいうと、近くの高校の野球部が地域貢献
という形で活動に参加してくれつつあります。やっぱり若い人に来て
いただけるような、その人達が何らかの形で癒されたり楽しめたりっ
ていうそういう場に必ずしていきたいと思っていますので、そういう
人達に私たちの今の思いを伝えて、地権者さんがいらっしゃらなくて
も、棚田っていうのはこういう形に復活して守っていけるんだって地
域にしていきたいと思っております。まだ4年目なんで、いろんなこと
を教えていただきたい、毎回こんなサミットで言っているんですが、
よろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。
【中島氏】
北さん、ありがとう。丸山千枚田の喜田さんは喜ぶ田。先ほどお話頂い
た、三重県丸山千枚田の初代会長のお嬢さんがここにおられます。喜
田さん、丸山千枚田は何枚でしたっけ、１３４０枚。これを復田された
方のお嬢さん。お父さんが去年亡くなられたそうです。非常に残念で
す。

【水野氏（北 富士夫さんのお嬢さん）】
はい、棚田ネットワークで棚田ナビに関わらせていただいておりま
す。写真の提供とか、またお願いすることもあると思いますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。
【中島氏】
かつてですね。奈良県の明日香村ってのは、棚田オーナーの先進地で
あったんです。実は私はその先進地のいわゆる中心になっている人を
大山千枚田に連れて行って、今日の大山千枚田が世に出たんです。そ
の明日香村で、いわゆる棚田オーナー側としてサポートして頑張って
いる人がこの人なんですね。
【濱田氏】
初めまして、奈良県明日香村のNPO法人明日香の未来を創る会で理
事をしております。大阪在住の濱田と申します。どうぞよろしくお願
いします。今、先生からお話があった高内良正という明日香村の名刹
巡礼で有名なお寺の橘寺の息子さんが棚田オーナー制度を立ち上げ
まして、今年で28年目になります。コロナの間も何とか村の人たちだ
けで田んぼの維持をしてきたおかげで、コロナがあけてからオーナー
の数が一気に増えまして、今、お断りをしないといけないぐらいオー
ナーさんの応募が来ています。たくさんの方に来ていただいて、にぎ
わいが出ているんですけども一つ、そのオーナー制度の維持、持続的
な問題に大きな問題が生じておりますのが獣害でございます。イノシ
シが数年前に荒らしまして、ほぼオーナーの田んぼ全滅ということが
ありました。これはタウンミーティングみたいにオーナーさんにみん

な集まっていただいてどうしましょうということで、オーナーさんの
ご意見も聞きながら、オーナーは何とか頑張って続けてくださいとい
うご意見が多かったので、対策をいろいろやって頑張ってきたんです
けども。
今度はシカの害が随分出てきていまして、かなり高い柵を設けても、
今年は一部の田んぼで2年連続やられると。去年のサミットでもそう
ですけども、あんまり獣害の話が出ないので皆さんのところへはどう
なのかなという風に思ってますんで、またご意見がありましたらお聞
かせいただきたいと思います。以上です。あ、その前にもう一つ。オー
ライ！ニッポン大賞というのを皆さん、御存じだと思いますけれど
も、去年の暮れに都市と農村の往来をテーマに掲げていただいて、審
査委員会長賞というのを頂戴することができまして。この夏、表彰式
で東京に呼ばれていた時に、中島先生に東京へ行くんだよって。じゃ、
カレーでもご馳走するよっておっしゃっていただいたので、新宿の中
村屋のカレーをご馳走していただきました。先生。そのときはどうも
ありがとうございます。以上でございます。
【中島氏】
今年はこの那智勝浦町でサミットは開かれていますけど、来年は長野
県上田市。その次は大分県別府市。その次が決まってないんです。その
次が決まっていないところに今働きかけ中なんです。まだウンと言っ
てくれません。その働きかけ中の浜松市からお見えですから、いや
やってくれとははっきり言いませんよ。鈴木さんいるの？お願いしま
す。
【鈴木氏】
皆さんこんにちは。浜松市の久留女木の棚田で僕、外部耕作者なんで
すけど、久留女木に竜宮小僧の会という会で事務局をやっておりま
す。鈴木と申します。どうぞよろしくお願いします。サミットの件はま
た熟考していただけると思います。その話は置いておきましてです
ね。先程、獣害の話がありましたが、浜松もめちゃくちゃ獣害多いで
す。もう10年ぐらい前まではシカなんかいなかったですけど、最近も
シカ。シカしかいないみたいな感じですね。イノシシは柵でとめられ
ていますけど、もう越えてきちゃうんですね。やっぱり僕らの背丈以
上ぐらいの柵を設けないと越えてきてしまいますので、今は非常にそ
こは苦慮をしております。今日ですね。特にここの会場に見えられて
いる皆さんはもう全国でもですね。もう名だたる有名な棚田の皆さん
ばかりだと思いますが、手前どもの久留女木の棚田はですね。総面積
で7.7ヘクタールで半分強ぐらいが休耕田になっておりますので、実
質的には3ヘクタールぐらいの面積しかございません。しかも、地元の
農家さんが6件しかいない中で営農しておりますので、なかなかそう
いったオーナー制度ですとか、イベントとかっていうのがそもそもで
きないっていうような状態なんですね。でも、そういう中でもやはり
棚田はきちんと残していきたいっていうような思いを持っている方
も何人かいらっしゃいますので、そういった中でどうやって耕作者、
次世代の耕作者をどうやってふやしていこうか、重点的に自分たちは
耕作者の育成みたいなのをやっております。おかげさまでですね。今、
外から来て田んぼを作っている人が6人かな、2グループあって、その
人達は面積とか枚数は違いますけど、もう田植えをするところから稲
刈り、脱穀、もみすりまでを全部完結をして、自分のお米を作るってい
うような形でお米作りを覚えていっていただいています。そういった
のを突然来てですね。お米づくりやりたいとかっていう方もいらっ
しゃるんですが、突然来て「じゃ田んぼをつくって」って言っても当然
作れませんので、棚田塾っていうのを1年間かけて、そこに通っていた
だいて、やってみた中でできそうだと思ったら、田んぼを何枚かお貸
しして自分で作っていただくっていうようなスタイルで、今耕作者を
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増やしているところです。そういった活動してまいりましたので、お
かげさまで耕作面積とか耕作者の人数は微増ですけど、ちょっとずつ
増えているような状態です。ごめんなさい。ちょっと話長くなっ
ちゃって申し訳なかったですが、やっぱり全国を見るとですね。1ヘク
タール2ヘクタールとかっていう小さい棚田も沢山あるんじゃないか
なと思います。そういう小規模零細な棚田こそ、先程の補助金の話も
そうですけど、なかなかそういったものを活用できていないっていう
ようなのが実情としてあると思いますので、ぜひうまく取り組みをさ
れている棚田があったら、そういうところもちょっと今日は勉強した
いなっていうのは思いもあって、仲間と今日来ておりますので、また
後ほど。お時間とかありましたら、お声がけ頂けたらと思います。どう
もありがとうございます。
【中島氏】
ありがとう。何とか実現するように頑張ってください。お願いします。
佐渡島って棚田がたくさんあるとこなんです。その佐渡島の棚田の主
みたいな人が来ていますから、大石さん、お話をしてください。もった
いつけないで。
【大石氏】
どうもお世話になっております。新潟県佐渡市からたらい船に乗って
えっちらおっちらと半日、1日かな。朝7時に出て、昨日夜10時にやっ
と着いたという佐渡島から来た大石といいます。何か最近、巷では何
かNHKとかいう訳のわからない会社の「Dear  にっぽん」とかいうド
キュメンタリーで、私のバッシングをたくさん見てもらった人がいる
ように聞いております。
冗談はさておいて、岩首昇竜棚田と言われている棚田で棚田爺と呼ば
れて百姓をやって40年ですか。その前20年近く東京の銀座とか歌舞
伎町とかいうヘンなところで、今のホストクラブが騒ぎになっている
ような町で遊んでおりました。それから帰ってから中島御大にお会い
をし、お前は故郷のこの宝を見捨てるのかみたいな何か洗脳を受け、
今に至ると。自慢は一回も荒れたことがない棚田です。だから完璧な
農地です。中島先生からも教えていただいたように400年続いた文化
とか歴史とか、僕らは駅伝ランナーの一人としては僕の代で諦めるこ
とだけはしたくないなと思っております。ただ、僕はつなぐ棚田遺産
という、遺産というのが、どうもすっきりしなくて遺産じゃなくて、棚
田は資産って俺に教えてくれたじゃないって言ったんですけども、資
産としてですね。僕は次の子供たちに伝えていきたいと思っておりま
す。3年くらい前から佐渡の小学生が来てくれて、話等をさしてもらっ
たら、学校前で作ったお米を売ったお金、5万か6万くらいあるらしい
んですけども、社会福祉協議会に寄付していたのを、「あのクソジジ
イ、あてになんねえけども、あの棚田が見えなくなると俺ら困るから、
あのジジイに半分だけ寄付しよう」って言って2万5000円。毎年ほぼ
2万5000円送ってくれます。子供は本当に「これ、なくなるんだよ。ど
うするんだ、お前らは」って言ったら「いや、それは困る」って素直に
言ってくれる。僕はやっぱり僕らじゃなくて、次の世代の子供たちに
棚田の持つ大切さだとか、日本の稲作の大切さを伝えられればと思っ
ております。長くなりましたが、佐渡島から来た爺でした。ありがとう
ございます。
【中島氏】
頑張っています。今日、これだけの人数の方がお集まりくださってお
りますが、行政の首長さんというのは一人だけなんです。そこで波佐
見町の町長がおられます。前川さん。
【前川氏】
皆さんこんにちは、長崎県の波佐見町から来ました、前川と申します。
まず、波佐見町ってご存知じゃない方はちょっと手を挙げてみてくだ

さい。半分以上ですね。場所を言いますと佐世保市のハウステンボス
の隣、それから有田焼で有名な有田町の隣、お茶で有名な嬉野市の隣
と。そういったところに囲まれております。実は私20年前までずっと
役場の職員でございまして、20年前に農林課の担当で中山間やってお
りますし、私、実は農家でありまして、地元で鬼木棚田というのがござ
いまして、そこの棚田協議会っていうのをつくりまして、その事務局
長を昨年までやっておりましたが、どういった流れか、ちょっと町長
になってしまいましたので、事務局長は引き継ぎをしたところです。
一つ事業を紹介したいと思います。先ほどからありますように、棚田
というのは草刈りが非常に大変なんですよね。特に中山間地でも圃場
整備を行われたところは、かなり法面が広くて、耕作地より草刈りを
する法面が広いというのは難点がございましたけども、実は愛媛の業
者でだるま製紙という業者がございまして、工法が和紙の業者なん
で、それをドロドロに溶かしてセンチピードグラスというムカデシバ
の種子を混ぜ込んで吹きつける法面工法がございます。それを実証い
たしました。自分の棚田でですね。当然、誰も手を挙げなかったんで、
私の田んぼを含めたところで約3000㎡法面吹きつけして、非常に乾
燥が続いて発芽しなかったんですが、翌年にはもう見事に一面覆われ
まして、草刈りから解放されました。やはり実証をしないと皆さんな
かなか納得をしてくれないんで、それを見せたところですね。みんな
手を挙げて全部で今度6万、7万㎡で一気にやるように計画をしてお
ります。やはりそういった作業を楽にするような条件整備をしてやら
ないと農作業する人がいないんじゃないかということで行ったとこ
ろです。町長の保険として、来年度からその事業を町の単独事業とし
て補助事業として設けようということで、今ここにおります、農林課
長に指示をしておりますので、来年の1月の新年度の予算の査定の折
にはですね、認めていきたいと思いますし、ぜひそういった事業を国
の方でも採択をしていただければなということで、ここでちょっとだ
けお願いしておきたいというふうに思っております。交流会を楽しみ
にしておりますので、その時でも名刺交換等させていただければとい
うふうに思っております。以上現場からでした。
【中島氏】
どうも前川さんありがとうございました。今日は棚田学会の会長が見
えてますんで、何か話してくださるそうですから。
【山路氏】
棚田学会の今会長を預かっております。山路と申します。中島先生は
棚田ネットワークをつくり、育てた人で、棚田学会もつくって育てた
人なので、私、非常に面はゆい状況です。棚田学会は学会という名前が
付いてますんで、学会誌とか通信とか研究会とかやったりしています
が、いわゆる学者の学会じゃありませんので、ぜひいろんな方に来て
いただきたい。シンポジウムとかは全部無料で会員以外の方もここ数
年出てもらっています。それで、棚田学会ですね。8年間ほど農業系の
高校生しか出せないフォトコンテストを8年間やっていました。一緒
にやっていたのが農場協会という農業系の高校の大元締めとやって
いたんですが、ちょっとそちらの予算が尽きて、やめようって話に
なって、去年で打ち切りになりました。それであまりにもったいない
ので棚田学会として、今年からフォトコンテストを始めることにしま
した。フォトコンテスト自体は世の中にいっぱいあります。ネット
ワークはフォトコンテストをしてないけど、ネットワークのカレン
ダーってすごくきれいなカラーカレンダーです。そういうところに攻
めていこうというつもりは全くないです。チラシを置いていますが、
今日は配ったものもあるんですが、棚田の今ということで今年からや
ることにしました。今です、きれいな棚田もいいんだけど、苦しんでい
る棚田、頑張っている棚田それを写真にするって難しいと思うんです
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よね。ただの荒れた、耕作放棄された写真を送ってきても、そんなもの
はたぶん当選はしませんけども、努力が見える今の棚田があって、そ
こに棚田の愛が感じられたものは多分審査会でも残るんじゃないか
と思っています。ちょっとそんな趣旨で今年始めましたので、是非皆
さんご協力ご投稿いただければと思います。棚田学会の紹介でした。
ありがとうございます。
【中島氏】
こっち側から顔馴染みは指名しましたけど、ここで一つ、こういう話
をしたいと言う方がおられたら、是非、手を挙げて。なかなか手が上が
らないんだよね、これが。どなたかいませんか。うん。あ、あそこ手が挙
がったような気がする。
【木寺氏】
皆さん、こんにちは。私は佐賀県の伊万里市から来ました。木寺と申し
ます。棚田はですね。前は炭山の棚田ということでありましたけど、先
ほどですね。中田の棚田っていう方がお話しされましたとおりです
ね、私の所も少し、地域が広くて中田棚田ということでつなぐ棚田遺
産に認定されております。今、私たちのところで困っておるのがやっ
ぱり鳥獣害の問題とかいろいろありますけど、協力隊の方が1名と佐
賀県では企業ボランティアができておりますので、3年間交代という
ことでボランティアの方がいろんな作業を応援していただいており
ます。そういうことで、私共と中田の棚田の方でお近づきになれたら
いいなと思います。よろしくお願いします。
【吉武氏】
先ほど紹介いただきました。炭山棚田の企業ボランティアというか、
任意団体を立ち上げてそう盛り上げていこうと活動している「すみや
ま農らいふ」という団体をしています、吉武といいます。本業は運動施
設を自分でやっているんですけど、今日は三方のお話を聞いて大変勉
強になりました。ありがとうございました。庄司様と星様のお話で今
日、私がここに来た目的が草刈りをどうしていくかという課題を解決
するために皆さんのお話を聞きに来ました。色々調べている中で、先
程、波佐見の町長様の話も聞いていいなと思って、後でお話を聞きた
いなと思いましたし、先程の草刈サミットとジョソササイズでしたっ
け。その2つがすごくいいなあと思って、私も運動をもうずっとやって
いたので、体を動かすことにつながるんじゃないかなと思ったので、
是非。私、ラジコン草刈機とか色々あるので、そういうテクノロジー
じゃないですけど、実は病院の先生にこういう話をしたらラジコン好
きだからラジコン草刈り機買ってあげるよとか、ちょっと冗談交じり
でお酒の席で言っていただいたりとかしたので、そういう何か若い人
達も巻き込むようなそういうのも必要かなと思ったんで、草刈りのサ
ミットをしたいですね。ジョソササイズと草刈サミットとラジコン草
刈り機、3つ合わせて将来出来ないかなというご提案になります笑。あ
とラジコン草刈り機を実際使っている方がですね。この中でいらっ
しゃったら実際どうなのかなという話も聞きたかったので、もしい
らっしゃればこの後発言いただければと思います。ありがとうござい
ます。
【中島氏】
ありがとうございました。それでは来年のサミットは長野県上田市で
す。その上田市の棚田「稲倉の棚田」からお見えの、渡辺さん。
【渡辺氏】
皆さん、こんにちは、長野県上田市から参りました。稲倉の棚田保全委
員の渡辺と申します。よろしくお願いいたします。実は私、来年なんで
すけども開催地ということで勉強させていただくために来させてい
ただいたんですけども、その前に今日、最年少だと思うんですけど、娘
が9歳ですが、参加しています。っていうのも「お母さん行かなくても

いい。私一人でも行く」っていう。でも、その前に横にいるこの稲倉の
棚田保全委員の皆さんがすごく支えてくださって。私も子育てをしな
がらいつも農作業をやらせていただいたりしているんですけども、そ
の皆さんの支えもあって、この子もよく農作業を一緒に体験しなが
ら、すごく素晴らしい棚田っていうすごい思いが強いっていうので、
もう私よりも棚田愛が強くてサミットに出ているっていうのがすご
く楽しみで、今日9時間ぐらいかけて長野から来ました。やっぱり次世
代につなぐっていうのが今日もずっと朝から基調講演とか聞いてい
ますけども、一緒に親子で農作業することによって、棚田を好きに
なったり、地元の小学生でまだちょっとしか参加してないんですけど
も、例えば授業を一緒にやったりだとか。生物の勉強をしたり、稲刈り
田植えをしたり、あとは銀座中学とか、いろんな都市からも中学生と
かは稲刈りと田植えを経験していただいています。あとは100人近く
来た焼き芋大会をさせていただき、何かイベントもいろいろやってい
ます。
いい事例とかはまた来年、上田に皆さん来てくれた時にたくさん紹介
ができるように、こちらもちゃんとまとめておきたいと思いますの
で、よろしくお願いします。今日は是非、9歳の娘に棚田愛をちょっと
語ってもらいたくて、マイクを渡します。
【渡辺さやねちゃん】
私の棚田の大好きなところは、棚田のみんなが毎日私に思いやりが
あって優しくしてくれたり、あと天皇杯を取ったり、5年生はお田植え
や稲刈りをしたり、3年生は生き物をもっと知ったり学習しています。
来年のサミット、楽しみです。
【中島氏】
もう一度お名前を、さやねさん、渡辺さやねさん、ありがとう。どうぞ
もう一度大きな拍手をお願いします。もうそろそろ、4時半で終わらせ
なきゃいけないんですね。はい、どうぞ。
【池田氏】
佐賀県から来ました、池田と申します。私は蕨野の棚田に関わってき
たんですけども、蕨野の農家出身ではないんですけど、関わってきた
中で蕨野の棚田を含めて棚田を振興したいという思いで、ちょっと農
水省の方に質問していきたいと思うんですけども。私どもは棚田に関
わっていくという中でできるところで行くと、棚田ツアーをことしの
6月に個人ですけども開催いたしまして。旅行業者もまだ私の熱意を
汲み入れてですね。6月に50名の参加をいただいて実施できたところ
です。これを来年もやっていこうと計画をしていますけど、その中で
旅行業者の方にオフィシャルサポーターになっていただこうと思っ
ているんですね。私の趣旨を説明して、私が原稿書いて農水省にア
ピールしてくださいと、その時にちょっと私なりに思うのが、旅行業
者がオフィシャルサポーターに申請する時に振興法に基づいた振興
計画とちょっとずれるところがあるかなと思ったもので、そういう振
興計画になくても棚田愛で私のような個人がアピールして棚田を振
興するためにオフィシャルサポートになってくださいと申請したら
農水省もぜひ認定していただきたいと思いまして、今日の場で質問と
アピールでございます。
【篠崎氏】
オフィシャルサポーターも担当しておりますので、御回答申し上げま
す。先程町長からお話のあっただるま製紙さんもそうですし、ラジコ
ンの草刈機を持ってオフィシャルサポーターになっていただいてい
る会社さんもあります。先程少しお話しさせていただいた農水省の
ホームページで、オフィシャルサポーターさんの動画の中にも、実際
の草刈ラジコンで動いているような動画もアップしています。必ずし
もですね、棚田地域振興法の法律に基づいた制度という厳密なもので
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はなくて、農水省の方で棚田地域振興に関する理念に共感していただ
いて、うちの会社としてはこんなことができますっていう自社さんな
りのPRを1枚書いていただくことで、我々一緒にオフィシャルサ
ポーターさんと一緒に頑張っていこうと思っていますので、ぜひそう
いう旅行会社さん、既に旅行会社さんも何社かオフィシャルサポー
ターになっていただいていますので、ぜひご紹介いただければと思い
ます。もしわからなければ、私の方の方にご連絡いただきましたら、直
接やりとりさせていただきますので、どうぞお伝えくださいませ。
【中島氏】
岩本さん、この方は、かつて最初の棚田100選を選んだときにですね。
100選の地区にアンケートを出して、あなたの棚田の石積みの高さは
何メートルですかというアンケートを出して。そしてその結果として
蕨野の棚田が8.5メートルで日本一だということを証明した方なんで
す。
【岩本氏】
その節は、いろいろお世話になりました。本人の岩本です。よろしくお
願いします。
【中島氏】
歴史に残りますよ。ということで、時間はあと10分だけど誰が話す？
会長？岐阜県恵那市の柘植さん。
【柘植氏】
岐阜県恵那市から参りました。坂折棚田の保存会の実は今年度から理
事長を受け取ることになりました、柘植と申します。よろしくお願い
します。前理事、ここに田口さんいらっしゃいますけども、もう長いこ
とこの保存会について関わっていただいて、非常に坂折棚田を日本全
国に有名にしていただきました。それを受け継いで私は困っている状
態なんですけど、正直、さあ、これから何ができるかと、ちょっと悩み
ながら日々過ごしている状況です。先程獣害の話がちょろっと出まし
て、一つ事例になるかもしれませんけども、私どもはですね。岐阜県恵
那市の山の中、ちょうど盆地地形になります。そこを非常にイノシシ、
鹿とか、猿はまだあんまり来てないんですけども、イノシシの害がひ
どくてですね。そのために町の全部を網で囲いました。総延長は40キ
ロぐらいになりますか。これを4年がかりで毎年10キロ前後ずつ地形
を見ながら工事かけまして。その原資は市財約2メートル近くですね、
あとその他の材料は県、国も入ったかな。そちら側の補助で全額負担
していただきまして。作業員は地元の人達に頼んで、その日当として
地域資源保存会の方から、直接支払いの関係ですね、そちらの方から
日当は出してもらうっていう形で作業しまして、4年かけて昨年度で
すね。ようやく完成したとこです。おかげさまでイノシシの被害は8割
ぐらい減ったと思います。ただ、どうしても県道路とかですね。交通の
多い、例えば県道、市道、それから川、そこはちょっと網で塞ぐことが
出来ないので、そこが今課題です。なかなかそういうとこから賢いや
つらは入ってきて、そのたまたま運悪く、その近所に道路のある方の
農地なんかはまだまだ入って困っている状況ですけども、それでも8
割ぐらい減っています。あと被害のあるのは、今は小動物、ハクビシン
とかですね、そういうのが西瓜食べちゃったとか、ナスかじられたと
かっていうのが多いんですが、あとそれ以外に困っているのはカモシ
カです。カモシカって言うと、私が若い頃は乗鞍とかアルプスの山の
中でしか会わないやつですけど、もう最近は足元に降りてきて、私の
家の前がカモシカの通り道です。もうしょっちゅうやってきまして、
今年私のところはこの前、サツマイモ全部食べられちゃいまして、芋
は食べられなかったんですけど、上が食べられちゃったので、生育が
もう一気に落ちちゃいました。そんな形でカモシカの被害については
市に掛け合ってもカモシカ様には手が出せませんということで、10キ

ロ4方に1頭しか駆除ができないというような状況らしいです。ここ
のところは天然記念物ですけども、町に近いところに出てくるもの
は、もういくら何でも天然記念物ではないんじゃないかなと何とかし
てほしいってのがもう正直なところです。この辺は行政の特に国です
ね、そういったところにぜひちょっと伝えていただければありがたい
かなと思っています。課題ですけども、やはり後継者ですね。坂折棚田
保存会、おかげさまで田口元理事長がいろいろお膳立てをして色々体
制を作っていただきました。今、それを引き継いでオーナー制度とか
ですね。色んな応援隊の受け入れだとか、棚田の石積みの保存とか、そ
ういう活動をやっておりますが、やはり今活動しているメンバーその
ものも人数が少ないし、私は数年前までサラリーマンやっていました
けども、退職をきっかけにうちに入って棚田のことに関わるように
なったわけですけども、そんな私でも若手で非常に若手です。活動し
ていただいているのは、もう70歳前後の方以上が非常に多いそういう
方から頑張って今やっている状況です。ただ、それもどれだけ続くか
で、その後をどうするかというのが今私に課せられた課題なんです
ね。地域そのものもやはり後継者は非常に足りません。私ども坂折棚
田っていうのは約4ヘクタールぐらいで400枚ぐらいの田んぼがある
わけですけども、実際にそれを管理しているところは大体20戸ぐらい
です。その中でも私は若手です。若い人たちは、もっと自分の仕事を
持ってとても田んぼにまでは手が回らないという人だとか、それから
もう既に町を出てじいさんばあさんは残っているけど、子供達は町で
暮らしている。当然ながら農地管理は残ったじいさんばあさんたちが
いるというような状況がやっぱり多いです。それは坂折棚田だけでな
く私の住んでいる町全体が同じような状況です。私の住んでいるとこ
は恵那市中野方町ってとこですけども、そこはつなぐ棚田遺産に昨年
認定されまして、殆どが棚田地域なんですね。みんな抱える問題は一
緒で、特に急峻なところは坂折棚田ということで色々注目されていま
すけども、困り具合は坂折棚田であろうとそうでないところであろう
と全く変わりません。だから、そこをどうするかが一つの課題だと
思っています。保存会ができてですね、変化起きたなと思うのは、やは
り非常に有名にしていただいたことが非常に大きいと思うんですけ
ども、移住者の方が増えてきたっていうことで、町に移住されてきて、
そこでやっぱり空き家が多いんですね。最近は農地付き空き家が、法
律改正によって農地を持ってない方もそういうところが入れるよう
になったので、移住してくると同時に農地を持って、そこで個人で
色々少しずつ始めるという方も増えてきています。中にはちょっと頑
張って農園みたいな形で販売まで手を染めるような方も出てきまし
た。そういう人が来ると、やはり人口減少も増加したとは言いません
けども、非常にブレーキがかかってきて、子供達も若干ながら増えて
きているというところで、一つはそれが棚田を保存する上での一つの
効果なのかなと思っています。ただ、それを全体で坂折棚田だけでな
く、町全体のところを何とか活性化してやるためには、イベントだけ
で済ますのではなくて、そこでイベントからやってくる流れをできる
だけ地元につなぎとめる。一つは移住という形でもありますし、それ
からそういう人の流れを使って、そこで何か地元に産業が起きるみた
いなところがあればいいかなと思っています。僕らの世代で色々そう
いうことを考えて話はしますけども、まだ具体的になかなかいかな
い。例えば何かの施設を作って、それで経営が成り立つまでに持って
いこうとすると、非常にまだまだ課題が多いです。当然、その中には行
政なんかの補助金を含めた支援が必要だと思いますけども、いつまで
も補助金というわけにはいかないので、できればどこかで独り立ちで
きるような形に持っていく。それでやっと農地の保存に歯止めが一つ
はかかるのかなと。私もそうでしたけども、地元に住みながら外に仕
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事に出つつ自分とこの農地も管理していくと、御承知のように収益が
上がるためには大規模化するしか今のところ手がない状況だと思い
ます。もしくは特別な付加価値のある作物に特化して頑張るか、なか
なかそれができる所というのは限られますので、できればそういう環
境に何とか持っていきたいと。そのためには、まずは人手が来ても
らってできればみんなに住み着いてもらって、そういう人達をも含め
て頑張って町が活性化してっていうような形につなげられればいい
んだけど具体的に何をやるか私達の課題だと思っています。すみませ
ん。とりとめのない話になってしまいました。
【中島氏】
ほぼ時間になりましたけど、最後に松本さん、何か。
【松本氏】
すみませんじゃもうお時間も来ていますが、先生からのご指名なので
1点ですね、四谷の方からお話ありましたけど棚田法、どうして5年で
やめるんだと。もう現役の課長も来てらっしゃいますけど、なかなか
言いづらいと思うので、私の方から言いますとですね。これ日本の法
律って2000あるんです。全部で大体約2000あります。棚田法が出来
た時に、日本の法制史の歴史って1300年あるんですけど、その日本の
法制史の中で初めて棚田という言葉が、日本の法律の中に位置づけら
れたんです。でも当然、ですね。その時、立法するときに5年でやめよう
とは思ってないんです。これはもう非常に大切なことなので、当時の
意識としてもこれは未来永劫を棚田法で頑張ると。だけどですね。危
機意識がすごくあったんです。国会議員の先生方にも、もう棚田は今、
支援措置を立ち上げないともう失われてしまうと、もう5年前ですね。
その危機意識もあったので、一般には時限立法というんですけども、5
年後、もう一度やっぱり必要だよねっていう議論を国政の場でもやっ
て、全会一致、もう全ての政党が賛成したんですけど、もう一度、やは
りそのさらにパワーアップした形で棚田法を引き継ぐと。なのでやめ
るつもりは、もう当時の立法者も行政も全くそう言うつもりはなく
て、5年限ったのは、皆さんからやっぱり棚田地域は大変なんでもっと
頑張ってくれと。やめるとはとんでもないじゃないかとそういう声を
ですね、上げていただきたいという思いでやっています。で、当然、農
林省も公式には今から検討しますってことしか言えないと思います
けどもそうですね。山本課長。はい、皆さんからぜひそういう応援する
声を上げていただければと思います。
【山本氏】
はい、松本さんから今お聞きしました。その通りです。実は自分も行政
におりました。法律というものは、一度唾をつければ、なかなかやめる
ことにはいかないわけです。だから、みんなの力で後押しするんだ。こ
こにおる農林水産省の皆さんにも「よろしくお願いします。続けてく
ださい」って言えば、それで続くと思いますということでどうでしょ
うか。
【中島氏】
何かまとめてもらってありがとうございます。ということで、もっと
時間があればもっとお話ししたいんですけど、一応決まりがあります
のでこの時間をもって終了させていただきたいと思います。私が、元
気な間はこれを続けたいと思います。ありがとうございました。
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それでは第1分科会の報告をさせていただきます。テーマは関係人
口の承継という形で設定させていただきました。思いとしては目に見
える部分だけではなくて、目に見えない精神とか技術。そういったと
ころも受け継いでいくというようなところで、このテーマを設定させ
ていただきました。分科会では５名の方に登壇いただきました。
まず第１に背景などを和歌山大学観光学部の大浦先生から整理し

ていただきました。そこでは前回の全国棚田サミット有田川町の後の
和歌山の棚田段々畑サミットなどから受け継いでいたことなども御
紹介いただきまして、この今回の棚田サミットの一番大元にもなって
いるかと思うんですけれども、２０１９年の棚田振興法の意義、その
中に棚田は国民共有の財産であり、宝であると、またその棚田が存在
する地域の振興をしていく、こういったことが国の責務であるという
ところが定められておると、さらに関係人口についても記述されてい
るというところを整理いただきました。特に大浦先生からは、関係人
口に関わる主体の質に変容が見られるのではないかといった点、事例
紹介にあった、外山さんからもありましたけれども、農の暮らしとし
ての自給という部分についての再評価も必要になっているのではな
いかといったところを整理いただきました。
第２に小阪の地区の方から松木さん、実際に作業されている方で千

葉さんは Iターンで移住されて地域おこし協力隊から移住されている
方ですけれども、その中でまず松木さんから棚田を管理されてきた経
緯、水の管理、そういった中心となる作業の負担がかなり大きいこと。
これはあの外山さんからの事例紹介でもあったかと思います。さらに
３名で作業を主体的にされているっていうところ、人手がとにかく足
りないといったところを共有いただきました。あと千葉さんからは、
ご自身のその地域おこし協力隊から移住された経験を踏まえまして、
事務局の業務が結構重要だということを気づいておられるんですけ
れども、その負担というのが目に見えにくいという特徴などを御指摘
いただきました。
第３に紀美野町役場で棚田の業務もされている中西さんから自身

の業務である中で、紀美野町の小川地区の棚田の協議会などの取り組
みを御紹介いただきました。また中西さんは和歌山大学観光学研究科
の博士後期課程の大学院生でもあるので、大浦先生と共同して実施し
た調査から保全作業に関する調査、あとは耕作する人を増やすような
先進的な取り組みの事例を紹介いただきました。
最後に藤本君といって、和歌山大学観光学部をこの３月に卒業した

私のゼミ生なんですけれども、彼から色川で大学１年生から関わって
きた取り組みなどを紹介いただきました。彼は社会人としてもまだ継
続して色川に関わっていると。その動機としては何かというところも
紹介いただいて、一つはリフレッシュできることで、また自分なりの
関わりができること。この辺は関係人口として大事なことかなと思う
んですけれども、更にいつでも受け入れてもらえるような安心感があ
るとこの点は関係人口の話をする際に、やっぱり受け入れる側のこう
状況というのもかなり重要だということが分かったということが言
えるかと思います。
以上のことからですね。分科会としましては2つの知見が得られた

と考えております。１つ目は今までの価値観では我々の生活というの
も生き残れない。ましてや、棚田の生活っていう棚田がある生活とい
うのもなかなか維持していけないと、そういう現状をまずは共有し、

これからどうするかというようなことを話し合っていくという場が
大事だろうと。その際に千葉さんがおっしゃった事務局の業務という
のがかなり重要なんですけれども、これは基調講演の有田さんからも
指摘されたところで、事務局業務を有償化するみたいな取り組みとし
て改善していって、加えて関係人口の階段について大浦先生から共有
いただいたんですけれども、そういった関わり合いを整理していくと
いうことができると、更にいいのではないかと。まあ、ここから先は私
のアイデアですけれども、やっぱり関わり合いのところを世代別とか
ライフスタイル別とか、そういったセグメントみたいな形で少し整理
していくととてもいいんじゃないかなという風に思っております。
２つ目に最後になりますけれども、そもそものところで耕作を続け

ていけないという現状がありますので、そこをしっかり分析をして、
かつ耕作者を増やすようなプログラムをこれから考えていく必要が
あるのではないかと、そういった意味で中西さんからの発表で先進事
例もあるということですので、今回参加していただいた棚田の地区の
方達ともこれから協力してそういったプログラムなども開発してい
けたらいいのではないかということで終了しました。
以上第1分科会からの報告です。

八島 雄士 氏 和歌山大学観光学部教授コーディネーター
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第２分科会ご報告させていただきます。第2分科会集落空間の継承
というタイトルにしました。
棚田を支える担い手の課題、今、第１分科会からもありました。担い
手あるいはその集団としての地域をどう継承していくのかっていっ
た時に関係人口も一つの切り口にはなるんですけれども、やはり自ら
のために耕す人といいますか、きちんと暮らしを立てる担い手をどう
受け入れて、その人たちと一緒にどう地域を継承していくのかってい
うことが大切なんじゃないかというふうに思いまして、移住定住って
いうことと移住定住のための最初のハードルになるだろう住まいの
確保。別の言い方をしますと空き家の活用という２つをテーマにさせ
ていただきました。色川は皆さんもご存じかもしれませんけれども、
５０年ほど前から移住定住を受け入れてこられた実績がありまして、
今では６割に迫る６割弱の方が移住者で構成されている集落です。色
川の皆さんはそういうことで、移住定住の受け入れの実績があるとい
うことと、空き家の利活用ということで、地域独自の取り組みをされ
てきています。取り組みをまずは学んでこれからの議論ということに
進めてまいりました。まず、色川地域振興推進委員会事務局を務めて
おられる大西さんから移住定住受け入れの概要をお話しいただきま
した。一言で言うと仲間探しと思って移住定住の受け入れをしてい
るっていうところがキーワードだったかと思います。その後役員の原
さん、それから今日この後、ご登壇いただく浦さん、それから大久保さ
んと役員の方々にこれまでの経緯について御紹介いただきました。移
住受け入れの今から５０年ほど前に日本の農山村まだまだ元気でし
たので、都会の若者が訪れても門前払いといいますか、お前らに貸す
住む家も農地もないというような状況だったそうです。
その後受け入れていただいて、少しずつ話が広がっていくんですけ
ども、やはり地域の方には受け入れ反対の御意見があったようです。
その反対の方のご意見としては色川が色川でなくなってしまう。その
色川らしさの危機感みたいなものがあったということで、御紹介があ
りました。まあ、そういう危機感を受けて、移住者が移住者を呼ぶ形も
一つなんですけども、きちんとして地域の受け入れをするということ
で、ご登壇いただいた皆さんが所属されている色川地域振興推進委員
会という組織を作り、あの有田さんのことでいけば、ＲＭＯの前身に
なるような組織を作り、地域としての受け入れを行ってきたっていう
ことでご紹介がありました。
受け入れの実際としては１５軒訪問というのが一つ。色川の皆さん
のたどり着いたやり方の一つなんですが、移住希望者が見えられた時
に１５軒、とにかく回ってもらう。４泊５日で一回でもいいですし、１
泊２日を３回４回に分けてもいいんですけれども、１５軒回ってもら
うっていうことをなさっている。その段階で必要な区長さんですと
か、子育ての方だったら子育ての方で暮らしのイメージをしてもらっ
て、地域のイメージを持ってきちんと選んでもらう。地域の方もこん
な人が来るんだっていうことをお迎えする準備をするというような
マッチングの機会になっているっていうことで、御紹介があったこと
と、その１５軒訪問は物件探しではなくて、あくまでも地域を知って
もらう機会であるっていうことの御紹介がありました。
２つ目のトピックは空き家に関してです。同じくあの委員会の役員
である大東さん新宅さんにお話しいただきました。お二人は定住世話
人ということで出て行かれた空き家の所有者の方と地域を絶えず、連

絡を取りながら活用の意向ですとか、確認しながら、いざ移住希望者
が来られた時にきちんとお住まいの提供ができるように、そういう役
を担ってくださっている方々なんですけども、大野区では物件台帳を
作ってアンケートをしたり、絶えず意向を把握して常時２、３軒移住
希望者に貸せるストックを持っておくことが大事ですっていうこと
のご紹介がありました。口色川地区の方では、最近ではもう殆ど処分、
売りたいんだけど、どうしたらいいんやろかみたいな感じで電話の相
談があって、賃貸をしたり、いろんなプロセスはあったんですけども、
もう最近では定住世話人の方が私財をなげうってというか、購入をさ
れて、その購入された空き家を移住希望者の方に貸しているという取
り組みをされているそうです。もう今ではそれが２０軒ぐらいになっ
て、どうしてそういう思いなのかっていうことを伺ったんですけど
も、やっぱり新規で入ってこられる方の田舎を守りたいっていう思い
を、その地元の方としての定住世話人の方も受け止めて、自分として
できることふるさとを守りたいという言葉もありましたが、そういう
思いでやられているということでした。
議論に入りまして、岸上先生から２つのポイントを挙げてください
まして、論点を分けてくださいました。一つは担い手として期待され
る交流人口、関係人口というのは担い手として期待されるとこですけ
ども、持続可能と言えるんだろうかっていう問いとも一緒に定住につ
なげるポイントは何ですかっていうことと、もう一つは移住者が過半
数を超えている色川で色川らしさってどう考えていったら、どうやっ
て地域の新しい移住希望者に色川らしさを伝えるのか、それをどう継
承していくのかっていうことでの投げかけがありました。それぞれお
答えはあったんですけども、私としては一つの答えとして理解したん
ですが、色川らしさ色川って何だろうっていう色川らしさをきちんと
問うあるいは考えるんで、地域の古老にお話を聞くあるいはそれをき
ちんと見る、そういうことを通じて大切なことをきちんと受け止め
て、地域で大切にしてきたことを移住希望者の方に色んな機会で伝え
る。それに共感してくださった方を、新しい仲間として迎え入れるっ
ていうことでマッチングの齟齬がないような定住のポイントであり、
色川らしさ地域らしさの継承につながっていくんではないかってい
うところが見えてきた結論だったのかなというふうに思います。
地域らしさを問うこと自体が私の所感ですけども、それ自体が何か
色川らしさに繋がっていくような、その地域のこれまでの大切なもの
を大事にしながら、新しい地域づくり、新しい地域のイメージの舞台
作りがこう始まっているような色川の現場っていうのをご紹介いた
だいて、みんなで共有して集落空間が継承されていくポイントイメー
ジっていうのが確認できたのかなというふうに思います。
以上でございます。ありがとうございました。

佐久間 康富 氏 和歌山大学システム工学部准教授コーディネーター
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私どもの第３分科会では、災害教訓の承継と継承というタイトルで
行ないました。承継ということで、ちょっと精神的なものというか、棚
田の意味合いだとか、また、継承として災害、まさに具体的な災害教訓
とはどういうことなのかということについて考える分科会になりま
した。その中で、最初に御存じのように地球の温暖化ということで、今
豪雨災害が非常に増えているという中で近年、やっぱり棚田にも色々
と影響が出て災害が発生しているということであります。そういうと
ころで言わば備えが必要なのかということであります。最初に、いわ
ゆる継承というところのお話で継承というのは言ってみれば先代の
所有していた形のあるもの、また、具体的なものを受け継ぐというこ
との意味合いが強いわけで、そういうとこで２０１１年の９月に発生
しました、紀伊半島大水害での色川の棚田の経験を語っていただきま
した。
棚田を守ろう会の峯さん、田垣内地域地区の区長、鳥羽山さんに体
験談を語っていただきました。口色川、南平野地区では土石流という
のが発生しまして、そこでは停電したりだとか、また道路、特に県道な
ど水平に通っている道路が土石流によって寸断を受けて、なかなか横
方向に通ることがとできないとかいうことがあって、それで孤立する
場所もあったそうです。そういうことで実は河川下流に向かって太田
川というのが流れているんですが、その河川沿いに、道を復旧させて、
いわゆる市街地とか海の方に行けるように復旧させた方が早かった
という話もありました。分断とかいうところで、今現在どういう備え
をしているかというところ、例えば発電機だとか色んな地域の地区と
しては孤立しても、わりと自分達で備えられると言うかな、そういう
ことが結構進んでいるという話をされておりました。
その一番大変な時かな、９月４日の未明には、時間雨量は５０ミリ
を記録するような時に土石流が発生したということですよね、そうい
うことも経験を話されていました。また、その紀伊半島大水害という
ことで、土砂災害啓発センターの稲田さんによって、紀伊半島大水害
というのは、具体的にどういうことで発生したのかということで概要
の説明をしていただいて、特に那智谷を中心に、その支流で多くの土
砂災害が発生してしまっているということなんですね。土砂だとか流
木なんかで閉塞して、河川氾濫にも繋がっていたということですね。
そういうことの話もありました。場所によって砂防堰堤なんかで大量
の土砂を止めることができたという話もされていました。
一つの観点で、いわゆる承継というのがあるんですが、そこではい
わゆる先代が守ってきた形のないものの抽象的なもの。また、精神的
なものを受け継ぐということなんですが、そういうところでは防災、
要するに棚田の防災機能がどうあるのか、防災機能があるのかという
ところでの観点で、和歌山大学の中島先生にお話をいただきました。
その棚田の地形ですよね。防災機能が結論から言うとあるんじゃない
かということで、どのように調査したのかっていうと、この紀伊半島
大水害の調査で、土石流がどこで止まっているかというところの観点
で調査されたということなんですね。こちらの那智谷周辺でですね。
たくさんそういう調査されていたんですが、それがやっぱり場所に
よって違うということが分かった。それが棚田の上の方がどうも棚田
の上で止まっていることが多かった。やっぱり棚田がないところで
は、かなり下流まで流れてしまっているのがあるとで、それはある種、
棚田っていうのが現代のいわゆるテラス工法と非常に似たことがあ

るんじゃないかということですね。流下速度を下げていったのではな
いかという非常に興味深い話をしていただきました。それをまたいわ
ゆる模型実験を使ってですね、その棚田に水を実際流してみて、棚田
の方がいわゆる土砂土石流的なものも前止まり易いようにとか、また
ちゃんと棚田の構造がある方が特にね、土がちゃんとしっかりして要
するに水田をちゃんとやっていると水が下に浸透しなくなって、それ
で土砂の崩壊をしなくなるって言うか、しにくくするという話もあり
ました。
そういうことによって、棚田っていうのはとても大事な、実は防災
機能も備えているようだと。ただそういうのを意図的に作ったかどう
かっていうのは文献上ないので分からないけどもそういうのは経験
的には見ているのではないかという話でありました。色々と災害とい
うのは、いつでも発生するんですが、最後にそれだけ災害のイメージ
はできるのか。棚田周辺でどういう災害が発生してどのようなことが
起きるのかというのをイメージ、どれだけ取れるかということで、私
達はその棚田などの災害に備えることができるのではないかという
ことで、話としては終わってですね。ちゃんと自分達の住んでいる場
所なりが、きちんと認識をしてそこでどういうリスクはあるのかと、
みんなで考えていければということで、この会は終わりました。あり
がとうございました。

此松 昌彦 氏 和歌山大学教育学部教授コーディネーター
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それでは、第４とはいえ、特別分科会という名称ですけれど、毎年棚
田守り人ミーティングや棚田の守りミーティングというそういう名
前で実施しております。今年はまず３人のスピーカーに話題を提供し
ていただきました。
まず、松本さんというのは、今から４期前の農水省本庁の地域振興
課長、この松本さんが課長時代には地域振興法の実験があるわけです
ので、それは実際の実務を担ったのは彼だったということで一番よく
知っているだろうというようなこともありまして、話題提供をしてい
ただきました。彼からは地域振興法の現状というか、どこまでいって
いるかというような話がありました。皆さん、ご存じの方に、いわゆる
直接支払い２万１０００円プラス１万円の加算措置が、この振興法の
参加費として加えられるというこれが実際の施策でございますが、現
在７２３地域でその振興法の下で棚田の保全が図られているという
話でした。
もう一つの話題はですね。棚田基金という今、河野大臣が各県に積
んでいる基金を使えと、無くしちゃえと言う話をされていますけれ
ど、各県にはそうですね、今から２０数年前に棚田基金を積んだんで
す。各県はそれぞれ数億の棚田基金を抱え込んでいると思います。皆
さん方保存会の方が例えば県に伺って基金があるだろう、出してくれ
と言われても、どういうわけかとぼけちゃっていやないとか、そのご
まかしちゃうが、それで出されないんです。だからこれをもちろん、
今、現状を把握している国が何とか出せということで督促をしており
ますので。実は裏話をいたしますと去年開催しました高島市、あの棚
田サミット開催地検討委員会ですから、毎年全国を回って市町村に棚
田サミットやりませんかっていう呼びかけ人なんです。最初に高島市
に行ったときは本当にもうけんもほろろというか、先生、うちなんか
できませんと、あっさり言われました。ところが、帰り際に私が職員
に、県が棚田基金というのを積んでいるはずですから、その金を引き
出せばサミットのお金なんていうのはすぐに出来上がると思います
から一つやってみてくださいと書いてあるので、１カ月後に高島市か
ら先生からのお話ですから、私のところで引き受けることにいたしま
したと返事が来ました。これはきっと棚田基金の滋賀県からの引き出
しが成功したからだろうと思いますから、これからサミットでもやろ
うとか、あるいは保存会で何かイベントをやろうとかというお考えの
ところは、ぜひ県に当たってください。あの和歌山県はこれ非常に上
手に使っております。今回もサミットありましたし、サミットとして
は２回目ですけど、実は和歌山県は第１回のサミットの後に県内版の
サミットをやったんです。５回、県内版のサミットを実施しているん
です。だからこれらの資金は全部そこから出ていると思いますんで、
皆さん方もお帰りになったら、うちの県にそれ聞いてみようというよ
うなことで、それから引き出して保存会の活動資金として画策されれ
ばよろしいかと思います。
２番目は星君という新潟県十日町市の地域おこし協力隊に入った
人です。最初はどういう経緯で入ったのか、大学を出て何年かどこか
一般企業にいたようですけど、今年から地域おこし協力隊に入って頑
張っているようですけど、自分としては今その棚田が置かれている現
状というのを踏まえましてですね、何とか企業とか実際に農業関係だ
けじゃなくて、企業の連中を引き入れて、何とか棚田に結びつけてい
きたいと考えているというような決意表明がありました。

それから３番目は千葉県鴨川市の川代棚田というのは、千葉県鴨川
市といいますと大山千枚田というのは有名ですけれど、私はここが保
存会としてはトップランナーだと考えております。トップランナーと
考えているのはですね。この理事長と専務理事、こういう３０万円近
く月給をちゃんと払って保存会できちっと給料を２５万から３０万
の給与を払っているというところは全国でそうありません。私が知っ
ている限り、この大山千枚田と、それが新潟県の十日町のいわゆるそ
こで活動しているうち１団体、それからもう一つはですよ、福岡県の
八女市でやっている団体の３カ所だけでしてね、あの大山千枚田方
は、保存活動は企業化しなければいけないというのが持論なんです
が、まあ、そういう企業化していかないと皆さん方の志だけでは、なか
なか棚田の保存というのは難しいと思いまして、これからますますそ
ういう状況になると思いますから、一つそういうことも視野に入れて
棚田保存活動というのを展開されればよろしいかと思います。
それから、最後に庄司さんというのは、同じ鴨川市にもう一つほど
活動が盛んなところがあって、海岸に寄ったところですが、川代地
区っていうここが特筆されるのは３０名近くの地域の兼業農家なん
ですけどね。鴨川市ですから、この人たちが出てきて、保存活動に関
わっていると、地域住民が３０名近くで現役の兼業農家の人たちが実
際に保存活動に関わっているという、私は珍しいんじゃないかと思い
ますけれど、そこで地域を盛り上げているというような話でございま
した。
これはまあ事例報告として、そういう３つの事例の紹介がありまし
て、その後大体２０数団体が参加していたと思いました。周り見たそ
れで自由討議ということで入っていたんですが、全部紹介することが
できませんから、例えば最初にあれは新城市四谷千枚田というところ
があるんですが、これ百選になったところです。彼が最初に言ったの
は地域振興法というのは５年間の時限立法をやった後、この後どうな
るのかいうような話がありまして、農水省の地域振興課の課長と課長
補佐も出ておりましたんで、どうなるんだというような話になりまし
た。松本前課長がいや、それは大丈夫だろうと思った。大体中山間地直
接支払いだって５年の時限立法でスタートして、今は第５次ですか
ね、そこまで来ているわけですから、多分振興法も1次2次とつながっ
ていくだろうから、あれはまあ大丈夫じゃなかろうかというような、
希望的観測の意見がございまして、私も大丈夫だろうと思います。あ
まり、それは心配しなくていいんじゃないかと。
それからそういう報告としてはですね。静岡県の松崎町というとこ
ろは、これ石部棚田というんですが、その石部の棚田での取り組みと
してですね、あれは富士市にあるのかな常葉大学という大学があるん
です。ところが、学生さんは３０から４０かな。毎年あぜぬり田植え稲
刈りこの作業にやってくるわけです。あぜぬりっていうのは皆さん方
は町は毎年ご苦労なさっているからよくわかっているとは思います
が、なかなか大変な事業で棚田の仕事の最初の仕事とは思いますが、
そのあぜぬりをやってくれるんです。学生さん３０から４０人が行き
ましてですね、ここは１００人近くのオーナーを引き受けておると思
いますが、そしたらオーナー田を全部整備してくれると地元としては
助かっているわけですけど、皆さん方は地元にもそういう近場にそう
いう大学があるとは思いますけど、そういうことをやっているとこが
あるよあんたとこもやってくれないかというような話をされればい

中島 峰広 氏 早稲田大学名誉教授・棚田ネットワーク名誉代表コーディネーター

地域振興下の棚田保全分科会特別

【分科会振り返り】
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いかと思います。
それから今、私が把握しているだけで、全国棚田オーナー制は１０
０箇所近くやっている。私は毎年その１００箇所に電話を入れまし
て、今年は何組でしたかという統計をずっととっております。その第
１号、つまり棚田サミットで棚田オーナー制が最初に始められたの
は、第１回の棚田サミットが開かれた、高知県梼原町の神在居の棚田
です。スタート時点は華々しく、あの１０数の方から関西地区から
オーナーを引き受けて、西日本というのは離れ家、つまり若夫婦がで
きると年寄りそういう離れ家があるわけ、そこを改造して宿泊施設に
して大阪からオーナーを呼ぶというようなことで始めたんです。とこ
ろが、年数を数えるに従ってだんだん来なくなって近在の人たちが来
る。そのうちに、地元のいわゆる受け入れ農家と言いますが、これが一
人減り、二人減りで結局残ったのは第１号の棚田オーナーだった田村
さんという方が残って、結局は保存会の会長になって、今は彼と役場
のＯＢとあと一人ぐらい３人ぐらいで細々とやっているという中で、
でも私は棚田オーナー第１号ですから、とにかく私が元気な限り頑張
りますというような話をされておりました。
１０数カ所からの発言がありましたけど、ここで紹介するのは時間
がありませんので、省略させていただきますけど、そういった話し合
いをいたしました。できれば来年もこの守り人ミーティングは引き続
いて開催していきたいと思っておりますので、どうぞ来年度はこれに
参加されなかった方、どうぞおいでいただきたいと思っております。
以上、特別分科会の報告とさせていただきます。失礼しました。

全国棚田（千枚田）サミット
第28回

那智勝浦町in

和歌山県PRキャラクター「きいちゃん」



改めてご挨拶をさせていただきます。来年度開催をいたします、
長野県の上田市からやってまいりました、私は副市長の小相澤隆
幸と申します。そして今日は本当に力強い将来の未来の担い手ま
で一緒に来ていただいておりまして、日頃棚田を本当に献身的に
支えていただいている仲間の皆さんと共にやってまいりました。
まず、今回の第２８回の開催をしていただきました那智勝浦町、そ
して地域の皆さん、和歌山県の皆さんに本当に感謝を申し上げま
す。ありがとうございました。ここまで来るには本当に準備の段階
から細かな打ち合わせをしていただいて、本当に天気も良かった
ですし、おもてなしもバッチリで本当にありがとうございました。
来年はということで、少し長野県の上田市御存じない方もたくさ
んおいでになるかと思いますので、少しご紹介をさせていただい
てＰＲをさせていただければと思います。長野県の上田市と和歌
山県は実はちょっとご縁がありまして、那智勝浦といいますか、和
歌山県の実は九度山町っていうのが和歌山県の中にありまして、
これ今のＮＨＫの大河ドラマで「どうする家康」やっていまして、
つい先日先週ですかあっという間に関ヶ原の戦いが終わってしま
いましたが、そこであの真田昌幸、幸村親子ですね、負けてしまい
まして、蟄居された場所が和歌山県で九度山に１４年間お世話に
なりました。以来、上田市の真田町という真田発祥の地と言われて
おりますところと４２年間の姉妹都市の提携をさせていただいて
おります。先週、九度山のお祭りも行ってまいりました。それから
５０年ぐらい前になりますでしょうか。夏の甲子園大会で箕島高
校の尾藤監督がいた頃に丸子実業高校と箕島高校が甲子園の１回
戦でやっておりまして、そして９対４か９対５で丸子実業が勝っ
たんですが、その丸子実業のあるところが上田市です。さらに１０
数年前に夏の春の選抜高校野球で智弁和歌山と丸子実業高等学校
の名前が変わって丸子修学館高校という名前になったんですが、
そこと選抜高校で智弁和歌山と当たりまして、智弁強いですから、
一時期は満塁ホームランで逆転したんですけれども、負けてしま
いましたが、丸子修学館があるのが上田市でございます。
そして上田市は海がありません。東京から、そして今、北陸新幹
線が敦賀の方まで延伸しますけれども、大体、東京から金沢から1
時間半ぐらいのところで新幹線が止まる真ん中になります。軽井
沢は東京から来ると、軽井沢は佐久平上田長野のという順番にな
りまして、新幹線が通っております。

それから高速道路も走っておりまして、実はこの棚田は高速道
路のインターがすぐ近くにあり、日本の棚田百選にも認定されま
して、もう２０数年たつんですけれども、その当時の苦労を私も職
員の時代から見ておりましたが、担当係長課長もやっておりまし
たし、今活用できているものは担当者として毎日、耕運機を持って
夜暗くなるまでやっていたというような時期がありましたが、そ
の後、本当に地域の皆さん、それから今は地域おこし協力隊員の皆
さん、地域を棚田以外の方々から応援団を募りまして、ようやく今
ここまで本当に大変な日々を乗り越えてやってまいりました。そ
して令和４年度の農林水産省の農林まつり村づくり部門で天皇杯
を頂戴いたしまして、今非常にいい波に乗っているかなと。来年ぜ
ひ来ていただければわかっていただけるかと思いますけども、い
ろんな皆さんとパートナーシップ協定を結んだり、いろんな皆さ
んに来ていただいて応援をしていただいております。
どうか来年の１０月の１７日、１８日、秋であります。その時期
には信州はリンゴですね。リンゴそれからマツタケが天の恵みな
もんですから、必ず入る出てくるとは言い切れませんけれども、
ちょうど紅葉が始まる頃であります。リンゴそれからブドウもあ
りますので、お越しいただきたいと思います。それから、ワイン用
ブドウの産地としても、日本の中でも有数な地域になっておりま
してメルシャンですとか、大手のワイナリーもございますし、日本
酒の蔵元は６蔵ございますので、そういったお酒ですとか、海がな
い分、保存食文化発酵食文化もお楽しみいただけるのではないか
というふうに思っています。
本当に皆さんが来られることを、今から準備をして心待ちにし
ておりますので、どうぞ来年、信州上田長野県の上田市にお越しい
ただきたいと思います。長野県の県の皆様方と、長野県中で、そし
て長野県にはたくさんの棚田がございます、隣には田毎の月の千
曲市もございますし、小谷村さん、数年前にやりましたけれども、
飯田市もございます。いろんな皆さんと力を合わせながら持続可
能な農業農村を一緒につくっていきたいという思いでおりますの
で、ぜひ来年皆さん上田市にお越しください。心からお待ちをして
おります。本当にありがとうございました。よろしくお願いいたし
ます。ありがとうございました。

【次期開催地挨拶】

小相澤  隆幸様
長野県上田市
副市長
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皆様改めまして、こんにちは。当サミットの実行委員会

長であります、那智勝浦町長の堀でございます。閉会に当

たりまして一言御挨拶を申し上げたいと思います。

昨日から始まりました、サミット全てのプログラムを無

事終了することができました。本当にありがとうございま

す。関係者の皆さん方にまずは御礼を申し上げたいのと、

そして北は青森県、南は鹿児島県までの本当に多くの参加

者の皆さん方の御協力、御尽力の賜物でございます。重ね

て御礼を申し上げたいと思います。そして夕べは、棚田サ

ミットにお越しいただいた方々を歓迎するために花火大

会を開催しましたが、ちょっと強風で、打ち上げが危ぶま

れましたが、やはり参加者の皆様方の日ごろの精進のおか

げで無事打ち上げることができました。本当にありがとう

ございます。

今回、２８回を迎えますサミットでございますが、「棚田

を囲む暮らしを共に」ということで、特に色川地域の方々

の意見発表とかをご紹介をいたしました。先程各4つの分

科会からでさまざまな意見、発表であったり、意見交換の

ご報告がございました。

そして、今回の２８回目の棚田サミットの共同宣言とい

うことで、皆様方の御承認をいただき、力強い宣言を行っ

ていただきました。サミットは開催するのが目的ではござ

いません。サミットは全国にある７２３以上の棚田をお持

ちの個人、団体、あるいは自治体それぞれの皆さん方が年

に一回一堂に会して、やはりそれぞれの課題を持ち寄った

り、あるいは先進事例を持ち寄ってさまざまな意見交換を

しながら、そこで次の棚田を保存する継承する、そういっ

た運動に各地域で活かすためのサミットがその役割だと

私は考えております。そういう意味では、来年２０２４年

１０月の１７日１８日、木曜日金曜日、長野県の上田市さ

んで開催をする予定でございます。先ほど大変美味しそう

なお話がございましたので、私はぜひ開催地に出向いて御

挨拶をさせていきたいと思います。準備等上田市さんは大

変だと思いますけれども、どうか準備の方をよろしくお願

い申し上げます。本日ご参会の皆様方も、引き続き来年は

長野県の上田市に出向いていただいて、さまざまな意見交

換をし、交流も深めていただければというふうに思いま

す。結びに改めて全国各地からお越しをいただいた参加者

の皆様方に御礼を申し上げますとともに、本日のサミット

の成功にご尽力を賜りました、関係者の方々に御礼を申し

上げまして、御礼と閉会のご挨拶をさせていただきまし

た。本日は誠にありがとうございました。

【お礼の挨拶】

堀  順一郎様

全国棚田(千枚田)サミット
那智勝浦町実行委員会　会長
那智勝浦町長
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